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2018年 5月 2～4日 

憲法記念日 

 

「憲法の精神、広げよう」 施行７１年で集会 

東京新聞2018年5月4日 朝刊 

  

 日本国憲法の施行から七十一年となる三日、改憲の動き

に反対する「５・３憲法集会」が東京都江東区の有明防災

公園（東京臨海広域防災公園）で催された＝写真、本社ヘ

リ「おおづる」から、坂本亜由理撮影。参加した約六万人

（主催者発表）が「九条改悪反対！」と声を上げた。 

 登壇した憲法学者の山内敏弘さん（７８）は「安倍首相

は九条に自衛隊を明記しても、任務は変わらないとウソを

ついている」と批判。「自民党案からは『必要最小限度の実

力組織』との文言すら消え、全面的な集団的自衛権の行使

が狙いなのは明らかだ」と訴えた。 

 ＮＰＯ法人「日本国際ボランティアセンター」スタッフ

の加藤真希さん（３１）はトークイベントで、支援活動を

しているアフガニスタンでの体験談を説明。小学校を訪れ

た際、「銃を持った兵に父を殺された小学生の兄弟の目に復

讐（ふくしゅう）の決意が宿っていた」と述懐し、「次の世

代に憎しみが続く。武力では紛争を解決しようとしない憲

法を守り、広げていきたい」と語った。安倍政権下での九

条改憲に反対して昨秋から全国で集められている署名の中

間報告もあり、千三百五十万筆に達したと発表された。 

（辻渕智之） 

 

しんぶん赤旗2018年5月4日(金) 

９条守れ６万人 政権 改憲 葬り去ろう 東京で憲法

集会 ３０００万署名１３５０万人突破 

 安倍内閣がねらう９条改憲を阻止しようと憲法記念日の

３日、全国各地で集会やデモ、宣伝など多彩な行動がとり

くまれました。東京都江東区では「９条改憲ＮＯ！ 平和

といのちと人権を！ ５・３憲法集会」が開催され、昨年

を超える６万人（主催者発表）が参加。野党４党の代表と

ともに「９条改憲ＮＯ！」「安倍内閣は退陣を！」などと書

かれたプラカードを掲げてアピールしました。 

 

 主催は同集会実行委員会。「総がかり行動実行委員会」「９

条改憲ＮＯ！全国市民アクション」の共催です。会場の東

京臨海防災公園には、開始前から、子どもづれの夫婦や若

者らが次つぎとつめかけました。 

 実行委員会を代表して主催者あいさつした高田健さんは、

世論調査では安倍政権下での改憲に対して反対が５８％に

達していると指摘。「安倍政権はボロボロに見えても自然に

は倒れない。私たちの手で倒そう」と訴えました。 

 学者や市民らがリレートーク。一橋大学名誉教授の山内

敏弘さんは、「自衛隊を明記すれば集団的自衛権の全面容認

になる」と批判。作家の落合恵子さんが「平和と命、人権

のためにあらがうことは生きる証しであり誇りです」と呼

びかけると、参加者は声援や大きな拍手で応えました。 

 「安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める市民連合」

の諏訪原健さんが連帯あいさつし、「憲法は未来に語りかけ

られた言葉。憲法の理念を私たちのものにして未来につな

げていこう」とよびかけました。 

 「９条改憲ＮＯ！全国市民アクション」の長尾ゆりさん

（全労連副議長）が、３０００万人を目標にとりくんでい

る「安倍９条改憲ＮＯ！全国統一署名」の集約数が１３５

０万人（４月末時点）を突破したことを報告。行動提起し

た福山真劫（しんごう）さん（総がかり行動実行委員会共

同代表）は、草の根から３０００万人の署名を集めきると

 

（写真）憲法９条守れと、アピールする集会参加者

＝３日、東京都江東区 

 

（写真）壇上でプラカードを掲げる市民団体と野党の

代表。右から５人目は志位和夫委員長＝３日、東京都

江東区 
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ともに、「野党と連帯してたたかえば、安倍政権を倒すこと

ができる」と強調しました。 

 川崎市から夫と小４の娘と一緒に参加した女性（４６）

は、「北朝鮮を改憲の口実とするのではなく、対話すべきで

す。９条を守り、戦争をしないことは日本の責任です」と

語りました。 

 集会後、参加者は２コースに分かれてデモ行進しました。 

市民と野党の共闘さらに 

東京 志位委員長ら５野党党首が連帯 

 集会では、日本共産党の志位和夫委員長、立憲民主党の

枝野幸男代表、民進党の大塚耕平代表、社民党の又市征治

党首が連帯あいさつ。壇上でそろって市民とともに「憲法

９条改悪反対！」「安倍政権は今すぐ退陣！」とコールしま

した。自由党の小沢一郎代表がメッセージを寄せました。 

 あいさつで志位委員長は「安倍首相は、内政、外交とも

ボロボロで末期状態です。しかし９条改憲だけは絶対にあ

きらめようとしない。この旗を捨てた途端に内閣が瓦解（が

かい）するからです。それなら国民が引導を渡してやろう

ではありませんか」と、９条改憲をめぐる安倍政権と国民

との歴史的な対決局面を強調。「安倍政権による９条改憲を

許さない―この一点で力を合わせ、市民と野党の共闘を広

げに広げ、安倍政権もろとも９条改憲のたくらみを葬り去

ろうではありませんか」と呼びかけると大きな拍手と歓声

がわきおこりました。 

 枝野氏は「多くの市民、思いを同じくする政党と力を合

わせ、まっとうな政治を取り戻す」、大塚氏も「野党と大勢

のみなさんと憲法を守る」と表明。又市氏は「みなさんと

一緒に安倍政権を打ち倒す」と連帯あいさつしました。 

 

野党５党 安倍首相の目指す憲法改正に一致し反対と訴え 

NHK5月3日 18時04分  

 

憲法を守る立場の団体が東京都内で開いた集会で、立憲民

主党の枝野代表など野党５党の党首は「安倍政権は憲法を

ないがしろにしている」などと指摘し、安倍総理大臣の目

指す憲法改正に一致して反対していくと訴えました。 

この中で、立憲民主党の枝野代表は「数の力だけで押し切

ってはいけないことを決めているのが憲法だ。憲法をない

がしろにするゆがんだ権力を１日も早くまっとうなものに

変えていくため、多くの市民や他の政党と力を合わせ、先

頭に立って頑張っていく」と述べました。 

民進党の大塚代表は「権力を乱用する安倍政権では民主主

義は守れない。いま民主主義は危機に直面している。だか

らこそ、大きな野党のかたまりを作るために民進党も新し

い一歩を踏み出し、皆さんとともに民主主義と憲法を守る

ために頑張っていく」と述べました。 

共産党の志位委員長は「安倍総理大臣は『９条に自衛隊を

明記してもなにも変わらない』と言うが、真っ赤なうそだ。

無制限の海外での武力行使に道をひらく、こんな恐ろしい

たくらみは断じて許せない。安倍政権もろとも９条改憲の

試みを葬ろう」と述べました。 

社民党の又市党首は「安倍政権は立憲主義、民主主義、平

和主義をじゅうりんし暴走している。憲法９条が壊され、

軍事大国に進んでいく格好になり、断じて許してはならな

い。安倍政権を打ち倒し、どんなことがあっても平和憲法

を守り抜く」と述べました。 

また、集会を欠席した自由党の小沢代表は「この国の未来

のため、国民の生活を守るため、全力で、戦後最悪の安倍

政権と対決していく。そのための野党の結集を目指してい

く」というメッセージを寄せました。 

 

憲法記念日 憲法を守る集会「９条守ろう」と訴え 

NHK5月3日 17時40分  

 
憲法記念日の３日、憲法を守る立場の人たちが都内で集会

を開き、「９条を守ろう」と訴えました。 

東京 江東区で開かれた集会には、主催者の発表でおよそ６

万人が参加しました。 

この中で、労働問題などの取材をしてきたジャーナリスト

の竹信三恵子さんが「憲法と９条は戦前、軍事費に使われ

ていた国のお金を、社会保障や生活の安定などに使えるよ

うに転換させる意味があった。だから７０年も変えずにみ

んなが賛同した」と訴えました。 

また、被爆者の立場から日本被団協の木戸季市事務局長が

「憲法９条は、私たち被爆者にとって『命』だ。しかし、

自衛隊が憲法に明記されれば日本は戦争する国になる」と

呼びかけました。このあと、参加者は会場の周辺で横断幕

やプラカードを掲げて「憲法変えるな」などと声を上げな

がらデモ行進を行いました。 
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集会に参加した６９歳の女性は「みんながよくわからない

まま憲法改正の議論が進んでいるので、何か行動を起こし

たいと思いました。孫たちに平和な世の中を残してあげた

い」と話していました。 

 

憲法記念日に集会 

NHK首都圏05月03日 18時03分 

憲法記念日の３日、憲法を守る立場や改正を求める立場の

人たちが集会を開きました。    

このうち、憲法を守る立場の人たちが都内で集会を開き、

「９条を守ろう」と訴えました。 

東京・江東区で開かれた集会には、主催者の発表でおよそ

６万人が参加しました。 

この中で、労働問題などの取材をしてきたジャーナリスト

の竹信三恵子さんが「憲法と９条は戦前、軍事費に使われ

ていた国のお金を、社会保障や生活の安定などに使えるよ

うに転換させる意味があった。だから７０年も変えずにみ

んなが賛同した」と訴えました。 

また、被爆者の立場から日本被団協の木戸季市事務局長が

「憲法９条は、私たち被爆者にとって『命』だ。しかし、

自衛隊が憲法に明記されれば日本は戦争する国になる」と

呼びかけました。 

このあと参加者は会場の周辺で横断幕やプラカードを掲げ

て「憲法変えるな」などと声を上げながらデモ行進を行い

ました。 

集会に参加した６９歳の女性は「みんながよくわからない

まま憲法改正の議論が進んでいるので、何か行動を起こし

たいと思いました。孫たちに平和な世の中を残してあげた

い」と話していました。 

一方、憲法改正を求める立場の人たちが都内で集会を開き、

自民党が「自衛隊の明記」など４つの項目で改正の方向性

をまとめたことをうけて、各党に憲法改正の国会発議を実

現するよう求めました。 

憲法改正を求める立場の「民間憲法臨調」などが東京・千

代田区で開いた集会には主催者の発表で１２００人が参加

しました。 

主催者を代表して駒沢大学の西修名誉教授が与野党の対立

によって、国会で憲法を議論する憲法審査会が３月以降、

開かれていないことに触れて、「何をしているんだと思う。

国民にどういう提案をするか決めるのが憲法審査会だ」と

述べて、改正に向けた議論を進めるよう訴えました。 

集会では自民党が「自衛隊の明記」など４つの項目で改正

の方向性をまとめたことをうけて、「今こそ憲法改正の国会

発議を実現するよう各党に強く要望する」などと記された

声明が採択されました。 

参加した６５歳の自営業の男性は「国を守れるよう憲法を

改正すべきです。野党は何でも反対ではなく、改正すべき

か否かをしっかり議論してほしい」と話していました。 

 

しんぶん赤旗2018年5月4日(金) 

５・３憲法集会 志位委員長のあいさつ 

 日本共産党の志位和夫委員長が３日、東京臨海広域防災

公園（東京都江東区）で開かれた「５・３憲法集会」で行

ったあいさつは次の通り

です。 

９条改憲に必死にしがみ

つく首相――国民が引導

を渡そう     

 みなさん、こんにちは

（「こんにちは」の声）。

日本共産党の志位和夫で

す（拍手）。熱い連帯のあ

いさつを送ります。 

 安倍首相は、内政、外

交ともにボロボロで末期

状態です。しかし９条改

憲だけは絶対にあきらめ

ようとしない。往生際が

悪いですね。なぜか。こ

の旗を捨てたら終わりに

なってしまうからです。

そのとたんに内閣は瓦解（がかい）する。だから必死にし

がみついている。 

 みなさん。それなら国民が引導を渡してやろうではあり

ませんか（「そうだ」の声、拍手）。安倍政権による９条改

憲を許さない――この一点で、力をあわせましょう。市民

と野党の共闘を広げに広げて、安倍政権もろとも、９条改

憲のくわだてを葬り去ろうではありませんか。（大きな歓声、

拍手） 

「何も変わらない」は真っ赤なウソ――海外の無制限の武

力行使に道開く 

 安倍９条改憲のどこが問題か。私は、三つの点を訴えた

いと思います。 

 第一に、安倍首相は「９条に自衛隊を明記しても何も変

わらない」といいますが、真っ赤なウソですよ。（「そうだ」

の声、拍手） 

 そのことを自ら明らかにしたのが、自民党がまとめた９

条改憲の条文案です。９条２項の後に「前条の規定は、自

衛の措置をとることを妨げない」として自衛隊を明記する

条文を加えるという。「前条の規定は……妨げない」という

のは、“９条２項の制約を取り払う”ということです。海外

での武力行使を禁じてきた９条２項の制約を取り払う。無

制限の海外での武力行使に道を開く。こんな恐ろしいくわ

だてを断じて許すわけにはまいりません。（「そうだ」の声、

拍手） 

こんな組織を憲法に書き込ませていいのか――違憲の安保

 

（写真）あいさつする志位

和夫委員長＝３日、東京都

江東区 
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法制を廃止せよ 

 第二に、安倍首相が書き込もうといっている自衛隊とは、

いったいどんな自衛隊か。 

 災害救助に汗を流している自衛隊ではありません。安保

法制によって集団的自衛権を行使する自衛隊です。長距離

巡航ミサイルを持ち、空母を持ち、専守防衛をかなぐりす

てた自衛隊です。「日報」を隠ぺいし、幹部自衛官が国会議

員に罵詈（ばり）雑言を浴びせる、文民統制を踏みつけに

している自衛隊です。このような組織を憲法に書き込ませ

ていいのか（「だめだ」の声）。断じてノーではありません

か。（拍手） 

 いまなすべきは、憲法違反の安保法制をきっぱり廃止し、

“戦争する軍隊”への変質を許さない――ここにあるので

はないでしょうか。（「そうだ」の声、拍手） 

憲法をないがしろにし、国民にウソをついて恥じない――

憲法を語る資格なし 

 第三に、だいたいあの安倍首相に、憲法を語る資格があ

るでしょうか（「ない」の声）。秘密法、安保法制、共謀罪

――憲法をここまでないがしろにしてきた政権は、戦後か

つてありません。隠ぺい、改ざん、ねつ造――国民にウソ

をついて恥じない政権もかつて見たことないですね。 

 このような政権に、憲法を語る資格はない。安倍首相が

やるべきは憲法を変えることではない。内閣総辞職ではな

いでしょうか。（大きな歓声、拍手） 

朝鮮半島で平和の激動――憲法９条を生かした平和外交こ

そ 

 最後にみなさん。いま朝鮮半島では歴史的な平和の激動

が起こっています。南北首脳会談で合意された「板門店宣

言」に、「完全な非核化」と「年内の朝鮮戦争の終結」が明

記されました。心から歓迎したいと思います（拍手）。そし

て、米朝首脳会談の成功をみんなで求めようではありませ

んか。（「そうだ」の声、拍手） 

 安倍首相は、北朝鮮問題を「国難」とまで言い募り、そ

れを利用して、９条改憲を叫んできましたが、情勢の大変

動が起こっているではありませんか。（「その通り」の声、

拍手） 

 いま変えるべきは世界に誇る憲法９条ではありません。

９条を生かして「平和・協力・繁栄の北東アジア」をつく

る、そうした平和外交こそ求められているのではないでし

ょうか。（「そうだ」の声、拍手） 

 みなさん、明るいきざしが見えてまいりました。もう一

息です。力をあわせて頑張りぬこうではありませんか（拍

手）。以上をもってあいさつとさせていただきます。ありが

とうございました。（「がんばろう」の声、歓声と長く続く

拍手） 

 

「自衛隊明記」めぐり訴え＝護憲、改憲両派が集会－憲法

記念日 

 
憲法記念日の３日、護憲、改憲両派が東京都内で集会を開

いた。写真左は、護憲派の集会後に行進する人たち。同右

は、改憲派集会に寄せられた安倍晋三首相のメッセージを

聞く参加者。 

 日本国憲法の施行から７１年となった憲法記念日の３日。

改正に賛成、反対の立場の団体が東京都内で集会を開き、

９条に自衛隊を明記する自民党の改憲案などをめぐってそ

れぞれの主張を訴えた。 

 江東区の東京臨海広域防災公園で開かれた護憲派の集会

には、主催者発表で約６万人が参加。野党党首や学者らが

次々と壇上に立ち、「安倍政権による改憲阻止を」と訴えた。

室蘭工業大の清末愛砂准教授は「自衛隊を軍事組織として

公的な存在にすることは、民衆に銃を向けさせる危険性を

高める。決して受け入れることはできない」と声を張り上

げた。 

 参加したパートの田島由喜さん（５８）は「非現実的と

言われるかもしれないが、戦争ではなく話し合いで争いを

解決していくべきだ。憲法改正には反対です」と力を込め

た。集会後、参加者はのぼりや旗を掲げてパレードした。 

 

改憲派の集会であいさつを聞く参加者＝３日午後、東京都

千代田区 

 改憲派は千代田区の砂防会館でフォーラムを開催。昨年

に続き、安倍晋三首相が改憲に向けたビデオメッセージを

寄せた。主催者発表で１２００人が参加した。 

 ジャーナリストの櫻井よしこさんは「朝鮮半島情勢など

を見ても、世界は大転換を遂げようとしている。その中で

生き残るには国を守る力が必要で、一日も早く憲法改正を

しなければならない」と指摘。「野党は政局にばかり走り、

安倍首相の下での憲法改正はだめだと言っているが、この

タイミングを外して国際社会は待ってくれるだろうか」と

疑問を呈した。 

 初めて参加したという都内在住の学校経営者の男性（４

６）は、「同じ意識を持つ人が多くいることが分かって良か

った」と話した。（時事通信2018/05/03-18:50） 

 

https://www.jiji.com/jc/article?g=soc&k=2018050300681&p=0180503at62&rel=pv
https://www.jiji.com/jc/article?g=soc&k=2018050300681&p=0180503at63&rel=pv
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憲法施行71年、各地で集会 問われる9条、平和の形 

共同通信2018/5/3 17:075/3 17:08updated 

 

東京都千代田区で開かれた憲法改正を訴える会合。安倍首

相のビデオメッセージが上映された＝3日午後 

 日本国憲法施行から 71 年となった憲法記念日の 3 日、

各地で集会が開かれた。安倍晋三首相（自民党総裁）は憲

法改正を訴える会合にビデオメッセージを寄せ、9 条に自

衛隊を明記する必要性を強調、改めて改憲への意欲を示し

た。護憲派は「世界に誇る9条を守り抜く」と阻止を誓っ

た。戦争放棄、戦力不保持を定めた9条をどう考えるのか

は改憲論議の最大の焦点。自衛隊明記で国の安全が高まる

のか、平和主義が揺らぐのか、平和の形が問われている。 

 首相は、自衛隊明記に関し「（自衛隊の）正当性が明確化

される。改憲の十分な理由になる」と主張した。 

 

東京都江東区で開かれた護憲派の集会で、プラカードを掲

げる参加者＝3日午後 

 

野党、「安倍改憲」阻止へ結束＝枝野、志位氏そろい踏み 

 

護憲派集会でプラカードを掲げる立憲民主党の枝野幸男代

表（左から３人目）。右から２人目は共産党の志位和夫委員

長＝３日午後、東京都江東区 

 立憲民主、民進、共産、社民の野党４党首は３日、東京

都内で開かれた護憲派の集会に出席し、安倍政権による憲

法改正の阻止に向け、結束していく方針を示した。立憲の

枝野幸男代表は「憲法をないがしろにする、ゆがんだ権力

を一日も早く、まっとうなものに変えていくため、多くの

市民、他の政党と力を合わせる」と強調した。 

 共産党の志位和夫委員長は、安倍晋三首相が９条改憲に

なお意欲を示しているとして、「往生際が悪い。なぜか。こ

の旗を捨てた途端に内閣が瓦解（がかい）する。だから必

死にしがみついている。国民が引導を渡そうではないか」

と呼び掛けた。 

 民進党の大塚耕平代表は、７日に新党「国民民主党」に

移行すると説明し、「多くの野党の皆さんと共に民主主義と

憲法を守るために頑張りたい」と訴えた。社民党の又市征

治党首は「平和憲法を守り抜く」と語った。 

 関係者によると、民進に合流する希望の党も集会に招い

たが、希望の玉木雄一郎代表は出席しなかった。（時事通信 

2018/05/03-15:40） 

 

首相による改憲阻止訴え 野党4党首、護憲派集会で 

共同通信2018/5/3 21:08 

 立憲民主、民進、共産、社民の4野党党首は3日、護憲

派の市民団体が東京都内で開いた集会に参加し、安倍晋三

首相による憲法改正阻止を訴えた。立憲民主党の枝野幸男

代表は「数の力だけで押し切ってはいけないと決めている

のが憲法だ。憲法をないがしろにするゆがんだ権力を一日

も早くまっとうなものに変える」と述べた。 

 民進党の大塚耕平代表は森友学園問題などに触れ「首相

は権力を乱用する。この政権では民主主義を守れない」と

強調した。 

 共産党の志位和夫委員長は、9 条への自衛隊明記に関し

「海外での無制限の武力行使に道を開くたくらみで、断じ

て許せない。政権もろとも葬り去ろう」とした。 

 

憲法記念日 首相「自衛隊明記を」 ４野党「阻止」足並

み 

毎日新聞2018年5月4日 東京朝刊 

 

改憲派集会で映された安倍首相のビデオメッセージを見る

参加者＝東京都千代田区で３日、根岸基弘撮影 

https://www.jiji.com/jc/giin?d=d862b7b6d4a0ba024379d7e8d12f959c&c=syu&rel=ja
https://www.jiji.com/jc/giin?d=90aa7529a69366feb9b54cc2770ed465&c=syu&rel=ja
https://www.jiji.com/jc/giin?d=489b6a5cf02ef7341b2b098cd217df31&c=syu&rel=ja
https://www.jiji.com/jc/giin?d=e3f07edd5670c3b0df8857dd52307574&c=san&rel=ja
https://www.jiji.com/jc/giin?d=8bc83a62656fbe6528dbe9e60a612863&c=san&rel=ja
https://www.jiji.com/jc/giin?d=8bc83a62656fbe6528dbe9e60a612863&c=san&rel=ja
https://www.jiji.com/jc/giin?d=6ce55e00530f14fd5b3af2165f19a293&c=syu&rel=ja
https://mainichi.jp/ch150470243i/%E6%86%B2%E6%B3%95%E8%A8%98%E5%BF%B5%E6%97%A5
https://www.jiji.com/jc/article?g=pol&k=2018050300512&p=0180503at54&rel=pv
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 憲法記念日の３日、憲法改正に関する集会が各地で開か

れた。安倍晋三首相（自民党総裁）は、改憲推進派の民間

団体が東京・平河町の砂防会館で開いた集会にビデオメッ

セージを寄せた。「憲法に我が国の独立と平和を守る自衛隊

をしっかりと明記し、違憲論争に終止符を打たなければな

らない」と述べ、昨年提起した改憲の実現に意欲を示した。  

 首相は昨年の同じ集会へのメッセージで２０２０年の改

正憲法施行を目指す考えを表明した。しかし、批判を浴び

て「スケジュールありきではない」と修正した経緯がある。

今年は、具体的時期には触れず、「この１年間で憲法改正の

議論は大いに活性化し、そして具体化した」と成果を訴え

るにとどめた。  

 一方、９条改憲に反対する市民団体が東京・有明の東京

臨海広域防災公園で開いた集会には、立憲民主党の枝野幸

男代表、民進党の大塚耕平代表、共産党の志位和夫委員長、

社民党の又市征治党首が出席した。野党４党首は、安倍政

権による憲法改正を阻止する考えで足並みをそろえた。  

 枝野氏は、「従来とは全く質の違う、地球の裏側で戦争が

できる自衛隊になるのは明確だ。うそをつき続けるのはい

いかげんにしてほしい」と述べ、自衛隊明記が自衛隊の活

動拡大にはつながらないと説明する首相を批判した。集会

後に記者団に語った。【古川宗、立野将弘】  

険しい改憲、首相引かず  

 安倍晋三首相は３日に公表されたビデオメッセージで

「いよいよ憲法改正に取り組む時がきた」と改めて改憲へ

の意欲を強調した。改憲に向けた機運はしぼむが、改憲を

訴え続けなければ、９月の自民党総裁選での３選どころか、

政権維持もままならないという厳しい政権の状況を反映し

ているとの指摘が出ている。  

 メッセージを寄せたのは、昨年の憲法記念日に首相が自

衛隊明記と２０２０年の改正憲法施行を目指すと表明した

のと同じ保守系の団体が主催した集会だ。出席者の多くは、

首相を支持してきた保守層だとみられている。  

 改憲を取り巻く政治環境は昨年よりも厳しさを増してい

る。「森友学園」への国有地売却、「加計学園」の獣医学部

新設を巡る疑惑は広がり、与野党の対立が、国会での改憲

論議を封じている。二つの問題はどちらも長期政権の弊害

が根源にあると指摘され、野党の一部は憲法改正には反対

していないが「安倍政権による改憲」に反対している。  

 こうした状況にもかかわらず、首相が改憲への意欲を語

る背景について、政府筋は「どんなに厳しくなっても首相

は憲法改正を掲げ続けるしかない。ぶれないことが大事だ」

と強調。首相の宿願である改憲への姿勢がぶれたと受け止

められれば、保守層まで離反し、政権の命取りになりかね

ないとの考えを示唆した。  

 政府関係者は「総裁選で３選を目指すうえで何をすると

いうのか。改憲以外にもう残っていない」と語り、改憲へ

の意欲を示し続けることが政権維持に重要になっていると

の認識を示した。【田中裕之】  

 

首相「改憲に取り組む時」 自衛隊憲法明記訴え  

日経新聞2018/5/3 16:30 

 安倍晋三首相（自民党総裁）は３日、憲法改正を推進す

る団体が都内で開いた集会にビデオメッセージを寄せ「い

よいよ私たちが憲法改正に取り組む時が来た」と訴えた。

憲法９条改正を巡り「憲法に自衛隊をしっかり明記し、違

憲論争に終止符を打たなければならない」と語った。 

 「この１年間で憲法改正の論議は大いに活性化し、具体

化した」とも指摘した。自衛隊の違憲論に触れ「最大の原

因は、憲法に我が国の防衛に関する規定が全く存在してい

ないことにある」と主張。自衛隊の明文化が「憲法改正の

十分な理由になる」と強調した。 

 首相は「国民投票で国民の皆様が憲法改正を決定する。

憲法改正を成し遂げるためには国民の理解、幅広い合意形

成が必要だ」と述べた。 

 首相は昨年も同集会へビデオメッセージを送り「2020年

を新しい憲法が施行される年にしたい」と表明。戦力不保

持などを掲げる憲法９条の現行条文を残しつつ、新たに自

衛隊の存在を明記する案を提起した。これを受け、自民党

は今年３月に自衛隊明記を含む４項目の改憲案をまとめた。

今回は具体的な改憲日程に触れなかった。 

 野党幹部は３日、都内で開いた９条改正反対を訴える集

会に出席した。 

 立憲民主党の枝野幸男代表は、安倍政権を念頭に「憲法

をないがしろにする権力は、自分のよって立つ基盤がどこ

にあるのか、理解しない権力だと言わざるを得ない」と述

べた。民進党の大塚耕平代表は「安倍政権では民主主義は

守れない。日本の民主主義は危機に直面している」と強調。

共産党の志位和夫委員長は「市民と野党の共闘を発展させ、

安倍政権もろとも９条改憲のたくらみを葬り去ろう」と訴

えた。 

 枝野氏は終了後、自民党の９条改正案について「地球の

裏側で戦争ができる自衛隊になるのは明確だ」と批判した。 

 

憲法議論「活性化」と言うものの 対話の形、市民ら模索 

朝日新聞デジタル清水大輔、吉沢英将2018年5月4日05

時01分 

「５・３憲法集会」で司会をする菱山南

https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503002038.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503002038.html
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帆子さん＝３日午後、東京都江東区、伊藤進之介撮影 

 

 「この１年間で憲法改正の議論は大いに活性化し、具体

化した」。昨年の憲法記念日に憲法９条への自衛隊明記を提

起した安倍晋三首相の目には、１年たって現状がそう映っ

ているという。「議論がない」「理解が広がらない」と感じ

る人たちは、それぞれの方法で「対話」の形を模索してい

る。（清水大輔、吉沢英将） 

生活に寄り添った言葉で 

 ３日、東京都江東区の野外会場であった９条改憲に反対

する「５・３憲法集会」。司会をしていた菱山南帆子さん（２

９）が声をあげた。「安倍政権は今すぐ退陣」。同じ言葉を

国会前の大規模デモでも訴える。でも、もっと日常の課題

に引きつけて語る時もある。 

 財務省が前事務次官のセクハラ行為を認定した４月２７

日。「『＃ＭｅＴｏｏ』も憲法９条を守ろうという運動も、

同じだと思うんです」と新宿駅前で菱山さんは話した。「性

差別の意識があるから、戦争が始まると女性が標的になる」。

セクハラ撲滅への連帯を示した米ハリウッド女優にならい、

黒い服を身にまとった。 

 安全保障法制や共謀罪法の採決を強行し、南スーダンや

イラクでの自衛隊の日報を「隠し続けた」政権。菱山さん

は頭の中でこう考える。議論を避け、情報を開示しない政

治姿勢のまま９条に自衛隊が明記されたら、自衛隊による

「戦闘地域」での活動も見えない形で際限なく増える。し

かし、そのまま口にしても伝わらない。身近な題材と結び

つけたかった。「戦争で犠牲になるのは女性や子ども。だか

ら憲法を守ろう」 

 受け手を意識するようになったのは中学生の時。イラク

戦争に反対するため、米国大使館前で宿題をしながら座り

込んだ。学校の入り口でビラも配った。難しい言葉だと友

だちにいやがられると思った。 

 いま障害者施設で働いている。「ＮＯ！」と言いたくても

体が不自由な人、国会前まで行く余裕のない人がいること

も知った。 

 集団的自衛権の行使容認を閣議決定した２０１４年ごろ

から、駅頭や商店街の片隅に立つように。仲間に絵本や歌、

仮面劇を披露してもらい、その横で幼少の頃から親しむ手

話で通訳する。ＳＮＳでの事前告知や結果報告も欠かさな

い。「生活に寄り添った言葉で、誰にでも分け隔てなく伝わ

るように９条の大切さを訴えたい」 

異なる認識の人とも 

 ３日の同じ集会では「安倍９条改憲」に反対する全国署

名の集計結果が発表された。１３５０万筆。３千万人の目

標の半分にも及ばなかったが、会場にいた鈴木国夫さん（６

９）は「署名の数より対話の数が大事」と感じている。 

 東京都世田谷区に住む鈴木さんは「市民連合 めぐろ・

せたがや」の共同代表。昨年の衆院選では地元選挙区で野

党統一候補の擁立支援に携わった。 

 異なる意見の人との対話を意識したのは今年１月、１５

人ほどで署名の集め方を話していた時だ。「私たち、街頭で

どう見られているかな」と問う仲間に、鈴木さんは「自衛

隊を否定する非武装中立派では」と答えた。すると「今ど

き、そんな人いる？」という人と「私は非武装中立派」と

いう人に分かれた。 

 「面白い」と鈴木さんは思った。街頭には様々な考えが

あふれていて当たり前。それを知ることから始めることに

した。 

 ２月、駅頭で９条改憲の是非を問うシール投票をした。

目的は貼ってもらう際の会話だ。「９条を改正できなければ、

米軍は日本を見捨てる」と心配する２０歳前後の男子学生

２人とも、３０分近く話した。 

 ３月にはそうした経験を持ち寄り、戸別訪問で署名集め

を意識した想定問答を試みた。安倍首相が言うような「自

衛隊がかわいそう」との意見も否定はせず、「際限なく海外

派遣するのは危険では」といった答え方で一致点を探れな

いか……。そうした会話をしながら実際に４月、７５０戸

近くの団地を回って１００筆以上を集めた。 

 安倍首相は自らを否定する人たちに「こんな人たちに負

けるわけにいかない」と言った。鈴木さんは「異なる認識

の人たちとも対話を重ねていきたい」と言う。首都圏の市

民団体同士でそんな考え方を共有し合う交流会を開いてい

る。 

 

野党「権限預けたわけではない」 憲法集会で政権批判 

朝日新聞デジタル2018年5月4日00時00分 

 憲法記念日の３日、野党の各党党首は市民団体などが開

https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503002038.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法改正.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法記念日.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法９条.html
http://www.asahi.com/topics/word/安倍晋三.html
http://www.asahi.com/area/tokyo/
http://www.asahi.com/topics/word/江東区.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法.html
http://www.asahi.com/topics/word/安倍政権.html
http://www.asahi.com/topics/word/財務省.html
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いた「５・３憲法集会」に出席し、森友学園や加計学園な

ど安倍政権をめぐる一連の問題を取り上げて批判した。 

 立憲民主党の枝野幸男代表は、特定秘密保護法や安全保

障法制などで採決強行を繰り返した政権の対応について、

「憲法は選挙に勝った者に『どんな法律でも作っていい、

どんな行政にしてもいい』という権限を預けているわけで

はない」と声を張り上げた。 

 民進党の大塚耕平代表も「事実を隠蔽（いんぺい）し、

改ざんし、熟議は尽くさない。急がないことまで強引に決

める。安倍政権では民主主義は守れない」と強調した。 

 共産党の志位和夫委員長は「内政、外交ともにぼろぼろ

で末期状態。しかし、９条改憲だけは絶対に諦めようとし

ない。この旗を捨てたら終わりになってしまうからだ」と

語った。社民党の又市征治党首は「内閣の総辞職をもって、

日本の民主主義と行政の信頼を取り戻す」と訴えた。 

 

憲法考える上映会、各地で 自民改憲案に、市民が危機感 

朝日新聞デジタル木村司2018年5月3日15時46分 

駐 日

コスタリカ大使（左奥）も招き、開かれた「コスタリカの

奇跡」の上映会＝３月２４日、東京都千代田区 

 

 憲法改正への動きが具体化するなか、映画を通じて憲法

を考える市民の取り組みが進んでいる。公文書改ざんや自

衛隊へのシビリアンコントロール（文民統制）の欠如など、

社会の基盤が揺らいでいることへの危機感も背景にある。 

 東京・日比谷で４月２７日、１… 

 

憲法記念日、改憲派・護憲派が各地で集会  

日経新聞2018/5/3 18:18 

 憲法記念日の３日、施行から 71 年を迎えた日本国憲法

に関する集会が各地で開かれた。新しい憲法をつくるか、

今の憲法を維持するか。集会の参加者はそれぞれの立場で

意見を表明した。 

 

美しい日本の憲法をつくる国民の会などが主催する改憲派

の集会（３日、東京・千代田区） 

 東京都千代田区で開かれた「改憲派」の集会。「私たちは

時代の節目にある。憲法に自衛隊を明記し、違憲論争に終

止符を」。安倍晋三首相のビデオメッセージが映し出される

と、参加者が大きな拍手で応えた。 

 会場の様子は全国155カ所に中継されたという。自民党

は３月に「戦争放棄」と「戦力不保持」を掲げた現行の憲

法９条１項、２項を維持したうえで自衛隊を明記する改憲

案をまとめた。ただ、森友学園をめぐる問題や前財務次官

のセクハラ疑惑などで、議論は深まっていない。 

 北区の男性（68）は「改憲に向けた機運が高まらず残念。

もっと前向きに議論を進めてほしい」と求めた。 

 

護憲派でつくる全国憲法研究会の講演会（３日、東京・千

代田区） 

 一方、「護憲派」の憲法学者らでつくる全国憲法研究会は

千代田区の上智大で講演会を開き、定員約800人の大教室

が満員になった。東京大の加藤陽子教授（日本近現代史）

は講演で象徴天皇制に言及。「日本の最良の英知が生み出し

たもの」と主張し、現憲法を米国の「押しつけ」とする指

摘に反論した。 

 都内の男子大学生（18）は「９条改正で自衛隊が戦闘を

したり、日本が戦争に巻き込まれたりしないか不安。慎重

に考えてほしい」。港区の無職男性（73）は安倍政権下の公

http://www.asahi.com/topics/word/憲法.html
http://www.asahi.com/topics/word/大阪の国有地売却問題.html
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http://www.asahi.com/topics/word/枝野幸男.html
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http://www.asahi.com/topics/word/憲法.html
http://www.asahi.com/topics/word/安倍政権.html
http://www.asahi.com/topics/word/共産党.html
http://www.asahi.com/topics/word/志位和夫.html
http://www.asahi.com/topics/word/社民党.html
http://www.asahi.com/topics/word/又市征治.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180501001303.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180501001303.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180501001303.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法改正.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法を考える.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法を考える.html
http://www.asahi.com/topics/word/文民統制.html
http://www.asahi.com/topics/word/日比谷.html
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文書の改ざんや隠蔽の問題に触れ「国民の知る権利が侵さ

れているなかで、改憲の議論を進めるなんてあり得ない」

と指摘した。 

 日本経済新聞社とテレビ東京が憲法記念日前の４月下旬

に行った世論調査では、憲法について「現状のままでよい」

が48％、「改正すべきだ」が41％。17年４月に比べ、憲法

改正に慎重な意見がやや増えている。 

 

産経新聞2018.5.3 21:28更新  

【憲法記念日】改憲派・護憲派双方が集会 安倍晋三首相、

９条への自衛隊明記は「自民党の責任」PR 

第２０回公開憲法フォーラムでは安倍晋

三首相のビデオメッセージが流された＝３日午後、東京・

平河町の砂防会館別館（酒巻俊介撮影） 

 現行憲法施行から７１年となった憲法記念日の３日、各

地で集会が開かれた。安倍晋三首相は自民党総裁として東

京都内で開かれた改憲派集会にビデオメッセージを寄せ、

憲法９条に自衛隊を明記し違憲論争に終止符を打つことを

「自民党の責任」と述べた上で、幅広い国民の合意形成を

図る必要を訴えた。立憲民主、民進、共産、社民の４野党

の党首は都内で開催の護憲派集会で、安倍政権下の憲法改

正阻止に向け、結束する考えを強調した。 

 首相がメッセージを寄せたのは「美しい日本の憲法をつ

くる国民の会」と民間憲法臨調が共催した憲法フォーラム。

首相は、昨年の同じ集会で憲法９条への自衛隊明記を提起

したことを振り返り、「この１年間で改憲議論は大いに活性

化し、具体化した。いよいよ私たちが憲法改正に取り組む

ときが来た」と語った。 

 その上で、自衛隊違憲論が生まれる最大の原因を「憲法

に防衛に関する規定が全く存在しないこと」と指摘。「明文

化することで（自衛隊の）正統性が明確化するのは明らか

だ。憲法改正の十分な理由になる」とも述べ「憲法に自衛

隊をしっかりと明記し、違憲論争に終止符を打たなければ

ならない」と訴えた。 

 公明党の遠山清彦憲法調査会事務局長は同じ集会で「自

衛隊違憲論を払拭したい自民党の趣旨・意図は理解してい

る」と述べつつも「国民投票で万が一否決されるリスクを

考慮せざるを得ない」とも指摘。改憲案の国会提出前に自

民党と事前審査を行わない考えも示した。 

 立憲民主党の枝野幸男代表は護憲派集会で「数を持って

いるから何をやってもいいという権力は正統な権力ではな

い」などと安倍首相を批判。「憲法をないがしろにするゆが

んだ権力を一日も早くまっとうなものに変えていくため、

他の政党と力を合わせる」とも述べ、安倍政権下の憲法改

正に反対する考えを改めて強調した。 

 共産党の志位和夫委員長も同じ集会で「安倍首相のやる

べきことは憲法を変えることでなく内閣総辞職だ。政権も

ろとも９条改憲のたくらみを葬り去ろう」と述べた。 

 

安倍首相がメッセージ、“自衛隊明記”は「政治家・自民党

の責任」 

JNN3日16時34分 

 ５月３日は憲法記念日です。安倍総理は、憲法改正を目

指すグループの集会にビデオメッセージを寄せ、憲法を改

正し、自衛隊を明記するなどとする、これまでの主張を改

めて強調しました。 

 「憲法に我が国の独立と平和を守る自衛隊をしっかりと

明記し、違憲論争に終止符を打たなければならない。それ

こそが、今を生きる私たち政治家の、そして自民党の責任

です」（安倍首相） 

 ビデオメッセージで安倍総理は、自民党が憲法９条に自

衛隊を明記するなど、改憲４項目に関する考えをとりまと

めたことに触れ、「私たちが憲法改正に取り組む時が来た」

として、改憲に改めて意欲を示しました。 

 また、同じ与党の公明党はコメントを発表し、「政党間で

幅広い合意を得ながら国民理解の成熟を伴っていくことが

重要だ」として、改めて性急な改憲議論に慎重な姿勢を示

しました。 

 一方、立憲民主党の枝野代表は「地球の裏側で戦争がで

きる自衛隊になるのは明確」と安倍総理を批判しました。 

 「選挙で勝って数をもっているから“何をやってもいい

んだ”という権力は正当な権力ではありません」（立憲民主

党 枝野幸男 代表） 

 「市民と野党の共闘を発展をさせて、安倍政権もろとも

９条改憲のたくらみを、葬り去ろうじゃありませんか」（共

産党 志位和夫 委員長） 

 憲法については、先月のＪＮＮ世論調査でも聞きました。

今の日本国憲法を改正すべきかどうか聞いたところ、「改正

すべきでない」は４７％で、「改正すべき」の４０％を上回

りました。去年の４月末に調査した際は、４３％と４２％

で拮抗していました。 

 

改憲どうなる…総理メッセージから「2020年」消える 

ANN2018/05/03 17:22 

 公開された安倍総理大臣のビデオメッセージからは

「2020年」という時期が消えていた。 

 風が吹き付ける羽田空港に昭恵夫人とともに降り立った

安倍総理。その総理のビデオメッセージが 3日午後、憲法

改正に関するフォーラムで公開された。憲法改正に変わら

http://www.sankei.com/politics/photos/180503/plt1805030051-p1.html
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ぬ強い意欲を見せる安倍総理。去年は 2020 年と施行を目

指す時期にも踏み込んだが今年のメッセージからは消えた。

モリカケが長引くなか、日報にセクハラと問題が相次ぎ、

与野党の間で改憲の議論は進んでいない。各地では改憲に

反対する集会も行われた。 

 立憲民主党・枝野代表：「数の力だけで押し切ってはいけ

ないことを決めているのが憲法。憲法をないがしろにする

ゆがんだ権力を一日も早くまっとうなものに変えていく」 

 共産党・志位委員長：「安倍政権もろとも 9条改憲のたく

らみを葬り去ろうじゃありませんか」 

 

安倍首相 改憲派集会に“メッセージ” 

NNN2018年5月3日 16:33 

５月３日は憲法記念日。安倍首相は、憲法改正を主張する

団体の集会に、去年に引き続きビデオメッセージを寄せた。

この中で、憲法９条に自衛隊を明記する必要性を改めて訴

え、憲法改正に強い意欲を示した。 

全文を読む 

５月３日は憲法記念日。安倍首相は、憲法改正を主張する

団体の集会に、去年に引き続きビデオメッセージを寄せた。

この中で、憲法９条に自衛隊を明記する必要性を改めて訴

え、憲法改正に強い意欲を示した。 

安倍首相は去年のメッセージで憲法９条に自衛隊を明記す

べきと主張したことについて、「この発言を契機として、こ

の１年間で憲法改正の議論は大いに活性化、具体化した」

と評価した。 

そのうえで次のように訴えた。 

安倍首相「憲法に我が国の独立と平和を守る自衛隊をしっ

かりと明記し、違憲論争に終止符を打たなければならない。

それこそが今を生きる私たち政治家の、そして自民党の責

任です。いよいよ私たちが憲法改正に取り組む時が来まし

た」 

一方で安倍首相は、去年、目指すと表明した「２０２０年

の施行」といったスケジュールについては触れなかった。 

これに対し、憲法改正に反対する団体も集会を開き、野党

の党首は安倍首相を一斉に批判した。 

立憲民主党・枝野代表「この憲法をないがしろにするゆが

んだ権力を、一日も早くまっとうなものに変えていくため、

先頭に立って頑張っていくこと、お約束する」 

共産党・志位委員長「隠ぺい、改ざん、ねつ造、国民にう

そをついて恥じない政権。見たことないですね。この政権

に憲法を語る資格なんかない。安倍首相がやるべきは、憲

法を変えることじゃない。内閣総辞職じゃないでしょうか」 

参加者らは「安倍政権のもとでの９条改憲は許さない」な

どと訴えた。 

 

憲法改正「いよいよ取り組む時」あらためて“意欲” 

FNN05/03 19:26 

憲法記念日の3日、安倍首相は「いよいよ憲法改正に取り

組む時が来た」と訴えた。 

安倍首相は「この1年間で、憲法改正の議論は大いに活性

化し、そして具体化しました。わたしはそのことを、大変

喜ばしく思っております」、「いよいよ、わたしたちが憲法

改正に取り組む時が来ました。主役は国民の皆さまです」

と述べた。 

憲法改正推進派の集会に寄せたビデオメッセージで、安倍

首相は、自衛隊を憲法に明記して違憲論争に終止符を打ち、

「新しい時代を切り開いていこう」と呼びかけた。 

一方、9条の改正に反対する市民団体が主催した集会には、

野党各党の党首が出席し、安倍政権の打倒などを訴えた。  

 

首相「憲法改正取り組む時」 野党党首は反対集会に 

FNN05/03 20:54 

憲法記念日の3日、安倍首相は、憲法改正推進派の会合に

ビデオメッセージを寄せ、「いよいよ私たちが憲法改正に取

り組む時が来た」と訴えた。 

安倍首相は、「この 1 年間で憲法改正の議論は大いに活性

化し、そして具体化しました。わたしは、そのことを大変

喜ばしく思っております。いよいよ私たちが憲法改正に取

り組む時が来ました。主役は国民の皆様です」と述べた。 

東京都内で開かれた憲法改正推進派の集会には、およそ

1,200人が参加した。 

中東を歴訪していた安倍首相は、ビデオメッセージを寄せ、

自衛隊について「違憲論争に終止符を打たなければならな

い」と述べて、憲法への明記を訴えたうえで、「新しい時代

を切り開いていこう」と呼びかけ、憲法改正への強い意欲

を示した。 

出席者からは、審議拒否を続ける立憲民主党などについて、

「立憲主義と言いながら、非立憲的な行動をしている」と

批判する声や、国会の憲法審査会での議論を加速するべき

だとの意見が相次いだ。 

一方、9 条改正に反対する市民団体が主催した集会には、

立憲民主党の枝野代表ら野党各党の党首が出席し、安倍政

権の打倒などを訴えた。 

立憲民主党の枝野代表は、「憲法をないがしろにする権力は、

自分たちが預かっている権力の源泉がどこにあるのかを理

解しない権力だと言わざるを得ない」と述べた。 

共産党の志位委員長は、「市民と野党の共闘を発展させて、

安倍政権もろとも、9 条改憲のたくらみを葬り去ろうでは

ないか」と述べた。 

集会には、枝野氏のほか、民進党の大塚代表ら野党 4党の

党首が出席し、9 条改正への反対や、疑惑や問題が続く安

倍内閣の総辞職などを訴えた。 

また、安倍首相がビデオメッセージで憲法に自衛隊を明記

する必要性をあらためて訴えたことについて、枝野氏は、

記者団に「全く質が違う自衛隊になるのは明確だ」とした
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うえで、「うそをつき続けるのはいい加減にしてほしい」と

安倍首相を批判した。  

 

産経新聞2018.5.3 15:59更新  

【５・３護憲派集会詳報】（１）落合恵子氏「安倍内閣は嘘

ばかり。独裁者に破滅を」 

「５・３憲法集会」で改憲反対を

訴える作家の落合恵子さん＝３日午後、東京都江東区の東

京臨海広域防災公園（飯田英男撮影） 

 日本国憲法施行から７１年となった３日、憲法改正反対

を訴える市民団体が都内で集会を開いた。立憲民主、民進、

共産、社民各党のトップも参加し、「安倍晋三政権が目指す

憲法改悪に反対」などと声を上げた。参加者の発言の詳報

は次の通り。 

◇ 

 〈東京都江東区の東京臨海広域防災公園。やや強い風が

吹き、各組合の名を記したのぼりがはためく中、「９条改憲

ＮＯ！平和といのちと人権を！５・３憲法集会」と題した

集会のスピーチが始まった。メーンスピーカーとして最初

に登壇したのは作家の落合恵子氏だった〉 

 落合氏「皆さん、こんにちは。元気でいきましょうね。

そこまで来ていますよ。あと一押しだと私は信じています。

だから今日はちょっと静かに話をしたいと思います。嘘つ

き内閣が嘘に嘘を重ねています。私たちはすでに知ってし

まいました。現内閣、安倍内閣は『総理のご意向内閣』で

はありませんか。忖度（そんたく）しなきゃ維持もできな

い内閣ではありませんか」 

 「彼らは福島を忘れ、沖縄を苦しめ、１機１億８００万

のイージスアショアなどを米国から喜々として買って国内

では貧困率や格差を拡大している。戦争大好き内閣と呼ぶ

しかありません。公文書の改竄（かいざん）も隠蔽も何で

もあり。何でもやるのが現内閣であり、やらないのは福祉

と平和と命のためのしっかりした対策であると私は思いま

す」 

 「にもかかわらず、一方では支持率まだ３０％あるんで

すよ。（世論調査によると）現内閣下における憲法の改悪に

ついては昨年よりはるかにアップして５８％の人が反対を

表明をしている。やっぱり支持率も下げないと。もっとも

っとなんですよね。小選挙区制も変えなければいけないと

思いますし、一部マスコミの唯々諾々と従うところの、マ

スコミ操作に『はい』というだけのマスメディアも私たち

の声で変えていきませんか」 

 「平和と命と人権が今日のタイトルですが、それらをか

くも長い間陵辱してきたのは安倍内閣ではありませんか。

そのことにしっかりと私たちは落とし前をつけていきたい

と思います。現政権がある限り、私たちの安全も安心もあ

りません。私たちにできることは安全と安心を取り戻すた

めに、新しい社会と時代をつくり続けることだと思ってい

ます。私たちは知っています。独裁者は自らの欲望のため

に最後は破滅することを。破滅してもらいましょ。平和と

命と人権のために私たちはきょう、ここにいます。そして

あらがい続けています。あらがうことは私たちが生きてい

る証であり、誇りであるともう一度心に刻んでいきましょ

う」 

 「おとなしく従順な羊の国は狼の政治を生むといった人

がいました。たしかベーコンだったと思うのですが、けさ

ベーコンを食べた人もいらっしゃるのではないかと思いま

すが。私たちはおとなしく従順な羊であってはならないは

ずです。そして私たちは醜悪で最悪で嘘ばっかりの狼に自

分を差し出すつもりはまったくないと自分と約束していき

ましょう。あれほど醜悪な狼に食べられてなるものか、で

す」 

 「話がころっと変わりますが、最近話題の腸内フローラ

をご存じだと思います。腸内フローラの全体の中で、善玉

菌というのは２０％だそうです。悪玉菌は１０％。じゃあ

残りの７０％はなんなのか。日和見菌ってホントだそうで

すよ。なんかの『％』にとても似ているなと思いつつ、日

和見菌をノックし続けるつもりです。日和見菌は優性にな

った方につくそうなんですから、私たちは私たちの声を上

げ続けていきましょう」 

 「もう一度繰り返します。あらがうことは私たちがこの

国に生きる証であり、同時にあらがうことは私たちが次や

次やそのまた次の世代に手渡していく生きる姿勢であり、

思想であると心に刻んでいきましょう。頑張りましょう」 

 

産経新聞2018.5.3 16:39更新  

【５・３護憲派集会詳報】（２）元朝日記者・竹信三恵子氏

「国威発揚の改憲したら社会保障できない」 

 〈落合恵子氏に続き、元朝日新聞記者の竹信三恵子・和

光大教授がスピーチを始めた。大半は高齢者が占めている

聴衆が拍手を送った〉 

 竹信氏「先ほどから、どうしてこんなにひどい政権に３

割もの支持がいまだにあるのかということを皆さんがおっ

しゃっていました。選挙制度のせいもありますし、いろん

な問題点がたくさんあると思いますが、私、思うのは憲法

９条について、もっと幅広く言葉を獲得しないといけない

http://www.sankei.com/politics/photos/180503/plt1805030024-p1.html


12 

 

んだということだと思うんですね」 

「５・３憲法集会」で改憲反対を訴え

る元朝日新聞記者の竹信三恵子さん＝３日午後、東京都江

東区の東京臨海広域防災公園（飯田英男撮影） 

 「何のことかというと、あまり関心のない人には９条は

戦争と、ただそれしかインプットしていません。だけど本

当は９条は、本当はものすごく幅広い裾野を持っていると

いうことなんですね。考えてみましょう。戦争の前の社会

ってどうですか。ほとんど毎回毎回１０年ごとに日本は戦

争をしていました。そしてそのたびに、ものすごい軍事費

使いまくっていました。ちょっと統計を見てきたんですけ

ど、日清戦争のときに財政のうちの軍事費６９・４％。そ

れから日露戦争８１・９％。さらに日中戦争が始まったあ

とからは７割台でずっと来ている。財政の７割ですよ」 

 「そしてさらに敗戦直前の１９４４年、８５・３％。ど

うですか。こういうものに歯止めをかけられないで、どう

やって国のお金を私たちの暮らしや社会保障や生活の安定、

貧困解決に使えるんでしょうか。戦争が終わったときの日

本国憲法と９条はそういうものを大転換させるという意味

があったはずなんですね。だから７０年も変えずにみんな

それでもってやってきた。変えなかったんですね。その転

換に賛同していたからですね」 

 「それはなぜかというと、まず９条という歯止めがあり、

天井がありますよね、キャップがはまっているわけです。

そこに生存権を守る２５条とか、女性の家庭内での平等を

保つ２４条とか、働くというんで言えば労働の権利、義務、

私たちは働く権利があるんだからちゃんとそれを国が保証

しろという勤労権２７条。それを使って労働組合をつくっ

て私たちの労働条件をよくするために労働三権を使うとい

う２８条。いろんなものがうわーっとある。そういうこと

は、ちゃんと国の金が回ってくるようにするには戦争しち

ゃいけない」 

 「それを、もしかして９条の枠を外したとします、何ら

かの方法で。今盛んにそれをやろう、やろうと安倍政権は

言っています。それを外したら社会保障できますか。野放

図に軍事費が増えていく。だれがそれに歯止めをかけるの

か分からない。という状況にたっていることを改憲問題を

論じるときに、改憲は問題ないと言っている人たちはどれ

くらいそのことを意識しているでしょうか。介護や保育は

大事だ。そんなことの方がずっと大事なのに、９条とか戦

争とかあっちの話をしている場合じゃないとか、私関係な

いですっていう人がたまにいます」 

 「関係あるんですよ。私たちがまともな育児支援、まと

もな介護支援、それ以外にも貧困対策、そして非正規がな

んと４倍近くまで増えちゃっている。そういうような状況

の人たちにまともな生活を保証する国の義務ということを

守るのならば、そんなことに金を使ってはいけないという

キャップを守らなければできないんです。そういうことを

もっと私たちは分かってもらわなければいけない」 

 「今のような『モリ・カケ問題』が起こるような社会、

国、政府でですね、歯止めを外したらまた７、８割軍事費

という時代が来ないともかぎらないということをもう一度

思い出す必要があります。よく平和ぼけという言葉があり

ます。私たちはお金をちゃんとそこそこは原則として民生

に使うんだという憲法に守られていて、もうそのありがた

みが分からなくなっています。昔のことを思い出してみよ

うと、よくシルバーの人ばっかり来ていると言いますが、

当たり前です。どうしてかというと、単に戦争のことだけ

はでなくって、その時代、そういった社会では社会保障な

んかほとんど顧みなれなかったし、女性は要するに家の中

で社会保障がない分、家庭、家族に尽くせと言われ、めち

ゃくちゃだったわけじゃないですか」 

 「ご高齢の方は体感しているんですよ。だから９条とい

うと、言葉にしないけれど無意識のうちにそういう自分た

ちの何となく体験している暮らしの、かつての非常に困っ

た状態と言いますかですね、怖い状態がビビビっと連想さ

れていくわけですね。だから来るんです。若い人はってい

うと、若い人はそれに関心がない訳じゃない。でも戦争に

ついての記憶をぶち切られてしまって戦争をする国になっ

たら、君たちの大好きな奨学金もいろんなものも全部だめ

なんだぜということが理解されていないんです」 

 「だから私たちはそういう発言、そういう論理構成、そ

ういう言葉を獲得して、戦争しない国っていうのは奨学金

もちゃんとある、学費が安い、まともに教育が受けられる、

若者の貧困がない、こういうことのために税金が使える国

なんだ。それから女性について言うならば、子育て支援ち

ゃんと金が回ってくる、今みたいに待機児童ばっかりでヒ

イヒイ言っているような社会ではないことができる」 

 「そういうふうに発言していかなければいけないんだと

いうことを皆さんと是非共有していただきたいと思うんで

すね。ということがあまりにもこれまできちんと理解され

てこなかった。つまり、今の私たちは２つの岐路に立って

います。国威発揚の、誰か一部の人たちがいい気分になる

ための国に転換させるのか。それとも原則として国のため

にお金を使う、ちゃんとした社会状況を守るのか。その岐

路に立っているわけです」 

http://www.sankei.com/politics/photos/180503/plt1805030025-p1.html
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 「ですから、今のままこれを守りきることができれば、

私たちはそれまでそういった原則に反対する人たちにじわ

じわと崩されていったいろんな私たちの権利をもう一回確

認し、取り戻すことができるのではないでしょうか。改憲

したいという人はいるかもしれません。もっと実態にあっ

た改憲をしたい、いいです、よろしいでしょう。そのため

にはまず今、国民のために金を使う、戦争をしない、国威

発揚じゃなくて生活に使う。そういう確認を、そういう原

則を確認するところまで来て、憲法がやっと本当に私たち

のものになったときに時流にあった、もっといい改正をし

てもいいかもしれません」 

 「いまそんなことを言っている場合じゃないんです。今

の争点は国のための国威発揚のための改憲か、生活のため

の改憲か。国民が貧困に陥るか、そして格差が広がるか。

それが今の改憲の争点になっていることをもう一度ここで

皆さんと共有したいと思います。頑張りましょう」 

 

産経新聞2018.5.3 17:21更新  

【５・３護憲派集会詳報】（３）清末愛砂・室蘭工業大准教

授「改憲で自衛隊が民衆に銃を向ける可能性が増す」 

「５・３憲法集会」で改憲反対を

訴える清末愛砂さん＝３日午後、東京都江東区の東京臨海

広域防災公園（飯田英男撮影） 

 〈３人目のスピーカーは、清末愛砂・室蘭工業大准教授。

他のスピーカーはおおよそ８分以下だったが、清末氏の話

は、主催者の「終わり！」を知らせる表示の紙を無視する

ように１１分以上に及んだ〉 

 清末氏「北海道の室蘭工業大学で憲法学を担当している

清末愛砂と申します。７１回目の憲法記念日の本日、皆さ

んの前に何を話すべきか私はずいぶん悩みました。法学研

究者の端くれとして、３月２２日に自民党がまとめた改憲

４項目の素案の問題点を提示すべきか、それとも現代の戦

争や抵抗運動の現場から見える改憲問題について話をすべ

きか。結果的に本日は現場に即した改憲問題についてお話

をさせていただくことにしました」 

 「軍事力に依拠した安全保障政策や人々の尊厳を奪う一

方で、非暴力平和主義が机上の空論ではなく、私たちに本

当の平和をもたらす現実的な手段であるということをでき

るだけ多くの方々と確認したいと考えたからです。４月２

７日、韓国と朝鮮民主主義人民共和国との間で、首脳会談

が行われました。会談の結果として署名された板門店宣言

では、今年中に朝鮮半島の終戦が宣言され、１９５３年に

締結された休戦協定を平和協定に転換するということがう

たわれた。これは朝鮮半島、ひいては東アジアにおける現

実的な平和構築に向けて歴史が大きく動いたことを意味す

るものでした」 

 「戦争という究極的な暴力を終わらせようという試みが

なされたこの歴史的な日に、沖縄・辺野古で起きていた出

来事、それは南北会談とはあまりにも対極的なものでした。

４月２３日から始まった辺野古ゲート前連続６日間５００

人集中行動の終盤にさしかかったこの日、機動隊はキャン

プシュワブのゲート前で建設をとめるために座り込んだ民

衆を次々とごぼう抜きし、排除しました」 

 「さらには、あろうことか、ごぼう抜きした人々を歩道

の上で、柵や機動隊の車両を用いて囲み、出ることを禁じ

ました。これはいつものことです。そしてこのような行為

は令状もなにもない、不法な拘束です。憲法上、決して認

められることがない法定手続きによらずに人々の自由を物

理的に奪う、とんでもない行為です。抗議行動という表現

の自由を侵害する行為そのものです」 

 「私もまた、このごぼう抜きをされた人の一人でした。

私がこの行動に参加した理由は、常に自分の研究の根底に

ある憲法の平和主義がまったく適用されていない沖縄で、

一研究者として平和的生存権を侵害する巨大な権力、それ

を支えて続けてきた日本社会のありように正々堂々と抗議

すべきだというふうに思ったからです」 

 「たとえどんなに短時間であったとしても、踏みにじら

れてきた沖縄の民衆の尊厳をともに奪い返すその活動に参

加すべきだとと思ったのです。座り込みをしている最中、

また機動隊に両手両足を持たれて無理やり体を運ばれてい

る最中、私の頭の中には何度も何度も繰り返し、ある光景

が蘇りました。イスラエルの占領下にあるパレスチナで、

人々が非暴力で抵抗するその姿です。粘り強く粘り強く抵

抗する姿です」 

 「イスラエル兵が銃口を向けようとも、実弾で威嚇射撃

をしようとも、音響爆弾などを投げようとも、そして実際

に死者が出ることを前提に発砲しようとも、また戦車が

人々を立ちふさごうとも、非暴力のパレスチナ人。倒れた

負傷者を懸命に救出するボランティアの救急隊員。こうし

たパレスチナ人の姿と、基地建設に抗する、反対する沖縄

の民衆が私の中では重なるのです」 

 「またパレスチナ人を徹底的に弾圧する若いイスラエル

兵と沖縄で民衆を弾圧する機動隊の姿が重なるのです。暴

力的な機動隊員の姿を目の当たりにしているときに、これ

が軍事組織による弾圧なら、さらにむごい惨状が繰り広げ

られることになるだろうと思わずにはいられませんでした。

http://www.sankei.com/politics/photos/180503/plt1805030030-p1.html
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このような弾圧をもたらしている権力者たちは、東アジア

の平和に緊張をもたらしかねない改憲を果敢に進めようと

しています。手を緩めるわけにはいきません」 

 「自衛隊の主たる任務は自衛隊法３条１項の前半に記載

されているように国防にあります。しかし、後半には必要

に応じ、公共の秩序にあたるものとすると書かれています。

公共の秩序の維持の名の下で、自衛隊が治安出動すること

が認められるということです。言い換えると、民衆に銃を

向ける可能性があるということです。沖縄の民衆に銃を向

けることができるということです」 

 「自衛隊の憲法明記とは、現実的に存在してきた自衛隊

を単純に追認する、そんなものではありません。軍事組織

としての自衛隊を憲法上の公的な存在にすることで、その

活動を躊躇（ちゅうちょ）なく行うことができるようにす

るものです。安保法制、すなわち戦争法により、世界各地

で武力行使が可能になった自衛隊に正々堂々と戦うことを

求め、それに抵抗する者を容赦なく弾圧する可能性がぐっ

と増すことを意味します。そんなものは決して受け入れる

ことはできません」 

 「パレスチナ人をテロリストと呼び、自衛や対テロのた

めの軍事作戦と主張するイスラエルによる過酷な軍事攻撃

を受けている最中に、私は自衛や国防の名の下で正当化さ

れる軍事攻撃がいかに残酷で、醜いものであるかをこの身

をもっていやというほど学びました。徹底的に痛めつける

ことで、人間として生きることを支える尊厳を握りつぶそ

うとするのです」 

 「そうであるからこそ、私は決してあきらめてはいけな

い命が、己の命が奪われようとしている極限的な状況下で、

私という生身の人間の中に残された尊厳により、崩れ落ち

そうになっている自分を支えていました。尊厳とは非暴力

による平和を生み出す力であり、平和を支える力です。そ

れを奪われそうになっているとき、あるいは奪われたとき

に人は抵抗するのです。人は生まれつき抵抗者ではありま

せん。状況が抵抗者を生むのです」 

 「その実践の一つが、辺野古の座り込み闘争やパレスチ

ナの非暴力による抵抗運動であると私は確信しています。

４月２７日、世界は南北会談を通して再び学んだはずです。

非暴力による対話が現実的な平和をもたらす強力な手段で

あるということを。違いますか、皆さん。私が最近、代表

編者を務めた改憲問題に関する本の中には、第２部の扉の

絵として戦車の前に立っている女性らしき人物が出てきま

す。この絵を目にしたとき、自分の目から涙がこぼれ落ち

ました。これは自分自身が覚えているパレスチナで非暴力

による抵抗運動に従事していたことの自分の姿です。私だ

けではありません、抵抗する仲間たちの姿です。自衛隊の

憲法明記がなされ、日本社会の軍事化があらゆる場面で進

められるときの未来図を示す絵でもあります」 

 「軍事組織、軍隊は私たちの命を奪うことこそすれ、決

して民衆を守るものではありません。軍事力に依拠する安

全保障は、私たちの命を危険にさらします。そのことを私

は体全体で記憶している経験から、私自身は学びました。

私はこのような未来図とは無縁な世界に住みたいのです。

抵抗が求められるような世界に住みたくありません」 

 「そのためには９条への自衛隊明記を含む改憲を阻止す

るだけでなく、非暴力という現実的な手段をもって日本国

憲法の平和主義が平等に適用されるそんな社会を作る努力

をすることが私たち一人一人に強く求められていると思い

ます。皆さん、何があってもどんなことがあっても改憲阻

止しましょう」 

 

産経新聞2018.5.3 17:31更新  

【５・３護憲派集会詳報】（４）山内敏弘一橋大名誉教授「自

衛隊を憲法に明記すれば統制困難。戦前の二の舞に」 

集会で発言する山内敏弘一橋大

名誉教授＝３日午後、東京都江東区有明 

 〈政治家以外のスピーカーの最後として登場した山内敏

弘一橋大名誉教授は、憲法に自衛隊を明記すれば徴兵制に

なる危険性があると訴え、文民統制が効かずに「戦前の二

の舞になる」と批判した〉 

 山内氏「私からは５点ほど簡単にお話をさせていただき

たいと思います。まず第１、日本国憲法が施行されてから

今日でちょうど７１年がたちました。このことをまず私た

ちは、ともに喜びたいと思います。９条が、とりわけ改憲

されることがなかったからこそ、今日まで私たちは戦争を

することもなく、曲がりなりにも平和のうちに過ごすこと

ができたんです」 

 「最近の共同通信の世論調査でも、日本が戦後海外で武

力行使をしてこなかったのは、９条の存在があったからだ

と思うかという質問に対し、９条があったからだという回

答が６９％、他の要因もあったからという回答が２９％で

した。９条が果たしてきたこのような積極的な役割を私た

ちは憲法記念日の今日、改めて確認したいと思います」 

 「第２に、にもかかわらず、安倍首相は現在でもなお政

権の座に居座って、９条改憲を声高に主張しています。安

倍首相は加計問題などで事実を隠蔽しておりますけれども、

９条改憲問題についても嘘をついております。安倍首相は、
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自衛隊が憲法に明記されても自衛隊の任務、権限にはいさ

さかの変更もないということを繰り返し述べています」 

 「しかし、この３月に自民党がまとめた９条改憲案を見

れば、自衛隊は必要な自衛の措置をとりうる実力組織とさ

れています。必要最小限度という文言すらなくなっていま

す。これは現在の安保法制が定めている限定的な集団的自

衛権の行使を容認するのみならず、全面的な集団的自衛権

の行使を容認することを狙ったものであることは明白であ

ります。安倍首相の発言が嘘であることは、これによって

も明白となりました。このように堂々と嘘をつく安倍首相

には改憲を論ずる資格はありません。また、首相の資格も

ありません。一日も早く退陣してもらうように強く要求し

ようではありませんか」 

 「第３に、自衛隊が憲法に明記された場合には、どうな

るでしょうか。私は日本社会の軍事化が格段と進み、私た

ちの人権や生活にも多大の悪影響を及ぼすことになると思

います。たとえば、これによって徴兵制が合憲とされる危

険性が高いと思います。その他の軍事的徴用制が罰則付き

で実現される可能性も高いと思います。国民はそのような

形で戦争への協力を強制されることになる危険性があるの

であります」 

 「９条への自衛隊の明記は、単に自衛官に戦死者が出て

くるという問題だけではなくて、一般国民にも戦死者が出

てきて戦争への協力を強制される危険性が生まれてくると

いうことでございます。そのことを私たちは、とりわけ若

い人たちに訴えていくことが重要だと思います」 

 「第４に、自衛隊の憲法明記によって、国民の知る権利

や表現の自由が軍事に関して著しく制限され、文民統制が

機能不全になることが危惧されます。最近になってやっと

自衛隊のイラク派遣の日報の隠蔽が明らかになりました。

自衛隊は防衛大臣の指示にもかかわらず、１年以上にわた

って防衛大臣や国会に対して、そして国民に対して嘘をつ

き、だまし続けていたわけであります。自衛隊に対するシ

ビリアンコントロールが全く効いていないことが明らかに

なりました」 

 「しかも現在でも国会で明らかにされたのは日報の全て

ではありません。イラクでの戦争が一番激しかった２００

４年の日報のほとんどは、いまなお公開されていないんで

す。いったい、どうしてでしょうか。自衛隊のイラク派遣

がまさに憲法９条のみならず、イラク特措法も禁止する戦

闘地域で行われていたことが明らかになるからです。この

ように戦闘地域での活動というものは、国民を欺く欺瞞（ぎ

まん）的な活動だというふうに言うべきだと思います」 

 「この責任は、まずは政権のトップの統幕議長が負うべ

きだと思いますけれども、いまだ統幕議長に対する処分は

なされる兆しさえありません。この意味でも、軍事に対す

る統制は全く効いていない。しかもまさにこのようなとき

に自衛隊の制服組の幹部が国会議員の小西（洋之・民進党

参院議員）氏に対して、国会前の公道で『お前は国民の敵

だ』という発言をしたというのです。これもまさに文民統

制から逸脱した行為でございます」 

 「皆さん、現在安倍首相などが憲法に明記したいと主張

している自衛隊は、このように文民統制を逸脱した自衛隊

なんです。このような自衛隊が憲法に明記された場合にお

いては、どうなるでしょうか。文民統制からの逸脱は、さ

らに目に余る統制困難なものになると思います。戦前の二

の舞を私たちは犯すわけにはいかないのです」 

 「最後に朝鮮半島をめぐる情勢について一言だけ述べさ

せていただきます。私たちは朝鮮半島の非核化と南北和解

に向けて現在進行している対話の動きを積極的に支持、推

進していくべきだと思います。圧力一辺倒の安倍外交は今

や蚊帳の外に置かれています。それでは日本はいったいど

うしたらいいのか。私は朝鮮半島の完全な非核化を本当に

実現するためには、日本も完全に非核化するということ、

つまりはアメリカの核の傘から離脱し、核兵器禁止条約へ

日本も加盟するということを積極的に打ち出していくとい

うことが、今まさに必要かつ有益だと思います」 

 「そうすることで私たちは朝鮮半島と日本を含めた東北

アジア全体の完全な非核化を実現することに貢献すること

ができると思います。アメリカのボルトン大統領補佐官は、

平和を欲すれば戦争に備えよ、と言ったと報道されていま

す。しかし、戦争の準備をすれば戦争になる確率が高いん

です。もし平和を望むならば、平和の準備をしたほうがい

いのです」 

 「私たちは憲法に自衛隊を明記して、戦争の準備をする

のではなく、現在の憲法９条をいかして平和のための準備

をいろいろとしようではありませんか。そしてこの平和憲

法を１００年間、孫の代まで生かしていこうではありませ

んか。そのために、ともに頑張りましょう」 

 

産経新聞2018.5.3 18:11更新  

【５・３護憲派集会詳報】（５）立憲民主・枝野幸男代表「憲

法をないがしろにする権力をまっとうに変える」 

「５・３憲法集会」であいさつする

立憲民主党の枝野幸男代表＝３日午後、東京都江東区（飯

田英男撮影） 
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 〈４人のスピーチが終わり、いよいよ野党の登場となっ

た。トップは立憲民主党の枝野幸男代表。今まで以上に大

きな拍手がわき起こった〉 

 枝野氏「安倍晋三という人は、なぜ総理大臣なんでしょ

うか。共謀罪、特定秘密保護法、そして安保法制、そして

今また『高プロ』制度など国民の多くの懸念の声を押し切

って法律を自民党が作ってきたのはなぜなんでしょう。安

倍さんや自民党の人に聞くと、おそらく選挙に勝ったから

だと答えるでしょう」 

 「でも違います。選挙に勝った人に立法権を一時的に預

ける。そしてそうやって選ばれた国会議員の中で選ばれた

総理大臣以下、内閣に行政権を預ける。それは選挙に勝っ

たからではなくて、選挙に勝った人に主権者である国民の

主権を一時的に預けると決めているルールがあるからです。

そのルールを憲法というんです」 

 「憲法をないがしろにする権力は自分のよって立つ基盤

がどこにあるのか、自分たちが預かっている権力の源泉が

どこにあるのか、そのことを理解しない権力だと言わざる

を得ません。ましてや憲法は選挙に勝った者にどんな法律

でもつくっていい、どんな行政でもしてもいい、そんな権

限を預けているわけではありません」 

 「基本的人権の尊重、平等原則、そして憲法９条、さま

ざまな制限、限定の下で私たち国会議員は立法権をお預か

りしている。自民党の人たちもそうです。内閣総理大臣も

その憲法というルールで限定された権力を預かっているん

です。そのことを忘れて、選挙で勝って数を持っているか

ら何をやってもいいんだという権力は正統な権力ではあり

ません」 

 「そもそも単純な多数決が民主主義なんでしょうか。単

純な多数決が正義なんでしょうか。久しぶりに会った友人

たちで飯を食いに行こう。ある人は焼き肉が食べたいとい

い、ある人はすき焼きが食べたいといい、ある人はすしが

食べたいという。意見が分かれたら多数決で決めるのもい

いでしょう。でも、その中に例えば、そばアレルギーでそ

ば屋には行けないという人が１人でもいたら、それ以外の

お店から選ぶ。これが本来の民主主義です。みんなでみん

なのためにものを決める本当の民主主義というのはそうし

たものです」 

 「数の力だけで押し切ってはいけないことを決めている

のが憲法です。この憲法をないがしろにするゆがんだ権力

を一日も早くまっとうなものに変えていくため、多くの市

民の皆さんと、そして思いを同じくする他の政党の皆さん

と立憲民主党は力を合わせてまっとうな政治を取り戻すた

め先頭に立って頑張っていくことをお約束します」 

 

産経新聞2018.5.3 18:30更新  

【５・３護憲派集会詳報】（６）民進党・大塚耕平代表「日

本の民主主義を守るために『国民民主党』を作る」 

「５・３憲法集会」であいさつする

民進党の大塚耕平代表＝３日午後、東京都江東区（飯田英

男撮影） 

 〈立憲民主党の枝野幸男代表に続き、民進党の大塚耕平

代表のスピーチに移った。７日に希望の党を吸収合併する

形で「国民民主党」を結成する大塚氏。憲法改正を排除し

ない方針だった希望と合流するためか、聴衆の反応もどこ

か鈍い〉 

 大塚氏「今、枝野さん単純な多数決が民主主義でしょう

かと問いかけてくださいました。私の心にも響きました。

私は昨年１１月、安倍さんへの代表質問の際、こう問いか

けました。『安倍さん、正しいとは何ですか。正義とは何で

すか』。皆さんもお考えください。どんな政策でも、何が正

しいか、何が正義かは人それぞれお考えが違うんです。だ

からこそ、事実を共有しあって、時間の許す限り熟議を尽

くして、決まったことには従うけれども、権力は抑制的に

行使をする。これが民主主義であります」 

 「２５００年前の民主主義のルーツになった西洋哲学の

大本のソクラテスの時代から、直近のインドのアマルティ

ア・センに至るまで、正しいとは何か、正義とは何かとい

うことは単純には決められないから、事実を共有して熟議

を尽くして、そして決まったことには従うけれども、権力

を抑制的に行使する。２５００年たっても変わってないで

す」 

 「しかし、安倍さんはどうですか。事実を隠蔽し、改竄

（かいざん）し、熟議は尽くさない。時間があっても議論

をしないところが、急がないことまで強引に決める、そし

て権力を乱用する。この安倍政権では民主主義は守れない。

皆さんそうでないですか。（拍手に対し）ありがとうござい

ます」 

 「私たちは今、日本の民主主義は危機に直面していると

思います。だからこそ、大きな野党の固まりを作るために、

民進党の新しい一歩を踏み出させていただいて、皆さんと

ともに日本の民主主義を守るために頑張りたいと思います。

５月７日から新しい名前になります。『国民民主党』という

名前にさせていただきます」 

 「この『国民』は皆さん、憲法の３つの理念、国民主権、

基本的人権の尊重、そして平和主義、この国民主権を守る
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ために、私たちは国民主権の『国民』を冠して、国民民主

党として新しいスタートを切らせていただき、そして多く

の野党の皆さん、そしてこれほど大勢の皆さんが集まり私

は感動いたしておりますが、皆さんとともに日本の民主主

義と憲法を守るために、頑張らせていただきたいと思いま

す。皆さんともに頑張りましょう」 

 

産経新聞2018.5.3 18:35更新  

【５・３護憲派集会詳報】（７）共産党・志位和夫委員長「安

倍政権もろとも９条改悪のたくらみ葬ろう」 

「５・３憲法集会」であいさつする

共産党の志位和夫委員長＝３日午後、東京都江東区の東京

臨海広域防災公園（飯田英男撮影） 

 〈民進党の大塚耕平代表に続き、共産党の志位和夫委員

長が登場した。賛同者が多いようで、立憲民主党の枝野幸

男代表に匹敵するぐらいの大きな拍手で迎えられた〉 

 志位氏「熱い連帯のあいさつを贈ります。安倍首相は内

政、外交ともにボロボロで、末期状態です。しかし、９条

改憲だけは絶対に諦めようとしない。往生際が悪いですね

え。なぜか。この旗を捨てたら終わりになってしまうから

です。そのとたんに内閣が瓦解（がかい）する。だから必

死にしがみついている。それなら、皆さん、国民が引導を

渡してやろうじゃありませんか」 

 「安倍政権による９条改憲は許さない。この１点で力を

合わせ、市民と野党の共闘を発展させて、安倍政権もろと

も、９条改憲のたくらみを葬り去ろうじゃございませんか」 

 「安倍政権の９条改憲、どこが問題か。私は３点、訴え

させていただきます。第１に、安倍首相は『９条に自衛隊

を明記しても何も変わるところがない』と言いますが、真

っ赤な嘘ですよ。それは、自民党が自分で作った９条の改

憲の条文案で示されているじゃありませんか。９条２項の

後に『前条の規定は自衛の措置をとることを妨げない』と

して自衛隊を明記すると言っている」 

 「『前条の規定は妨げない』ということは、９条２項の制

約は取り払うってことじゃないですか。海外での武力行使

を禁止した９条２項の制約を取り払う。無制限の海外での

武力行使に道を開く。こんな恐ろしいたくらみは断じて許

すわけにはまいりません」 

 「第２に、皆さん。安倍首相が書き込もうと言っている

自衛隊というのは、いったいどんな自衛隊だろう。災害救

援に汗を流している自衛隊じゃありません。安保法制によ

って集団的自衛権を行使する自衛隊です。長距離巡航ミサ

イルを持ち、空母を持ち、専守防衛をかなぐり捨てた自衛

隊です。日報を隠蔽し、幹部自衛官が国会議員に罵詈（ば

り）雑言を浴びせる、文民統制を踏みつけにしている自衛

隊です。こんな組織を憲法に明記させていいんでしょうか。

断じてノーではありませんか。今なすべきは、憲法違反の

安保法制をきっぱり廃止し、戦争する軍隊への変質を許さ

ない。ここにあるのではないでしょうか」 

 「第３に、皆さん。だいたい、あの安倍首相に憲法を語

る資格があるんでしょうか。秘密法、安保法制、共謀罪。

憲法をここまでないがしろにしてきた政権は、戦後かつて

ありません。隠蔽、改竄（かいざん）、捏造（ねつぞう）。

国民に嘘をついて恥じない政権も見たことないですねえ。

この政権に憲法を語る資格なんかない。安倍首相がやるべ

きは憲法を変えることじゃない。内閣総辞職ではないでし

ょうか」 

 「最後に、皆さん。朝鮮半島では、歴史的な平和の激動

が起こっています。南北首脳会談で合意された板門店宣言

には、完全な非核化と、年内の朝鮮戦争の終結が明記され

ました。心から歓迎したいと思いますし、そして、米朝会

談の成功をみんなで求めようじゃありませんか」 

 「皆さん、安倍首相は北朝鮮の問題を『国難』とまで言

い募って、それを利用して改憲をやってきたけど、しかし、

情勢の大変動が起こっているじゃありませんか。今、変え

るべきは、世界に誇る憲法９条じゃありません。この９条

を生かして、平和、協力、繁栄の北東アジアをつくる。そ

のための平和外交こそ求められているんじゃないでしょう

か。皆さん、明るい兆しが見えてまいりました。力を合わ

せて、頑張り抜こうじゃありませんか」 

 

産経新聞2018.5.3 18:51更新  

【５・３護憲派集会詳報】（８完）社民党・又市征治党首「安

倍内閣総辞職で民主主義を取り戻そう」 

「５・３憲法集会」であいさつする

社民党の又市征治氏＝３日午後、東京都江東区の東京臨海

http://www.sankei.com/politics/photos/180503/plt1805030039-p1.html
http://www.sankei.com/politics/photos/180503/plt1805030043-p1.html
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広域防災公園（飯田英男撮影） 

 〈野党各党のスピーチの締めくくりとして社民党の又市

征治党首が話し始めた〉 

 又市氏「皆さん、これまで私たちは、安倍政権が立憲主

義、民主主義、平和主義を蹂躙（じゅうりん）している、

そして暴走しているというふうに確認してきました。今の

安倍政権は、さらにその姿勢を高じさせ、権力は腐敗する

という格言そのものを地でいっているのではないでしょう

か」 

 「あの森友（学園）に示される国有地をまったく破格の

値段で格安で払い下げる。あるいは自分の腹心の友と称す

る人に結局は獣医学部の新設を認可していく。政治の私物

化問題。あるいはまた、そのことを隠すために公文書を改

竄（かいざん）したり、口裏合わせをやったり、こういう

状況が続いている。さらには自衛隊の結局、戦闘地域にＰ

ＫＯ（国連平和維持活動）と称しながら戦闘地域で行われ

ている自衛隊を隠すために、あのイラクの日報や南スーダ

ンの日報をずっと隠蔽し続ける。このようなことが続いて

きました」 

 「そしてそれが大臣の言うことさえも自衛官がものを聞

かない、言うことを聞かない。シビリアンコントロールが

まさに機能不全に陥っていることも明らかにしてしまいま

した。このように政権に都合の悪い情報は、記録をなくし

た、記憶にない、偽証は次々続ける。さらには隠蔽をする、

データは改竄をする、本当に腐り果てている、こう言わざ

るを得ないのではないでしょうか」 

 「これでは私たちは、一部の皆さんから、だからこそ国

会でとことん論議せよという声がありますが、何を証にし

て国会で論議すればいいのでしょうか。まったく材料に確

証が持てない。こんなものを材料にして審議のしようがな

い。だから野党６党は、こぞってその審議ができる条件を

整えろと今求めているわけであります。ぜひご理解をいた

だきたいと思います」 

 「安倍さんは結局はトカゲの尻尾切りで、これらを終わ

らせようとしていますが、とてもじゃない。自殺者まで出

しても、なおかつ一部の役人の辞職ぐらいで終わらせよう

としている。トカゲの尻尾だけではなくて頭も切らなきゃ

なりません。安倍内閣の総辞職をもって、日本の民主主義

と、まさに行政の信頼を取り戻す。このことが求められる

のではないでしょうか。お互いに力を合わせてまいりまし

ょう」 

 「こうした安倍政権に憲法を語る資格はありません。と

りわけ一つのことだけ、憲法問題で申し上げておきます。

皆さん、憲法に自衛隊を明記するといっている。憲法の中

にどこか省庁の名前一つでも載っていますか。防衛省も書

いてありません。総理府（ママ）も書いてありません。総

務省もありません。防衛省の下部にいる自衛隊を特出しを

して、憲法に書くということはどういうことですか」 

 「つまり立法、行政、司法から独立してこの防衛組織、

軍事組織を憲法に明記するということ。これがどういうこ

とを意味するのか。まさに憲法９条などこの平和主義その

ものがまったく壊される。この９条に基づいてつくられて

いるさまざまな法律が壊される。あのように自衛官が堂々

と国会議員に『お前は国民の敵だ』などということを言う

ことがどんどん起こってくる。このことを意味するんじゃ

ありませんか。まったく法理論的にもとんでもない話だ」 

 「軍事大国、憲法９条を変えるために、自衛隊を認めろ

と言っているのでしょうけども、とんでもない軍事大国に

進んでいく。こういう格好になるわけですから、断じて許

しちゃなりません。皆さんと一緒にこの憲法記念の日に、

しっかりと安倍政権を打ち倒す。どんなことがあっても平

和憲法を守り抜く。そのために私たちも皆さんと連帯で闘

う決意を申し上げます」 

 〈野党４党首のスピーチが終わり、最後に自由党の小沢

一郎代表のメッセージが読み上げられた〉 

 「本日の『９条改憲ＮＯ！平和といのちと人権を ５・

３憲法集会』のご開催にあたり、一言ごあいさつ申し上げ

ます。自由党はこの国の未来のため、国民の生活を守るた

め、全力で戦後最悪の安倍政権と対決してまいります。そ

のための結集を目指してまいります。どうか引き続きご指

導のほどよろしくお願い申し上げます。本日の集会のご成

功を心からお祈り申し上げます。ともに頑張りましょう」  

 

揺れる「９条観」 憲法記念日 ネット右翼から護憲派に 

「沖縄の負担」実感 

西日本新聞2018年05月03日 06時00分  

「ネット右翼でした」と自身の経

歴をコラムに書いた琉球新報の塚崎昇平記者＝４月２５日、

沖縄県名護市辺野古 

 かつてなく改憲が現実味を帯びる中で迎えた憲法記念日。

その本丸である９条改正について、本紙は４月末、世論調

査の結果を報じた。改正は必要ない４６％、必要４４％で

「拮抗（きっこう）」の見出し。実は１年前も「賛否拮抗」

だった。「改憲か、護憲か。二元論の前で思考停止になって

いませんか」。そんな声が届き、あなたの特命取材班は動い

た。 

 ９条改正について、考え方が変わった人はいませんか－。

思考停止に陥っていない人を探す一つの試みとして、取材



19 

 

班と無料通信アプリＬＩＮＥ（ライン）でつながるフォロ

ワー約１５００人に投げ掛けた。 

 福岡市西区の主婦（４３）から返信があった。護憲から

改憲へ。かつて自衛隊の中で働いた経験があり、実際に自

衛官と接して「国を守る本気度」を感じたという。「改憲し

ても戦争になるわけではない。足かせを外してあげたい」 

 福岡県の男性（５２）は領土問題で不安を覚え「国防軍

と明記すべきだ」と考えていた。だが、安倍政権が憲法解

釈で集団的自衛権の一部容認に踏み切ると「９条を改正す

れば歯止めが利かなくなる」と護憲派へ。 

 とはいえ、返信はわずか２０人弱。そこで著書に「憲法

と世論」がある首都大学東京の境家史郎教授（日本政治論）

を訪ねた。過去の世論調査から「護憲派が優位だった時期

はほとんどない」と読み解く。にもかかわらず改憲できな

かったのは、もともと大半は関心が薄い中間層で、論議が

熱を帯びても、何となく護憲、何となく改憲にとどまり、

すぐ冷めてしまうからだ。 

 例えば、憲法施行５０年の世論調査（１９９７年）。９条

を軸とした改憲から、首相権限強化などを求める見直しへ

と論点が分散し、改憲派は６３％に上った。それも法制度

が整うと、ムードはすぐに沈静化した。 

 憲法観は「移り気」であり、そもそも戦争放棄が９条に

書かれているのを知らない人が３割いるとの調査もある。

境家教授は「平均的日本人は条文にこだわらない。日常か

ら縁遠い改憲論では関心は高まらない」と指摘する。 

   ■    ■ 

 「何となく」ではなく、関心を持ち続けて考え方を変え

た人はいないか。そういえば、インターネット上で話題を

呼んだ人がいた。取材班は沖縄県へ飛んだ。 

 「サンゴを殺すな」。今年４月２５日、名護市辺野古。米

軍普天間飛行場の移設に向けた護岸工事の着手から１年た

ち、反対派の市民集会が開かれていた。そこにカメラを構

える塚崎昇平さん（２６）の姿があった。 

 琉球新報記者。３月に「ネット右翼でした」と経歴を振

り返るコラムが紙面に載った。基地反対の県民運動に寄り

添ってきた地元新聞社に属するだけに、ツイッターで一気

に拡散した。 

 出身の大分県宇佐市で過ごした高校時代、中国の海洋進

出が先鋭化した。ネット上で「領土を守るには軍事力が必

要」といった意見が飛び交い、気付くと感化されていた。

沖縄で基地反対を訴える人には「反日」とレッテルを貼っ

た。 

 大学は琉球大を選んだ。「自分の目で見て意見しないと説

得力がない」。それが転機となった。基地と隣り合わせの暮

らしを目の当たりにし、反日と呼んだ人たちと議論し「君

は間違っている」と諭された。「沖縄に負担を押しつけて軍

事による圧力を強めている現実」を実感し、今では護憲派

に。基地や自衛隊を縮小し、軍事力に頼らない安全保障を

主張する。 

 自身の問題と捉えて初めて、憲法がリアリティーを帯び

るのかもしれない。 

   ■    ■ 

 先の大戦で未曽有の犠牲を出した日本。憲法の理念であ

る「二度と戦争はしない」との誓いは、改憲派にも護憲派

にも通底する。異なるのは安全保障の方法論で、だからこ

そ安保政策が転換されるたびに国民的議論が湧き起こった。 

 その点、今の改憲論議はどうか。安倍晋三首相は昨年の

憲法記念日に、９条への自衛隊明記を提案した。一方で「自

衛隊の任務や権限に変更が生じることはない」との見解も

示す。「条文にこだわらない平均的日本人」には分かりづら

い。 

 塚崎記者は願う。「条文より先に、国の在り方を語り合い

たい。改憲派も護憲派も互いの意見を聞いて議論を盛り上

げていけたら」 

 

憲法施行７１年 各党が憲法記念日談話を発表 

朝日新聞デジタル2018年5月3日01時05分 

安倍晋三氏 枝野幸男氏 

玉木雄一郎氏 山口那津男氏 

大塚耕平氏 小池晃氏 

松井一郎氏 小沢一郎氏 

https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180502003243.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180502003244.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180502003259.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180502003245.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180502003246.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180502003249.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180502003262.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180502003252.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180502003243.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180502003244.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180502003259.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180502003245.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180502003246.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180502003249.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180502003262.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180502003252.html
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又市征治氏 

 日本国憲法の施行から７１年になる３日、各党が憲法記

念日に合わせて談話を発表した。自民党が「憲法改正の発

議を目指す」と主張し、立憲民主党が「憲法を改めるなら、

必要性について具体的な事実に基づいて検討されることが

必要不可欠だ」と指摘するなど、それぞれが憲法改正への

スタンスを明らかにした。 

自民党 

 自民党が３日の憲法記念日に合わせて発表した声明は以

下の通り。 

 本日、憲法記念日を迎えました。わが党は結党以来、現

行憲法の自主的改正を目指し、党内外で自由闊達（かった

つ）な議論を行い、数々の試案を世に問い続けてまいりま

した。 

 これらの知見や議論をもとに、国民の皆様に問うにふさ

わしいと判断された四つの項目、すなわち、①安全保障に

関わる自衛隊②統治機構のあり方に関する緊急事態③一票

の較差（かくさ）と地域の民意反映が問われる合区解消・

地方公共団体④国家百年の計たる教育充実について、精力

的に議論を重ね、本年３月末に、各項目の条文イメージ（た

たき台素案）について、一定の方向性を得ることができま

した。 

 今後わが党は、この案をもとに衆参両院の憲法審査会で

議論を深めるとともに、各党や有識者のご意見も踏まえな

がら、憲法改正原案を策定し、憲法改正の発議を目指して

参ります。 

 何よりも大切なことは、国民の皆様のご理解を得て、慎

重に進めて行くことであります。わが党が先頭に立って活

発な国民運動を展開し、自らの未来を自らの手で切り拓（ひ

ら）いていくという気概で、憲法改正の議論をリードして

いく決意です。 

立憲民主党 

 立憲民主党の枝野幸男代表が３日の憲法記念日に合わせ

て発表した談話は以下の通り。 

 本日、日本国憲法の施行から７１年を迎えました。 

 日本国憲法の核である「国民主権」「平和主義」「基本的

人権の尊重」は、戦後、日本国民が長い年月をかけて育み、

定着させてきたものです。日本の自由と民主主義、平和と

繁栄の土台となっている日本国憲法の歩みを重く受け止め、

本日の憲法記念日をお祝いします。 

 日本の中には、現行憲法を一字一句変えるべきでない、

議論をすることそのものを改憲への入り口として拒否する、

いわゆる「護憲派」と、権力行使を容易にし、国民の義務

規定の創設や、国民の権利を制限する方向の憲法改正を主

張する、いわゆる「改憲派」の二つの大きな流れがありま

す。 

 しかし、憲法を改めようとするのであれば、このような

思想的、観念的・抽象的な議論ではなく、憲法の規定が原

因で、政策遂行に支障が生じることがあるのか、あるいは

憲法に規定がないことによってどのような不都合が生じる

のかなど、その必要性について具体的な事実に基づいて検

討されることが必要不可欠です。 

 いま日本国憲法は、大きな危機に瀕（ひん）しています。 

 森友学園問題、加計学園問題、ＰＫＯの日報問題等にみ

られる文書改ざんと隠蔽（いんぺい）は民主主義の根幹を

揺るがす非常に深刻な問題です。 

 基本的人権の中でも、特に重要な人権である表現の自由

が民主主義のプロセスにとって有効に機能するためには、

その前提として、国民が十分かつ正確な情報に接している

ことが必要不可欠です。民主主義の前提となる「知る権利」

について議論を深め、公文書管理や情報公開の在り方を正

していきます。数の力で、この国のかたちを歪（ゆが）め

る安倍自民党政権に、立憲民主党は正面から対峙（たいじ）

してゆきます。 

 憲法記念日にあたり、立憲民主党は、権力を制約し、国

民の権利の拡大に寄与するとの観点からの憲法の論議、立

憲主義の観点からの憲法論議、「立憲的憲法論議」を深める

ことを、改めてお約束致します。 

希望の党 

 希望の党の玉木雄一郎代表が３日の憲法記念日に合わせ

て発表した談話は以下の通り。 

 本日、７１回目の憲法記念日を迎えました。 

 私たちは、「国民主権」、「基本的人権の尊重」、「平和主義」

といった日本国憲法の基本原理が広く国民に受け入れられ、

戦後、わが国に自由と民主主義が定着したことを高く評価

しております。 

 私たちは、日本が戦後ずっと追求してきた平和主義を、

絶対に守り続けます。安倍政権のように、従来の憲法解釈

を恣意（しい）的に変更し、歯止めなく自衛権の範囲を拡

大する立場はとりません。他方で、厳しさを増す安全保障

環境の中で、現実的な対応も示さなければ、安心して政権

を任せていただける責任政党にはなり得ません。国民の生

命・財産、わが国の平和と安全はしっかり守りつつ、「専守

防衛」の立場を堅持し、直接わが国に関係のない紛争への

関与は抑制するという立場を明確にしていきます。 

 自民党は、３月、戦力不保持を定めた９条２項を維持し

つつ自衛隊を明記する改憲条文案をまとめました。しかし、

自衛隊が行使すべき自衛権の範囲・条件が全く示されない

中で、９条に自衛隊だけを書き込むのは不誠実です。私た

ちは、平和主義・専守防衛の範囲の中で、軍事的公権力の

https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180502003256.html
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行使にいかに歯止めをかけるのかという自衛権の本質から、

議論をしていきます。 

 この他にも、自民党は、緊急事態条項の新設や、参院選

の合区解消、教育充実について改憲条文案をまとめました。

しかし、これらは必ずしも国民から湧き上がった課題では

ありません。党利党略も見え隠れしています。しかも、安

倍内閣は、「改憲ありき」で拙速に改憲論議を進めようとし

ており、これでは国民の理解は到底得られません。 

 私たちは、立憲主義に基づき、現行憲法の三原則をより

担保する観点から、丁寧に議論を行います。具体的には、

「官治・集権」から「自治・分権」へと転換するための「地

方自治」のあり方や、安倍内閣が選挙に勝つために繰り返

してきた大義なき衆議院の解散を防止するための「解散権

の制約」などを優先的に、未来志向の憲法を構想する論議

を主導して参ります。 

公明党 

 公明党が３日の憲法記念日に合わせて発表した声明は以

下の通り。 

 きょうは、７１回目の憲法記念日です。 

 日本国憲法が施行された１９４７年当時、国土は荒廃し

物資も不足する苦しい戦後復興期でしたが、翌４８年施行

の「国民の祝日に関する法律」によって、５月３日が「日

本国憲法の施行を記念し、国の成長を期する」と定められ

たように、国民は懸命に国造りを進めてきました。その結

果、民主主義を定着させ、平和国家として世界からの信頼

を広げ、経済大国として世界に貢献できる国となりました。 

 公明党はわが国発展の基礎となった日本国憲法を、優れ

た憲法として高く評価しています。憲法の国民主権主義、

基本的人権の尊重、恒久平和主義の３原理は、「人類普遍の

原理」というべきもので、現在わが国が直面している諸課

題に対しても、乗り越えるための理念になり得ると考えて

います。３原理は将来とも変えるべきではありません。 

 こうした憲法の価値をさらに高めるためには、不断の努

力で憲法の法規範を守り抜かなくてはなりません。 

 昨年来から、官僚による行政文書のずさんな管理が問題

になっています。「国民共有の知的資源」と公文書管理法が

定めている行政文書をおろそかに扱うことは、国民の代表

である国会が担う行政監視機能の軽視であり、国民主権主

義に反します。徹底して原因を究明し、再発防止を図る必

要があります。 

 昨年７月に国連で核兵器禁止条約が採択され、新しい時

代が始まりました。公明党は、この条約が核の非人道性を

根拠として「核兵器は違法」との規範を初めて打ち立てた

ことを高く評価します。 

 唯一の戦争被爆国として核廃絶をめざす日本は、現実に

は日米安保体制の下、米国の「核の傘」にわが国の安全保

障を依存しています。この中で選択すべき道は、条約に反

対する核保有国と、条約を推進した国々との間にできた深

い溝を埋めるための「橋渡し役」として、核軍縮を具体的

に進める役割を担うことです。 

 核保有国、非保有国双方の有識者からなる「核軍縮のた

めの賢人会議」を独自に設置した日本政府としては、同会

議が提言したように、双方の対話を促進し、核軍縮の確か

な方法を探る努力をすべきです。 

 公明党は、憲法も法規範である以上、新しい時代に対応

した改正があってしかるべきと考えます。憲法の施行時に

は想定できなかった新しい価値観や、憲法改正により解決

すべき課題が明らかになれば、公明党は、現憲法を維持し

た上で、必要な規定を付け加える形の「加憲」という方法

を主張しています。 

 憲法９条１項、２項は、憲法の平和主義を体現するもの

で、今後とも堅持します。 

 ９条については、２年前に施行された平和安全法制が、

９条の下で許容される専守防衛のための「自衛の措置」の

限界を明確にしました。この法制の整備により、現下の厳

しい安全保障環境であっても隙間のない安全確保が可能に

なったと考えています。今大事なことは、わが国の平和と

安全を確保するための、平和安全法制の適切な運用を積み

重ね、国民の理解をさらに得ることと考えます。 

 また、改憲の手続きを定めた国民投票法についても、す

でに公職選挙法が累次の改正で期日前投票や洋上投票など

投票環境の改善を実現しており、国民投票法も改正してそ

のレベルに合わせることが不可欠です。 

 公明党は、憲法改正論議のあり方について、衆参両院の

憲法審査会で議論を深め、政党間で幅広い合意を得ながら、

国民理解の成熟を伴っていくことが重要だと考えています。

公明党は引き続き真剣に憲法論議に臨んでまいります。 

民進党 

 民進党の大塚耕平代表が３日の憲法記念日に合わせて発

表した談話は以下の通り。 

 本日、日本国憲法の施行から７１年を迎えました。現行

憲法の「国民主権」「基本的人権の尊重」「平和主義」とい

う三大理念は、国民が大切に育んできたものであり、平和

と繁栄を享受する国家を築き上げ、自由と民主主義を深く

根づかせる礎となってきました。これまでの国民の歩みを

重く受け止め、現行憲法の意義と役割を再確認し、本日の

憲法記念日を心から祝したいと思います。 

 現行憲法に照らし、政治の現状は憂慮すべき事態となっ

ています。前文には「国政は、国民の厳粛な信託によるも

の」と記され、国民の代表者から構成される国会は第４１

条に「国権の最高機関」と定められています。その国会に

対し、第７２条によって国会への報告義務と行政の指揮監

督義務が課されている内閣総理大臣が、隠蔽（いんぺい）・

改竄（かいざん）を伴う国会報告や相次ぐ行政の不祥事を

看過し、その責任もとらない事態に至っています。 

 さらに、憲法５３条の臨時国会召集義務違反、憲法７条
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の解散権濫用（らんよう）、憲法９条の恣意（しい）的・便

宜的な解釈の変更など、現在の政権及び政府・与党が、憲

法を軽視し、憲法を蹂躙（じゅうりん）する事例は枚挙に

暇（いとま）がありません。 

 「正しい」とは何か、「正義」とは何か、それは絶対的に

は断定できないことです。だからこそ、事実を公開・共有

し、熟議を尽くし、少数意見も傾聴し、権力は抑制的に行

使する。この民主主義の基本に照らし、現在の政権及び政

府・与党は、日本の民主主義と現行憲法にとって暴挙と言

える過ちを重ねています。 

 与党では憲法９条の改正を含む改憲案が検討されている

ようですが、かかる暴挙を繰り返す内閣総理大臣が掌理す

る政府、及び総裁を務める与党の下で、現行憲法の改正を

議論することはできません。現在の内閣総理大臣、政権及

び政府・与党が憲法改正を議論することは不適切と言わざ

るをえません。 

 現行憲法は前文において「主権が国民に存する」ことを

宣言しています。憲法は、主権者たる国民自らが制定し、

「国のかたち」を示す根本規範です。憲法改正は落ち着い

た環境の中で、国民が改正の論点や内容を十分に理解した

うえで、広く合意を得て行われるべきものです。憲法改正

の国民投票に際した運動・広告規制や投票方法のあり方に

ついて懸案が残る中、拙速な憲法改正論議を容認すること

はできません。 

 憲法記念日にあたり、民進党は、現行憲法を遵守（じゅ

んしゅ）しない現在の政権及び政府・与党の姿勢を正すこ

とに全力を尽くすとともに、立憲主義と憲法の三大理念を

守りつつ、地方分権の推進、新しい人権の保障、解散権を

含めた権力濫用の抑制など、時代の要請に応じた未来志向

の憲法を積極的に議論していくことを改めてお約束いたし

ます。 

共産党 

 共産党の小池晃書記局長が３日の憲法記念日に合わせて

発表した談話は以下の通り。 

 一、今年の憲法記念日は、安倍首相が９条改定にあくま

で執念をみせる一方、安倍政権のもとでの憲法改悪を許さ

ないという国民多数の世論が高まるなかで迎えた。 

 自民党は、先の党大会で、９条２項の後に、「前条の規定

は、自衛の措置をとることを妨げるものではない」として、

自衛隊を明記する条文案をまとめた。「自衛の措置」には集

団的自衛権が含まれる。まさに、９条２項が死文化され、

無制限の海外での武力行使まで可能にするもので、到底許

されるものではない。 

 安倍政権は、違憲の戦争法＝安保法制を強行し、政府も

憲法上認められないとしてきた空母の保有を検討し、長距

離ミサイルを導入して敵基地攻撃能力保有にまで踏み出し

ている。その一方で、南スーダンやイラクの「日報」を隠

ぺいし、海外での自衛隊の活動、「戦場の真実」を隠し、シ

ビリアンコントロールも大きく崩されている。この政権の

もとで憲法９条を変えることの危険性は明らかである。 

 いまこそ、安倍政権による９条改憲の策動をきっぱりと

断念させるときである。 

 一、憲法記念日の直前となった４月２７日、韓国と北朝

鮮との南北首脳会談が実現し、朝鮮半島の非核化と平和体

制の構築に向けた画期的な第一歩を踏み出した。これにつ

づく米朝首脳会談の準備もすすむなか、北朝鮮問題の解決

は対話と外交によるしかないし、その可能性が現実に広が

っている。 

 これに対して、安倍首相は、北朝鮮の核開発は「国難」

だとまで言い切って脅威を煽（あお）りつつ、憲法９条改

定の必要性と軍事力強化を声高に叫んできたが、こうした

対話否定、圧力一辺倒で、主体的な外交戦略のない路線の

破たんはいよいよ明瞭となっている。 

 今日、対話による平和的解決の歴史的チャンスが生まれ

ているもとで、日本政府に求められているのは、平和憲法

を持つ国にふさわしく北東アジアの平和と安定を実現する

積極的な外交努力に踏み出すことである。 

 一、いま、国政私物化、公文書の改ざん・隠ぺい・ねつ

造、セクハラ問題、幹部自衛官による国会議員への暴言な

ど、安倍政治は底が抜けたような状態にある。安倍政権は、

秘密保護法、戦争法＝安保法制、共謀罪と、次々と違憲立

法を強行してきた。憲法を壊してきた安倍政権に憲法を変

える資格も、語る資格もない。 

 変えるべきは憲法でなく、憲法をないがしろにした政治

である。そのためには、憲法改悪を許さない国民の世論と

運動が決定的に重要であり、現在、党派の違いを超えて全

国津々浦々で取り組まれている３，０００万署名が、その

最大の力になる。 

 日本共産党は、市民と野党の共闘で安倍政権を総辞職に

追い込み、安倍改憲の企てを打ち破り、世界に誇る日本国

憲法の進歩的な諸条項を生かした新しい日本をつくるため

に全力をあげる決意である。 

日本維新の会 

 日本維新の会の松井一郎代表が３日の憲法記念日に合わ

せて発表した談話は以下の通り。 

 日本国憲法施行から７１年。今、改正の機運が高まって

いる。国民主権、基本的人権の尊重、平和主義の三原則が

定められた日本国憲法は、国際社会における日本の地位を

高める役割を果たしてきたが、憲法制定当時には想定でき

なかった問題も生じている。国民的課題としてこれらを深

く議論し、必要であれば憲法を改正することが民主主義の

あるべき姿であると考える。 

 日本維新の会は、教育の無償化、統治機構改革、そして

憲法裁判所の設置の３項目について、２年前に具体的な憲

法改正文案を国民の皆さんに提示した。これら３項目は、

わが国における課題解決の切り札になると考える。 
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 また、現行憲法について重要な点は、制定に際し国民投

票が行われなかったことにある。国民主権を掲げる憲法が、

国民投票を経ていないことは大いなる矛盾である。国民が

主権を行使する国民投票を実施して、真に国民の定めた憲

法にする。これが私たち国民の憲法のあるべき姿であると

考えている。 

 今後、憲法改正の発議と国民投票の実施に向けて、国民

の皆さんに我が党の改正原案への理解を求めるとともに、

各党と真摯（しんし）な協議を行うことで、憲法がこれか

らの日本の礎として、国民にとって一層価値あるものとな

るよう議論を尽くしていくことをここにお約束する。 

自由党 

 自由党の小沢一郎代表が３日の憲法記念日に合わせて発

表した談話は以下の通り。 

 歴史が証明するように、時として「権力」は暴走する。

個人を弾圧し、人権を抑圧することもある。だからこそ国

家権力を縛り、権力を抑制的に、真に国民のために行使さ

せるべく「憲法」というものがある。憲法とは、いわば長

い歴史を持つ人類の英知の結晶である。 

 時の権力者による権力の私物化や乱用は枚挙に暇がない。

人類の歴史とは、まさにそうしたものとの闘いの歴史であ

ったと言っても決して過言ではない。 

 ところがいま、安倍政権による権力の私物化や乱用が顕

著であり、この国の政治や行政は、立憲主義で想定される

最悪の状況となっている。 

 そのうえ「憲法はその国の歴史や伝統、文化を表すもの

であり、今の日本国憲法は敗戦により外国から押し付けら

れたものだから、すぐ変えるべきだ」といったことを、情

緒的かつ短絡的に主張する人たちもいる。最大の問題は、

他ならないこの国の総理大臣もその１人ということである。 

 憲法を活（い）かすも殺すも、その国の国民次第。自由

党はこの国の未来のため、立憲主義、民主主義の崩壊を止

めるため、全力を尽くす。そして、そのことを国民に粘り

強く訴えていきたい。 

 日本国憲法の施行より７１年。憲法記念日にそのことを

強く思う。 

社民党 

 社民党が３日の憲法記念日に合わせて発表した談話は以

下の通り。 

 １．本日、７１回目の憲法記念日を迎えました。「主権在

民、平和主義、基本的人権の尊重」を三原則とする日本国

憲法は、国民一人ひとりの尊厳を守り、平和と民主主義、

国民生活の向上を導いてきました。また「不戦の誓い」は、

国際社会とりわけアジア近隣諸国からの信頼を得る支柱と

なってきました。しかしこれまで暴走を続ける安倍政権の

下で、憲法の理念や条文が踏みにじられてきました。そし

て、安倍首相はいよいよ総仕上げとも言える明文改憲に踏

み出そうとしています。社民党は、改憲ではなく、憲法を

活（い）かし、憲法が保障する国民の諸権利や暮らし、平

和を守る政治の実現に邁進（まいしん）することを改めて

誓います。 

 ２．安倍首相が昨年表明した「２０２０年改憲」に沿っ

て、自民党は、９条への自衛隊明記、緊急事態条項の追加、

参議院選挙区の合区解消、教育の充実の「重点４項目」に

ついて条文素案をまとめました。しかし、これまで「一票

の較差（かくさ）」是正や教育の格差解消に後ろ向きだった

のは自民党であり、重点項目に挙げる資格はありません。

また、災害時に重要なことは事前の準備と現場の裁量であ

り、内閣への権限集中ではないはずです。９条以外の３項

目は憲法を変えなくても立法や財源の手当てで十分できる

課題です。安倍政権の本当の狙いは、戦力の不保持・交戦

権の否認を謳（うた）う憲法９条２項を死文化して、２０

１５年に強行した「戦争法」を合憲化しようとするもので

あり、９条改憲に根強く反対する国民感情を薄める口実と

して聞こえのいい課題を加えたに過ぎません。 

 ３．これまで安倍政権は、特定秘密保護法の制定、集団

的自衛権の行使容認の閣議決定、「戦争法」の施行、いわゆ

る「共謀罪法」の強行成立、日米同盟の強化と自衛隊の軍

備増強など、９条改正への地ならしを行ってきました。憲

法９条に自衛隊が明記されれば、災害救援・「専守防衛」の

自衛隊がアメリカと一緒になって世界中で闘う軍隊へと様

変わりしてしまいます。イラクや南スーダンＰＫＯに派遣

された自衛隊の日報隠ぺいの発覚が、事実上の戦場派遣と

シビリアンコントロールの機能不全を知らしめました。自

衛隊を憲法に明記することは、こうした事態を容認するこ

とにもなります。社民党は、安倍改憲の狙いや問題点、危

険性を広く国民に訴え、改憲に反対する世論を大きく盛り

上げて、今年中に想定される憲法改正案の発議を何として

も阻止する決意です。 

 ４．アメリカの軍事行動を容認し、共同訓練を実施する

など、米国に追随し危機を煽（あお）ってきた安倍首相は、

朝鮮半島情勢の緊迫化を「国難」と称し、自らの政権維持

と改憲の世論づくりに利用してきました。今、朝鮮半島は、

先月２７日には１０年半ぶりの南北首脳会談が実現し、史

上初となる米朝首脳会談が６月初旬にも予定されるなど、

対話による緊張緩和の動きが急速に進んでいます。平和憲

法を持つ日本こそ、朝鮮半島の緊張緩和と非核化に積極的

な役割を果たすことが求められていたにもかかわらず、制

裁・圧力一辺倒を主張してきた安倍首相は大きな情勢変化

の蚊帳の外に置かれ、韓国の文在寅大統領や米国のトラン

プ大統領に「拉致」問題もお願いする他なく、外交自体行

き詰まりを見せています。 

 ５．「憲法が時代に合わない」とは詭弁（きべん）にすぎ

ません。日本国憲法の人権規定の豊富さと徹底した恒久平

和主義は、国際的にも大きな意義を有する先駆的規範であ

り、全世界の国民に平和的生存権を保障した「不戦の誓い」
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は世界の羨望（せんぼう）を集めています。社会保障制度

や労働法制の改悪、ＴＰＰ１１の推進、辺野古新基地建設

の強行、原発推進と被災者支援の打ち切りなど、政府・与

党の進める施策は憲法の理念や条文に背いています。国民

生活を踏みにじる一方で、森友学園に関する公文書改ざん、

加計学園への安倍首相の関与疑惑、裁量労働に関するデー

タねつ造など、国民主権を冒瀆し、民主主義を根幹からゆ

るがす数々の疑惑・不祥事には開き直る安倍政権そのもの

が改められるべきであって、変えるべきは憲法ではありま

せん。世論調査でも安倍首相の下での改憲に反対が多数と

なるなど、多くの人々が危機感を持ち、憲法を守り活かす

活動は確実に大きく広がっています。社民党は、憲法改悪

に反対する広範な人々とともに全国各地で運動を盛り上げ、

平和と民主主義を築いてきた憲法の長い歴史を閉ざすこと

のないよう、改憲阻止に向け全力でたたかいます。 

 

憲法記念日 「改憲」「護憲」ともに都内で集会 

毎日新聞2018年5月3日 21時12分(最終更新 5月3日 

23時20分) 

改憲派憲法集会の冒頭に映された安倍首相のビデオメッセ

ージを見る参加者たち＝東京都千代田区で２０１８年５月

３日午後１時３８分、根岸基弘撮影 

 

 

プラカードを掲げ護憲を訴える「５．３憲法集会２０１８」

の参加者たち＝東京都江東区で２０１８年５月３日午後２

時３分、玉城達郎撮影 

 憲法記念日の３日、改憲や護憲を訴える団体が東京都内

で集会を開いた。自衛隊を明記して活動に歯止めをかける

形での改憲を訴える第三極を模索する動きもあった。  

 改憲を目指す「美しい日本の憲法をつくる国民の会」の

フォーラムには約１２００人（主催者発表）が参加。安倍

晋三首相のビデオメッセージが流され、気象予報士でタレ

ントの半井小絵（なからいさえ）氏が「北朝鮮の核・ミサ

イル開発など危機的な状況にもかかわらず、国会では大切

な議論が行われていない」と述べた。  

 改憲反対の署名活動を展開する護憲団体などの集会では、

野党４党トップも演説。約６万人（主催者発表）が参加し

て安倍政権退陣を訴え、和光大の竹信三恵子教授は「平和

ぼけという言葉があるが、憲法のありがたみが分からなく

なっている」と警鐘を鳴らした。  

 解釈で広がりかねない自衛隊の活動を憲法に明記して制

約する「立憲的改憲」を主張する集会も開かれ、伊勢崎賢

治・東京外国語大教授は「どの国も文民統制を考えている。

憲法９条をどうするか国民的議論をすべきだ」と訴えた。  

 伊勢崎教授は国連などで紛争地の武装解除などに関わり、

国連平和維持活動（ＰＫＯ）部隊の交戦を見てきた経験か

ら「自衛隊は撃てないのに銃を持たされている」と指摘。

東京大大学院の井上達夫教授も「日本は戦力を持っている

のに、持っていないふりをしている。対抗的な改憲案を議

論すべきだ」など、護憲派と改憲派の双方を批判。権力を

縛る形での改憲を求めた。【最上和喜、成田有佳、金子淳】  

 

憲法記念日 自衛隊を明記、活動に歯止めを 「第三極」

を模索 学識者らが集会 

毎日新聞2018年5月4日 東京朝刊 

 

集会で憲法を議論する（左から）山尾志桜里衆院議員、伊

勢崎賢治・東京外大教授、井上達夫・東京大大学院教授、

漫画家の小林よしのりさん＝東京都目黒区で３日、丸山博

撮影 

 憲法記念日の３日、改憲や護憲を訴える団体が東京都内

で集会を開いた。自衛隊を明記して活動に歯止めをかける

形での改憲を訴える第三極を模索する動きもあった。  

 改憲を目指す「美しい日本の憲法をつくる国民の会」の

フォーラムには約１２００人（主催者発表）が参加。安倍

晋三首相のビデオメッセージが流され、気象予報士でタレ

ントの半井小絵（なからいさえ）氏が「北朝鮮の核・ミサ

イル開発など危機的状況にもかかわらず、国会では大切な

議論が行われていない」と述べた。  

 改憲反対の署名活動を展開する護憲団体などの集会では、

野党４党トップも演説。約６万人（主催者発表）が参加し、

和光大の竹信三恵子教授は「平和ぼけという言葉があるが、

憲法のありがたみが分からなくなっている」と警鐘を鳴ら

した。  

 解釈で広がりかねない自衛隊の活動を憲法に明記して制

約する「立憲的改憲」を主張する集会も開かれ、伊勢崎賢

治・東京外国語大教授は「どの国も文民統制を考えている。

憲法９条をどうするか国民的議論をすべきだ」と訴えた。  

 伊勢崎教授は国連などで紛争地の武装解除などに関わり、

国連平和維持活動（ＰＫＯ）部隊の交戦を見てきた経験か

http://www.asahi.com/topics/word/社会保障制度.html
http://www.asahi.com/topics/word/社会保障制度.html
http://www.asahi.com/topics/word/労働法.html
http://www.asahi.com/topics/word/辺野古.html
http://www.asahi.com/topics/word/大阪の国有地売却問題.html
http://www.asahi.com/topics/word/加計学園.html
http://www.asahi.com/topics/word/安倍晋三.html
http://www.asahi.com/topics/word/裁量労働.html
http://www.asahi.com/topics/word/国民主権.html
http://www.asahi.com/topics/word/安倍政権.html
http://www.asahi.com/special/08003/
http://www.asahi.com/topics/word/安倍晋三.html
http://www.asahi.com/topics/word/社民党.html
https://mainichi.jp/ch150470243i/%E6%86%B2%E6%B3%95%E8%A8%98%E5%BF%B5%E6%97%A5
https://mainichi.jp/graphs/20180503/hpj/00m/040/006000g/1
https://mainichi.jp/graphs/20180503/hpj/00m/040/006000g/1
https://mainichi.jp/ch150470243i/%E6%86%B2%E6%B3%95%E8%A8%98%E5%BF%B5%E6%97%A5
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ら「自衛隊は撃てないのに銃を持たされている」と指摘。

東京大大学院の井上達夫教授も「日本は戦力を持っている

のに、持っていないふりをしている。対抗的な改憲案を議

論すべきだ」など、護憲派と改憲派の双方を批判。権力を

縛る形での改憲を求めた。【最上和喜、成田有佳、金子淳】  

 

平和憲法 熱い思い 「最も効果的なる城壁は正義の力」 

宮城で幣原・元首相の直筆原稿 

毎日新聞2018年5月4日 東京朝刊 

 

幣原喜重郎 

 

「厳粛なる憲法の明文を以て」（５行目）などと平和憲法の

意義を記した「年頭雑感」の原稿の一部＝元宮城県知事の

本間俊太郎氏提供 

 第二次世界大戦後、連合国軍総司令部（ＧＨＱ）と折衝

を重ねて現行憲法の制定を進めた幣原喜重郎（しではらき

じゅうろう）元首相（１８７２～１９５１年）が書いたと

伝わる原稿が、宮城県加美町で見つかった。「新日本は厳粛

なる憲法の明文を以（もっ）て、戦争を放棄し、軍備を全

廃した」などと記されており、幣原の平和憲法への思いを

伝える史料となっている。  

 所蔵していた本間俊太郎・元同県知事（７８）によると、

衆院議員だった父俊一さん（故人）が幣原の遺族から譲り

受けたもの。自宅で俊一さんの遺品を整理していて見つけ

たといい、近く国会図書館に寄贈する。「年頭雑感」と題し

てあり、ラジオ放送用の原稿だったとみられる。  

 原稿はＡ５判９ページ。署名はなく、作成時期も記され

ていないが、文中に「講和会議を目前に控え」とあり、サ

ンフランシスコ講和会議（５１年９月）があった５１年の

ものとみられる。当時、幣原は衆院議長だった。  

 文中には、「国民生活の水準はこれに依（よ）って向上せ

られ、人類一般の幸福をもこれに依って貢献し得られる」

とあり、更に、外国からの攻撃への対処が「国民の一大関

心事」とした上で、「我国を他国の侵略より救う最（も）効

果的なる城壁は、何としても正義の力である」と訴えてい

る。立教大の粟屋憲太郎名誉教授（現代史）は「幣原が９

条への思いを伝えようとしたものとみていいだろう」と指

摘する。【山田研】 

 

＜世界の中の日本国憲法＞９条編（上） 「不戦」支える

「戦力不保持」 

東京新聞2018年5月4日 朝刊  

 

 日本国憲法は三日、施行から七十一年を迎えた。この間、

条文は一文字も変わらず、自衛隊が海外で一発の銃弾も撃

つことなく、日本は平和国家として歩んできた。日本国憲

法の本質はどこにあるのか、世界各国の憲法と比べながら

考える。まず、平和憲法の根幹とされる九条を取り上げる。 

◆パリ条約が源流 

 九十年前の一九二八年八月二十七日、パリ・フランス外

務省の「時計の間」。日本を含む十五カ国の高官を前に、ブ

リアン仏外相が宣言した。「利己的で意図的な戦争に終わり

をもたらす日となるだろう」 

 千六百万人が犠牲になった第一次世界大戦の反省から生

まれた「パリ不戦条約」の調印式。それまで戦争は国家の

自由と考えられていたが、初めて戦争を違法とした条約だ

った。加盟国は六十三カ国に増え、「戦争なき世界」を目指

した。 

 しかし、自衛のための戦争は制限されないことが交渉過

程で確認され、実効性が薄かった。日本は旧満州（中国東

北部）を占領。ドイツやイタリアも自衛の名の下に侵略を

広げ、第二次世界大戦を防げなかった。 

 大戦後、四五年の国際連合発足とともにできた国連憲章

https://mainichi.jp/ch150576089i/%E5%B9%B3%E5%92%8C%E6%86%B2%E6%B3%95
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は、条約の理念を引き継いだ。国際紛争を「平和的手段」

で解決することや、「武力による威嚇又（また）は武力の行

使」を慎むよう加盟国に求めている。 

 日本国憲法九条一項はこの流れをくみ、戦争放棄をうた

う。ただ、戦後制定された多くの国の憲法にも同様の規定

があり、九条一項が特別とは言えない。つまり、多くの国

の憲法も日本と同じく「戦争放棄」の理想を掲げている。 

 四七年制定のイタリア憲法は、紛争解決手段としての戦

争などを否定。八七年制定のフィリピン憲法も「国の政策

の手段としての戦争」放棄をうたう。二〇〇〇年代に左派

政権が誕生したエクアドルやボリビアも、紛争解決手段と

しての戦争放棄を新憲法に掲げた。 

 侵略や征服目的の戦争を否定した憲法も多い。ドイツは

「侵略戦争の準備」を違憲とし、刑事罰も規定。フランス

は一七九一年憲法で征服戦争放棄を定め、現行憲法も引き

継いでいる。 

 

◆自衛の名の下に 

 だが、〇一年に米ブッシュ政権が「自衛のための戦争」

を宣言してアフガニスタンを攻撃したように、自衛権を根

拠にした軍事行動が繰り返されてきた。国連憲章は個別的、

集団的自衛権を国家の「固有の権利」として認めているか

らだ。侵略と認めて軍事行動をするケースはほとんどない。 

 自衛権を根拠に、多くの国は憲法で軍隊の保持も定めて

いる。不戦の理想が実現しにくいのは、これが大きい。世

界で最も強固な平和憲法とされる日本国憲法が特別なのは、

九条一項の「戦争放棄」に続き、二項で「戦力不保持」を

明記している点にこそある。二項は９条編（下）で詳しく

紹介する。 （小嶋麻友美） 

 

９条世界の宝、憲法施行７１年 国際会議で繰り返し支持 

東京新聞2018年5月3日 朝刊 

 １０年前に開かれた「９条世界会議」

の様子＝２００８年５月、千葉市で

（ピースボート提供） 

 

 憲法記念日の三日、日本国憲法は施行から七十一年を迎

えた。あまり知られていないが、世界各国で市民団体など

が開く国際会議では、戦争放棄を定めた憲法九条を支持す

る宣言や声明が繰り返されてきた。平和運動に取り組む国

内外の市民らは「九条は世界で必要とされている」と口を

そろえる。 （坂田奈央） 

 ちょうど十年前の二〇〇八年五月四日～六日、千葉市な

ど国内四会場で「九条世界会議」が開催された。 

 四十一カ国・地域からノーベル平和賞受賞者ら約二百人

が招かれ、延べ三万人以上の観衆を前に、武力によらずに

平和を守る九条の理念を今の世界で生かすには、具体的に

どうすればいいのか意見交換。出た意見を集約し、すべて

の政府に軍事費の削減や「平和省」設置、憲法に平和条項

を入れることなどを求める「九条世界宣言」を発表した。 

 ガーナからの出席者は「アフリカでも九条の精神を解釈

し、紛争と戦争に終止符を打てれば貧困を終わらせること

ができる」と期待。連合国軍総司令部（ＧＨＱ）で日本国

憲法の草案づくりに携わったベアテ・シロタ・ゴードンさ

ん（故人）は、改憲しないで他国に伝えれば「いろんな国

のモデルになる」と話した。 

 九条への関心を高めるきっかけとなったのは、一九九九

年のハーグ世界市民平和会議。百カ国以上から平和を願う

市民が集まった会議で、日本からも被爆者団体や法律家ら

約四百人が参加し、平和憲法の意義などを発信した。その

結果、十項目の「基本原則」の一番目に「各国議会は、九

条のように政府が戦争することを禁止する決議を採択すべ

きだ」と明記された。 

 その後もさまざまな国際会議で九条は「人類の宝」など

と共感を集めている。 

 一方、九条を逸脱しかねないような米軍との一体化を進

める日本の安全保障政策や、九条自体を変える動きにも
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度々、警鐘が鳴らされてきた。十年前の九条世界宣言は「九

条の存在自体が脅かされている」と指摘。自民党が改憲四

項目の議論を進めていた昨年末、ベトナムで開かれた法律

家の国際会議では、九条改憲は「アジア諸国全体に著しく

影響を及ぼす」と懸念を示した。 

 

 

産経新聞2018.5.2 15:45更新  

【憲法改正】公明党の山口那津男代表「懸命に時代の流れ

に合わせてきた歴史を問い直せ」 

 公明党の山口那津男代表は２日、憲法記念日を前に東京

都内で街頭演説し、戦後７１年間、憲法を改正しなかった

意義を改めて強調した。「日本は一度も憲法を改正しなかっ

た。短い条文に多くの価値を盛り込み、憲法の解釈とそれ

を実現する立法によって、懸命に時代の流れに合わせてき

た戦後の歴史を改めて自らに問い直すべきときだ」と語っ

た。 

 同時に、憲法で最も大切なのは基本的人権の尊重だと強

調した上で、「人権が最も損なわれるのが災害で、最たるも

のが人災である戦争だ。人間の生命までも失わせてしまう

戦争を放棄し、それが起こらない保障をしっかり整えなけ

ればならない」とも語り、戦力不保持と交戦権を否認した

憲法９条を維持するよう訴えた。 

 

【現場から、】いずも「空母化」と憲法９条 

JNN3日17時21分 

 シリーズでお伝えしている「現場から」。今回のテーマは

憲法です。自衛隊が保有する最大の船、護衛艦「いずも」。

船の端から端まで遮ることのない平坦で広大な甲板がある

のが、この船の特徴です。ヘリコプターが駐機しています

が、海外からは、まるで滑走路のようだとの指摘も出てい

ます。今、この船の活用方法を巡って大きな議論が起きて

います。 

 これは自民党の安全保障調査会がまとめたペーパー。政

府が年末に予定する防衛大綱の見直しに向けた提言の骨子

です。ここに書き込まれた１文が、波紋を広げました。 

 「多用途防衛型空母の導入」 

 想定されているのは、護衛艦「いずも」の改修。「空母」

とは、戦闘機の発着が可能な軍艦のことで、洋上の「動く

基地」とも呼ばれています。 

 「総理大臣入ります」 

 ２０１５年には、安倍総理自身が「いずも」を視察しま

した。窓から見えているのは、アメリカ軍の空母「ロナル

ド・レーガン」です。“いずも空母化”の主な目的は、日米

の協力強化だと政府関係者は言います。 

 「例えば尖閣諸島を取られたとき、空母があれば戦闘機

をより早く 奪還に向かわせることができる。米軍の戦闘機

も“洋上の給油所”としてそれを利用しない手は無いだろ

う」（政府関係者） 

 一方で、気になるのは憲法９条との関係です。１９４１

年の真珠湾攻撃、旧日本軍は空母６隻を派遣。空母を敵国

の周辺に展開すれば、戦闘機の活動範囲が広がり、攻撃能

力が飛躍的に向上します。戦後、政府は、憲法９条２項が

禁止している「戦力」にあたるとして、「攻撃型空母の保有

は許されない」という見解を示してきました。 

 いずも建造の予算を決定したのは、民主党政権。当時、

防衛大臣だった北澤俊美氏は、「空母化は想定していなかっ

た」と証言します。 

 「当時、空母の議論に変わっていくなんていうことは全

く夢想だにもしなかった。専守防衛という概念から外れて

くるんじゃないかと」（北澤俊美 元防衛相） 

 憲法９条との兼ね合いで、空母の保有を表だって議論す

ることさえできなかったと言います。 

 「いずも」は、２０１５年の安倍政権時代に就役しまし

た。当時の中谷防衛大臣もこう強調していました。 

 「いわゆる空母的な運用ということについては考えてい

ない、また想定したものではないということ」（中谷元 防

衛相【当時】） 

 しかし、北朝鮮問題をはじめとした安全保障環境の変化

で状況は一変。憲法９条の改正に意欲を示す安倍総理は今

年３月、“いずもの空母化”について尋ねられると・・・ 

 「日本の国民の命を守り、そのための抑止力をしっかり

と確保するうえにおいて、さまざまな調査研究を行うこと
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は私たちの責任だ」（安倍首相） 

 防衛省は先週、“いずもの空母化”を想定した調査結果を

公表。大部分が黒塗りですが、アメリカ軍の後方支援を目

的に、最新鋭のステルス戦闘機Ｆ３５Ｂなどの運用ができ

るかどうかを調べました。 

 政府・与党内では、あえて「防衛型空母」と定義づける

ことで、これまでの政府見解との整合性を維持できるとす

るアイディアも浮上しています。 

 「憲法９条なんてそんなに、重要視しなくていいんだと

いうような、日本の国の専守防衛の概念というのが、ルー

ズになってきている。いまの政治の状況を見れば、いかに

も憲法は軽く扱われている」（北澤俊美 元防衛相） 

 元防衛大臣の指摘に現職の小野寺大臣は・・・ 

 「文民統制を確保し、非核三原則を守りつつ、実効性の

高い防衛力を効率的に整備してきております。専守防衛は

じめとするこれまでの防衛力整備に関する基本方針は、い

ささかも揺らぐことは無い」（小野寺五典 防衛相） 

 “いずもの空母化”は、防衛大綱見直しの目玉になると

も言われていますが、政府には“なぜ空母が必要なのか”

という理由と共に、憲法９条との関係についても国民が納

得する説明が求められます。 

 

JNN2日10時33分  

「憲法」が及ばぬ「在日米軍」の議論は 

 ５月３日は「憲法記念日」です。憲法改正の是非が国政

の大きなテーマとなりつつありますが、日本にありながら

憲法の力が及ばない軍隊「在日アメリカ軍」をめぐる議論

は、十分なのでしょうか？ 

 先月、ネット上に投稿された青森県のアメリカ軍・三沢

基地所属のＦ１６戦闘機による飛行訓練の映像。住宅がは

っきりと確認できるほどの超低空飛行です。さらに、岩手

県では、発電所の風車と風車の間をくぐり抜けるようにし

て通過。支柱の高さは７８メートル。日本の航空法で定め

られた最低安全高度１５０メートルを、下回って飛行して

いるのです。日本の航空機では許されない危険な行為です

が、米軍機には日本の航空法は適用されません。在日米軍

の法的地位を定めた「日米地位協定」があるためです。 

 「日米地位協定では、米国が日本国に関して、広い運用

権を持っている。米軍からみると珍しいことではなくて、

今までもやってきたこと」（成蹊大学法学部 遠藤誠治教授） 

 日米地位協定が抱える現状について、沖縄県の翁長知事

がこう語ったことがあります。 

 「日米地位協定あるいは日米安保条約が、法律や憲法の

上位に位置しているのではないか」（翁長雄志沖縄県知事・

２０１６年） 

 地位協定は日本国憲法より上にある。アメリカ軍機の事

故が起きても日本側は調査に関与できず、アメリカ兵が公

務中に起こした犯罪の裁判権はアメリカ側にあります。 

 変わらぬ沖縄の現状に、翁長知事は今年２月の県議会で

も・・・ 

 「日米地位協定が憲法の上にある」（翁長雄志沖縄県知事・

今年２月） 

 憲法改正に意欲をみせる安倍総理に対し、今年１月の国

会で、野党議員からこう質問が飛んだ場面がありました。 

 「国民が米国による押しつけを実感しているのは、憲法

よりも、むしろ日米地位協定ではないでしょうか。憲法改

正よりも日米地位協定の改定を急ぐべきではありませんか」

（民進党 藤田幸久参院議員） 

 この質問に安倍総理は・・・ 

 「今後とも事案に応じた最も適切な取り組みをして、日

米地位協定のあるべき姿を不断に追求していく」（安倍晋三

首相） 

 日米地位協定は１９６０年に発効して以来、運用の改善

は行われてきたものの、改定は一度も行われていません。 

 「（日米地位協定は）憲法と同じように変わっていないし、

変えてくれと声を上げようとしたこともない。でも（地位

協定の）運用改善で済まないところに、くるのではないか

という懸念が高い」（成蹊大学法学部 遠藤誠治教授） 

 憲法の力が及ばない「アメリカ軍と基地」、その議論の在

り方が改めて問われています。 

 

JNN2日14時24分 

【現場から、 】 憲法の力が及ばない在日米軍 

 シリーズ「現場から、」。５月３日は「憲法記念日」です。

憲法改正の是非が国政のテーマとなりつつある中、こちら

の問題はどうなっているのでしょうか。日本にありながら

憲法の力が及ばない軍隊、「在日アメリカ軍」をめぐる議論。

果たして、十分なのでしょうか？ 

 これは、先月、ネット上に投稿された青森県のアメリカ

軍・三沢基地所属のＦ１６戦闘機による飛行訓練の映像。

住宅がはっきりと確認できるほどの“超低空飛行”です。

さらに、岩手県では発電所の風車と風車の間をくぐり抜け

るようにして通過。この支柱の高さは７８メートル。日本

の航空法で定められた最低安全高度１５０メートルを下回

って飛行しているのです。 

 日本の航空機では許されない危険な行為ですが、アメリ

カ軍機には日本の航空法は適用されません。在日アメリカ

軍の法的地位を定めた「日米地位協定」があるためです。 

 「日米地位協定では、米軍が日本国に関して広い運用権

を持っている。米軍からみると、珍しいことではなくて、

今までもやってきたこと」（成蹊大学法学部 遠藤誠治 教授） 

 日米地位協定が抱える現状について、沖縄県の翁長知事

が、こう語ったことがあります。 

 「日米地位協定、あるいは日米安保条約が法律や憲法の

上位に位置しているのではないか」（翁長雄志 沖縄県知事、

２０１６年） 
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 地位協定は日本国憲法より上にある。アメリカ軍機の事

故が起きても日本側は調査に関与できず、アメリカ兵が公

務中に起こした犯罪の裁判権はアメリカ側にあります。憲

法改正に意欲をみせる安倍総理に対し、今年１月の国会で

野党議員から、こう質問が飛んだ場面がありました。 

 「国民が米国による押しつけを実感しているのは、憲法

よりも、むしろ日米地位協定ではないでしょうか。憲法改

正よりも、日米地位協定の改定を急ぐべきではありません

か」（民進党 藤田幸久 参院議員、今年１月） 

 この質問に安倍総理は・・・ 

 「今後とも事案に応じた最も適切な取り組みをして、日

米地位協定のあるべき姿を不断に追求していく」（安倍首相、

今年１月） 

 東京の横田基地でも、先月、訓練中にパラシュートが東

京・羽村市の中学校に落下。羽村市はアメリカ軍に対し、

訓練の中止を求めましたが・・・ 

 「中止要請のあったパラシュート降下訓練が再開されま

した」（記者、先月１２日） 

 ここでも日本側は調査に関与できず、アメリカ軍側は安

全が確認されたとして、わずか２日後に訓練を再開しまし

た。 

 「（米軍は）何も答えず、ただ安全だと言うだけで、平気

で再開する。怒りが爆発しそう」（市民団体「羽村平和委員

会」 高橋美枝子さん） 

 日米地位協定は１９６０年に発効して以来、運用の改善

は行われてきたものの、改定は一度も行われていません。 

 「（日米地位協定は）憲法と同じように変わっていないし、

変えてくれと声を上げようとしたこともない。でも（地位

協定の）運用改善で済まないところにくるのではないかと

いう懸念が高い」（成蹊大学法学部 遠藤誠治 教授） 

 憲法の力が及ばない『アメリカ軍と基地』、その議論のあ

り方が改めて問われています。 

 

改憲、与野党キーマンに聞く 

 安倍晋三首相は２０２０年までの憲法改正実現を目指す

が、政府の不祥事続出で与野党対立が激化する中、改憲論

議の行方は不透明さを増している。自民党の中谷元・憲法

改正推進本部長代理、立憲民主党の長妻昭代表代行に党の

見解や今後の展望を聞いた。 

 中谷 元氏（なかたに・げん）防衛大卒。

党国防部会長、防衛相などを歴任。衆院高知１区、当選１

０回。６０歳。 

 ◇来春の国民投票目指す＝中谷元・自民改憲本部長代理 

 －なぜ憲法改正が必要なのか。 

 憲法制定から７２年が経過し、国民の価値観も変わった。

国民主権、基本的人権の尊重、平和主義という三大原則は

堅持するが、安全保障、教育、地方の在り方、緊急事態な

ど国民生活と直接関わる基本的な論点について当時と認識

のずれがある。 

 －９条改正を目指す理由は。 

 自衛隊は創設から６０年以上、わが国の防衛と災害対応、

国際貢献に従事し、国民の多くがその存在を認めている。

しかし、憲法学者には違憲論が残る。北朝鮮の核・ミサイ

ル開発や中国の顕著な軍拡を踏まえ、自衛隊を憲法に位置

付けることは安全保障上も必要だ。 

 －どのような改正案になるか。 

 現行の９条１、２項と、その解釈を維持した上で「９条

の２」に自衛隊を明記するのが条文のイメージだ。できる

だけ多くの政党の賛成を得るために修正もあり得る。 

 －与野党の協議で成案を得る考えか。 

 自民党だけではできない。各党と、どういう改憲が必要

か、９条についてどう考えているか具体的に議論して取り

まとめたい。衆参両院の憲法審査会でぜひ議論したい。 

 －与野党対立の中で、議論する環境が整うか。 

 どうしても政局に引っ張られるが、審査会では少数会派

に対しても平等で円満な議論を心掛けている。（改憲）反対

でも開かれた場で意見を述べてほしい。 

 －協力を期待する野党は。 

 衆参で３分の２以上の賛成が必要だ。一つでも多くの政

党の理解を得たい。国民民主党や（新たな）希望の党とも

話し合いたい。 

 －公明党は国民投票法改正を優先するよう求めているが。 

 国民投票法には公職選挙法が認める船舶乗組員が船上か

ら投票する「洋上投票」などが含まれていない。早急な改

正が必要だが、何を優先するかは憲法審査会で議論する。 

 －国民投票の時期は。 

 できるだけ早く国民投票にかけたい。来年は参院選が（夏

に）控えているから、春までにできればいい。安倍晋三首

相への信任投票の意味合いなど複雑な要素が絡めば純粋な

国民投票にならない。 

 －不祥事で首相の求心力が低下しているが。 

 「巧詐（こうさ）は拙誠（せっせい）にしかず」。政府が

真摯（しんし）に反省して国民に接することも改憲の実現

には必要だ。 

 －国民投票で否決された場合の影響は。 

 英国とイタリアでは否決されて政権がつぶれた。絶対に

失敗しないよう対応しなければいけない。 

 －首相退陣や自衛隊合憲論の否定につながるか。 

 それ以上の影響がある。自民党、政治への信頼が失墜し、

安全保障にも重大な影響が出る。 

https://www.jiji.com/jc/giin?d=489b6a5cf02ef7341b2b098cd217df31&c=syu&rel=ja
https://www.jiji.com/jc/giin?d=5ef600beaacc53e0ee98b7d814f3e685&c=syu&rel=ja
https://www.jiji.com/jc/giin?d=2fd096f11f756f3011d2acc2bec8a259&c=syu&rel=ja
https://www.jiji.com/jc/article?g=pol&k=2018050300460&p=0180503at18&rel=pv
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 長妻 昭氏（ながつま・あきら）慶大卒。

厚生労働相、民進党代表代行などを歴任。衆院東京７区、

当選７回。５７歳。 

 ◇９条改正、容認できず＝長妻昭・立憲民主党代表代行 

 －「９条の２」を新設し自衛隊を明記する自民党案の評

価を。 

 安倍晋三首相は自衛隊の武力行使の限界は全く変えずに

ただ自衛隊を書き込むだけだと言ってきた。「必要な自衛の

措置を取ることを妨げず」としているが、フルスペックの

集団的自衛権と解釈できる余地があり到底容認できない。 

 －自民党が主張する緊急事態条項創設は。 

 災害対策基本法や国民保護法で、他人の土地の使用や物

資の収用は可能だ。憲法を変えないとできないという立法

事実が見えない。大規模災害時などの国会議員の任期延長

は国会議員が決めるので、災害の程度の判断などがお手盛

りになる危険性がある。災害時でも選挙ができるような立

法を検討したい。 

 －参院選での合区解消についてはどうか。 

 各都道府県で１人を選ぶべきだとの発想だが、１票の格

差を否定していない。「国会議員は全国民の代表」とする憲

法４３条に矛盾する。 

 －教育の充実・強化を憲法に加える必要性は。 

 （教育無償化は）予算措置すればできる。日本は中・高

等教育への漸進的な無償教育導入をうたった国際人権規約

を受け入れており、無償にすることが国家の責務になって

いるので必要ない。 

 －今国会は衆院憲法審査会開催に至っていない。与野党

対立が深まる中、開ける環境にあるか。 

 国会での議論の土台である国政調査権が機能不全に陥っ

ている。多数決で行使する今の原理でいいのか議論してほ

しいと言っており、まずこのテーマで開けばいい。ドイツ

憲法では議員の４分の１の申し立てで政府・行政の汚職・

不正調査のための調査委員会を設置できる。この条文を参

考にしてほしい。 

 －立憲民主党として、改憲の優先順位が高いと考える項

目は。 

 内閣による衆院解散権の制約だ。自由自在に首相が勝て

ると思う時に解散し、理屈は後から付けるという国は珍し

い。権力が暴走しないように歯止めをかける立憲主義の観

点から見ても、優先順位が高い。 

 －国民投票法改正は必要か。 

 賛否を示す意見広告には事実上制限がない。財力のある

方が意見を多く国民の前に開陳できるのは不公平で規制す

べきだ。投票が行われるまでに改正しないといけない。 

 －首相の改憲阻止に向け、どういった運動を展開するか。 

 われわれの大きな集会では必ず憲法に触れる。権力に対

する歯止めが緩いところは歯止めをかける、立憲主義を守

る方向からの改憲という考え方を広めたい。（時事通信

2018/05/03-14:14） 

 

憲法記念日 「国民議論深めて」最高裁長官が会見 

毎日新聞2018年5月3日 東京朝刊 

 

会見する大谷直人・最高裁長官＝東京都千代田区の最高裁

判所で２０１８年４月２６日、宮本明登撮影 

 大谷直人最高裁長官は、３日の憲法記念日を前に記者会

見を開き、「社会の急速な変化や価値観の多様化は、国民の

司法への見方にも大きな影響を与えている。不断の見直し

に努め、裁判の質をいっそう向上させていくことが必要だ」

と述べた。大谷長官は会見で、「憲法は我が国の法の支配の

基盤となっており、普段から国民の目が注がれることは大

切なこと」と発言。改憲議論については「国民的な議論を

深めて方向性を決すべき問題だ」と述べるにとどめた。  

 また、容疑者や被告が共犯者の犯罪を明らかにする見返

りに、検察官が起訴を見送ったり求刑を軽くしたりできる

日本版・司法取引制度が６月に施行されることにも言及。

「刑事司法が国民からいっそう信頼されるものになること

を期待したい」と話した。【伊藤直孝】  

 

最高裁長官 憲法改正めぐる議論「国民的に深め方向性を」 

NHK5月3日 4時30分 

 

最高裁判所の大谷直人長官は憲法記念日に合わせて会見し、

https://mainichi.jp/ch150470243i/%E6%86%B2%E6%B3%95%E8%A8%98%E5%BF%B5%E6%97%A5
https://www.jiji.com/jc/article?g=pol&k=2018050300460&p=0180503at19&rel=pv
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改正をめぐる議論について「憲法は法の支配の基盤なので

国民の目が注がれること自体は大切なことだ」と述べまし

た。一方で、「国民的な議論を深めて方向性を指し示すべき

問題だ」として具体的なコメントは避けました。 

最高裁判所の長官は毎年、憲法記念日に合わせて会見を開

いていて、ことし１月に就任した大谷直人長官は初めて臨

みました。 

この中で、国会などで憲法改正をめぐる議論が行われてい

ることについて質問されると「憲法は最高規範として法の

支配の基盤となっているもので、国民の目が注がれること

自体は大切なことだ」と述べました。 

一方で「憲法の改正は国民的な議論を深めて方向性を指し

示すべき問題だ。裁判の場で最終的な憲法判断を示す最高

裁判所の長が所感を述べるのは差し控えたい」として、具

体的なコメントは避けました。 

 

憲法を知りたい ２０１７年ＧＰＳ捜査最高裁大法廷判

決 私的領域侵入には令状 

毎日新聞2018年5月3日 東京朝刊 

 

ＧＰＳ捜査を巡る最高裁判決の後、記者会見する被告の弁

護団＝東京都千代田区で２０１７年３月１５日、北山夏帆

撮影 

 ＜くらしナビ おとなへステップ＞  

 人工衛星の電波によって居場所を把（は）握（あく）で

きる「ＧＰＳ（全地球測位システム）」は、カーナビゲーシ

ョンやスマートフォンのゲームなど、生活のさまざまな場

面で利用されています。最高裁大法廷（だいほうてい）は

２０１７年３月、このＧＰＳ端（たん）末（まつ）を使っ

た警察の捜査（そうさ）について重要な判断を示しました。  

 審（しん）理（り）されたのは、事務所荒（あ）らしな

どで窃（せっ）盗（とう）罪（ざい）に問われた被（ひ）

告（こく）の男の事件です。大（おお）阪（さか）府（ふ）

警（けい）は１３年、裁判所の令状なく男と共犯者の車や

バイク計１９台にＧＰＳ端末を取り付け、位置情報を取得

していました。  

 男の公判では、令状なく行われたＧＰＳ捜査が許される

かどうかも争われ、１審（しん）の大阪地裁は１５年６月、

「車両使用者のプライバシーを大きく侵（しん）害（がい）

する」として令状が必要と判断し、ＧＰＳ端末で得た証（し

ょう）拠（こ）を採用しませんでした。これに対し、２審

の大阪高裁は１６年３月、「プライバシーの侵害の程度は必

ずしも大きくない」として１審とは逆の判断を示しました。  

 上告審の最高裁は判決で、捜（そう）索（さく）や押（お

う）収（しゅう）は令状が必要とした憲法３５条の保障の

範（はん）囲（い）に「私的領域に侵（しん）入（にゅう）

されることのない権利」が含（ふく）まれるとの初めての

判断を示しました。その上で「ＧＰＳ捜査は憲法が保障す

る重要な法的利益を侵害し、令状が必要な強制捜査に当た

る」と認定したのです。  

 ＧＰＳ捜査の違（い）法（ほう）性について司法の判断

は揺（ゆ）れましたが、男に対しては１、２審とも懲（ち

ょう）役（えき）５年６月の実（じっ）刑（けい）判決を

言（い）い渡（わた）し、最高裁も支持しました。ＧＰＳ

端末を使って集めた証拠を排（はい）除（じょ）しても有

罪は維（い）持（じ）できると判断したためです。  

 この最高裁判決はＧＰＳ捜査自体が憲法違（い）反（は

ん）であると判断したわけではありません。しかし「憲法

が保障する利益を侵害する」として令状の必要性を示して

おり、憲法に関（かか）わる重要な司法判断と言えます。  

 国民の安全を守るため、犯罪の摘（てき）発（はつ）は

重要です。しかし、最高裁は適正な手続きによる捜査が大

前提だと示したのです。【石山絵歩】＝次回は６月７日に掲

載  

 

改憲勢力維持は赤信号＝船田氏 

 自民党の船田元憲法改正推進本部長代行は３日のＢＳフ

ジ番組で来年夏の参院選について、安倍政権の不祥事続発

を念頭に「改憲勢力が３分の２を取れるかは赤信号に近い

状況だ」との見方を示した。改憲案が国会発議された場合

でも、国民投票について「より多くの政党の支持を得ない

と極めて厳しい」と述べ、野党の協力が必要との認識を示

した。 （時事通信2018/05/03-23:31） 

 

点検・改憲論議 ／４ 国政調査権／解散権制約 「恣意

的運用 是正を」 野党、「政権主導」けん制 

毎日新聞2018年5月4日 東京朝刊 

 「あすは木曜日ですね」。４月２５日、衆院憲法審査会の

与党幹事を務める中谷元・元防衛相（自民党）は、電話で

与野党幹事懇談会の開催を打診した。しかし、野党幹事の

山花郁夫氏（立憲民主党）は「無理です。連休明けにお会

いしましょう」と即座に断った。立憲など野党６党は、安

倍政権の一連の不祥事を受けて国会審議を欠席し、日程協

議にも応じない方針を決めていたためだ。  

https://mainichi.jp/ch170463123i/%E6%86%B2%E6%B3%95%E3%82%92%E7%9F%A5%E3%82%8A%E3%81%9F%E3%81%84
https://www.jiji.com/jc/giin?d=628ed8a6db9d06c166b1d7492b114ca4&c=syu&rel=ja
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 憲法改正の議論を早急に始めたい自民党に対し、野党だ

けでなく公明党も慎重だ。今国会で衆院憲法審は一回…  

 

 

首相の解散権「介入すべき問題でない」 自民・細田氏 

朝日新聞デジタル2018年5月4日00時51分 

細田博之・自民党憲法改正推進本部長 

細田博之・自民党憲法改正推進本部長（発言録） 

 （首相の衆院解散権を制限すべきだとの意見について）

解散をして世論に問うことは民主主義のルールからみて、

介入すべき問題でない。自然の流れで対応するのがよいの

でないか。 

 （前回の解散から）まだ２年しか経っていない時に、政

権与党で信用がなくなっても、解散できないような事態が

あっていいのか。（衆院議員の）４年の任期満了まで引っ張

っていいのか。民主主義と選挙、総理による解散権の問題

は、微妙なバランスだ。一方的に何かを決めると、バラン

スが崩れるのでないかと危惧している。（ＮＨＫの討論番組

で） 

 

産経新聞2018.5.3 05:00更新  

【単刀直言】細田博之・自民党憲法改正推進本部長「９条

改正発議へいろいろな妥協はあるかも…」 

インタビューを受ける自民党憲法改正推進本

部の細田博之本部長＝東京都千代田区の自民党本部（佐藤

徳昭撮影） 

 創設から６３年以上がたつ自衛隊は、憲法９条の２項に

「陸海空軍その他の戦力は、これを保持しない」と書いて

あるためにさまざまな議論が行われ、「自衛のための戦力は

認められる」という解釈で合憲とされてきました。ただ、

中学校の主たる公民教科書で７社中６社が自衛隊違憲論に

触れていることから分かるように、今の憲法の条文では、

自衛隊の本来の役割や存在について、まだ疑問を呈す人が

いるのです。 

「２項削除」切った 

 憲法９条をめぐり、自民党内には大きくわけて２つの議

論がありました。 

 野党時代の平成２４年にまとめた改憲草案は、９条２項

を削除し、世界の国々並みの実力組織として国防軍を保持

するという大改正案でした。成立させようと思ってつくっ

たというより、今の憲法を全て書き換えるとどうなるかと

いう観点で長い間議論したものです。実際は、国民の意識

はこの草案まで来ておらず、このまま国民投票までいくの

は難しい。国民の幅広い支持が得られるのか－といった議

論もありました。 

 そこで、昨年の憲法記念日に安倍晋三首相（党総裁）が、

せめて違憲論争が起きないように自衛隊を条文上で位置づ

けるべきだと提起した。今の自衛隊のまま、憲法に規定し

ようという案が出てきたのです。 

 ありとあらゆる場合に備えることが大事だという純粋理

念からすれば、自衛隊を今のまま認め、それ以上でも以下

でもないと規定する首相案は不十分でしょう。 

 ただ、２項削除論は国民投票にかけるには先走り過ぎ、

日本が戦争行為に巻き込まれるのでないかという議論が必

ず起こる。ですから、党内で今年３月まで議論を重ね、そ

うした意見は取らないと決めたのです。 

 ９条をめぐる自民党の議論は中途半端だとか、生煮えと

いう人がいますが、そうではない。われわれは、当面の憲

法改正は、２項を削除し、各国と同じような軍隊組織にす

る考え方は切ったわけですから、大きな誤解があります。 

お任せ主義はダメ 

 憲法改正の発議は衆参両院で３分の２以上の賛成がなけ

ればできません。衆院では自民党と公明党の議席を合わせ、

やっと３分の２。参院では日本維新の会などが賛成して初

めて３分の２を超えます。 

 ２項削除論について、公明党は９０％以上「この案はの

めない」といってくると思うのです。そうした案を強引に

進めても、憲法改正にはつながらない。 

 自民党案に対し、公明党や維新の意見を聞かなければ、

改正条文案は決まりません。その過程で、両党が修正案を

出していただけるなら、議論を再び党に戻します。いろい

ろな妥協はあるかもしれません。合意しなければ、いつま
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でたっても国会で「３分の２」にならないわけですから。 

インタビューを受ける自民党憲法改正推進本部の細田博之

本部長＝東京都千代田区の自民党本部（佐藤徳昭撮影） 

 改憲をめぐる全体的な議論では、「絶対反対」という党が

反対のための議論をするでしょうね。国会では、一つ一つ

の政党と話し合い、理解を深めていかないとだめでしょう。

その結果、３分の２をかなり超える国会議員が「この表現

ならいいじゃないか」となれば、各党が意思決定をして共

通の条文案の提出者になる。そういうイメージを持ってい

ます。 

 憲法は制定から７０年以上がたちました。条文が現実に

合わないと思われる場合には現実に即して改正し、その解

釈は国会できちっと決める。それが本筋の立憲主義です。

事実上、私学助成は今もしているのだから条文は変えなく

ていいとか、緊急事態は災害対策法制の運用で対応すれば

いいという「お任せ主義」的な議論はすべきではありませ

ん。 

（原川貴郎） 

 

産経新聞2018.5.4 19:29更新  

【自民党総裁選】高村正彦副総裁、安倍晋三首相３選支持 

交代なら「改憲機運低下」 

高村正彦氏 

 自民党の高村正彦副総裁は４日、秋の党総裁選で安倍晋

三首相の連続３選を支持する考えを表明した。訪問先の中

国・北京で同行記者団に「北朝鮮の非核化を実現するには、

首相は余人をもって代えがたい」と述べた。憲法改正をめ

ぐり、総裁が交代すれば「（自民党内の）機運が低下するの

は避けられない」との見方も示した。 

 北朝鮮の核、ミサイル開発は日本にとって死活的な問題

と指摘し「類いまれな能力と経験を持った人が首相である

ことは、日本にとって極めて運がいい」と、安倍首相の外

交手腕を評価した。 

 首相が目標に掲げた２０２０年の改正憲法施行に向けて、

年内の国会発議を目指す方針は維持すると強調。年内が困

難な場合でも「できるだけ早い時期」の発議へ努めるとし

た。（共同） 

 

自民 高村副総裁 「改憲発議は来年早い時期までに」 

NHK5月4日 18時07分憲法 

憲法改正をめぐり、自民党の憲法改正推進本部の特別顧問

を務める高村副総裁は、国会での議論を加速させて、来年

の早い時期までに改正の発議を行いたいという考えを示し

ました。 

 

北京を訪れている自民党の高村副総裁は、４日午後、記者

団に対し、国会の憲法審査会での議論について、「政権のや

り方が気にくわないから、議論しないという野党側の対応

は納得できないが、審査会が動いていないことは認識して

おり、困ったことだと思う」と述べました。 

そのうえで、「ことし中の発議を諦めてはいないが、できな

いのであれば、来年のできるだけ早い時期にと考えている」

と述べ、国会での議論を加速させて、来年の早い時期まで

に改正の発議を行いたいという考えを示しました。 

一方、高村氏は、秋の自民党総裁選挙について、「北朝鮮の

非核化の問題は極めて重要で、日本の平和と安全を守るた

めにも、安倍総裁は余人をもって代えがたい」と述べ、安

倍総理大臣の３選を支持する考えを重ねて示しました。 

 

元自民議員の学長「テレビ局を中韓の局が乗っ取り」 

朝日新聞デジタル2018年5月3日20時52分 

 元自民党衆院議員で、九州国際大（北九州市）学長の西

川京子氏（７２）が３日、福岡市内であった改憲派の集会

で、テレビ局の放送内容が護憲に偏っているなどと批判し、

「同じビルに中国、韓国のテレビ局が入っている。完全に

乗っ取られているんですね。（改憲は）この人たちとの戦い」

などと発言した。 

 発言があったのは、改憲を訴える「美しい日本の憲法を

つくる福岡県民の会」の集会。西川氏はまず、陸上自衛隊

の日報問題を取り上げ、「（日報を）出さない方が悪いとや

っているのは完全に日本のメディアではない」と主張。「い

ろいろな調査をした」とした上で、日本のテレビ局の建物

の中に、中国や韓国のテレビ局が入居しているとして問題

視。「以前は一部だったが、今は中枢にいるんですよ。日本

人、何やってるんだと言いたい。この人たちとの戦いだと

いうことです、憲法改正は」などと述べた。 

 発言後、西川氏は報道陣に対し、「テレビ局の住所の一覧

表を見たら全部（中韓の局と）一緒だった。番組編成上、

影響がないとは言えない」と説明。放送内容については、

「コメンテーターは憲法改正に賛成じゃない人が圧倒的に

多い。バランスが取れていない」などと話した。 

 

改憲「安倍さんのもとでしか」 希望・中山成彬氏 

朝日新聞デジタル2018年5月3日18時13分 
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憲法改正などについて講演する中

山成彬氏＝３日、宮崎市 

希望・中山成彬氏（発言録） 

 （日本の憲法改正について）ドイツでは５０回以上も改

正されていて、一度も改憲されていないのは世界の非常識。

なんでこんなばかなことになっているのか、情けない気持

ちだ。 

 私は安倍（晋三）さんのもとでしか憲法改正は出来ない

と思っている。安倍さんが辞めてしまってからでは改正は

できない。正面から自衛隊を認めるべきだ。 

 戦争ができる国になってしまうという声があるが、戦争

ができる国でなかったらこの国は守れない。１日でも早く

できるように願っています。（宮崎市・憲法講演会で） 

 

自衛隊明記「他の項目に比べ緊急性低い」 公明・斉藤氏 

朝日新聞デジタル2018年5月4日00時45分 

斉藤鉄夫・公明党憲法調査会長代理（発言録） 

 （自民党が進める憲法９条への自衛隊明記で）自衛隊違

憲論を払拭（ふっしょく）したい、との説明は理解できる。

しかし、今、ほとんどの国民は自衛隊を合憲と理解してい

る。緊急性では、（大災害などに備えるための緊急事態条項

やプライバシー権、環境権など）他の項目に比べて低いの

でないか。 

 ３年前に平和安全法制を議論した。９条の解釈の根幹を

変えず、限定的な集団的自衛権を認め、自衛の措置の限界

を明確にした。これで平時、有事、自衛隊がどこまででき

るかが明確になった。それを超えるような解釈ができるも

のになってはいけない。（ＮＨＫの討論番組で） 

 

産経新聞2018.5.3 23:36更新  

公明党・斉藤鉄夫幹事長代行「緊急事態条項は急いで議論

すべきだ」 

公明党の斉藤鉄夫幹事長代行 

 公明党の斉藤鉄夫幹事長代行は３日夜のＮＨＫ番組で、

自民党が憲法改正項目に掲げている緊急事態条項の創設に

関し「ある程度急いで議論すべきものではないか」と明言

した。 

 緊急事態条項は、大災害時に国会議員の任期延長や政府

への権限集中を一時的に認めるかどうかがテーマになる。 

 斉藤氏は「衆院、参院の選挙前に大災害が起こり、全国

で選挙が行われない場合にどうするのか。緊急時ほど民主

的統制が必要になってくる。ある意味で国民生活に直結し

た憲法改正の議論なのではないか」とも語った。 

 

憲法改正「国民投票で否決されるリスクも」公明・遠山氏 

朝日新聞デジタル2018年5月3日19時58分 

国会発議を求める声明文を受け取った与

野党の国会議員ら。右端から日本維新の会の浅田均氏、公

明党の遠山清彦氏、自民党の細田博之氏＝３日午後、東京・

平河町の砂防会館別館 

遠山清彦・公明党憲法調査会事務局長（発言録） 

 憲法改正案は（衆参）両院の憲法審査会を中心に、与党

だけに限らず、多くの政党間の合意形成を図るべきだ。自

民党の憲法９条の２の素案は、まだ中間的なものだと認識

している。自民党の有力案を軸に、憲法を改正する必要性

や緊急性について国民の理解が得られるのかどうか、注視

している。 

 責任ある政治家として、国民投票で否決されるリスクも

考慮せざるを得ない。もちろん、否決されても直ちに自衛

隊が違憲になるわけではないが、万が一否決された時には

日本の安全保障に与える影響は大変大きいわけだから、こ

れを避けなければいけない。（憲法改正を求める「公開憲法

フォーラム」で） 

 

産経新聞2018.5.3 22:52更新  

【民進・希望合流】あぶり出された改憲勢力のキーマン 

野党３０人超の勢力 

 

 希望の党と民進党が大型連休明けに結成する新党「国民
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民主党」は、立憲民主党などの非改憲勢力との共闘路線を

鮮明にする。そのため、希望の党は昨年の衆院選で公約に

していた憲法改正を事実上撤回することになる。これに反

発する希望の党の保守系議員の多くは新党不参加の意向を

固め、野党再編によって改憲派キーマンがあぶり出される

状況が生まれている。 

 民進党の大塚耕平代表は３日、東京都内で開かれた護憲

派集会に参加し、立憲民主、共産、社民各党党首とともに

壇上で演説した。 

 「国民主権の『国民』を冠し、国民民主党として新しい

スタートを切る。皆さんとともに民主主義と憲法を守るた

めに頑張る」 

 集会の参加者にこう呼びかける大塚氏の姿は、新党の「非

改憲勢力」入りを印象づけるに十分だった。 

 憲法に関する国民民主党の基本政策に、希望の党が衆院

選で掲げた「９条を含む改正論議」などの主張は影を潜め

た。 

 希望の党の改憲派が、非改憲勢力との共闘路線にかじを

切った新党を敬遠したのも無理はない。渡辺周元防衛副大

臣のように新党入りを選んだ議員もいるが、細野豪志元環

境相や長島昭久元防衛副大臣、松原仁元拉致問題担当相ら

は「憲法改正の旗を降ろした党に加わる選択肢はない」（細

野氏）と無所属で活動することを決めた。 

 また、松沢成文参院議員や中山恭子元拉致問題担当相ら

結党メンバーの一部は現在と同名の新党「希望の党」を結

成する。 

 一連の再編の結果、憲法改正に積極的な日本維新の会を

合わせると、３０人超の野党系改憲勢力が誕生することに

なりそうだ。維新の下地幹郎国会議員団政調会長は、細野

氏や松沢氏らとの連携に重ねて意欲を示しており、松沢氏

は結党後の維新との統一会派結成を模索している。 

 野党系改憲勢力が大きくまとまるのは安倍晋三首相（自

民党総裁）にメリットをもたらしそうだ。連携を深めるこ

とで改憲論議に消極姿勢をみせる公明党の牽制（けんせい）

になるという見方がある。（松本学） 

 

安倍首相「いよいよ改憲取り組む時」＝自衛隊明記に意欲

－改憲集会 

 

改憲派集会にビデオメッセージを寄せた安倍晋三首相＝３

日午後、東京都千代田区 

 安倍晋三首相は３日、憲法改正推進派の民間団体が東京

都内で開いたフォーラムに、憲法９条に自衛隊を明記し違

憲論争を終わらせることが「自民党の責任」とのビデオメ

ッセージを寄せた。首相は「いよいよ私たちが憲法改正に

取り組む時がきた。国民の幅広い合意形成が必要だ」と訴

えた。 

 昨年、同じ集会へのメッセージに２０２０年の改正憲法

施行を掲げたことについては「この１年間で改憲の議論は

大いに活性化し具体化した」と自賛。自民党が９条改正な

ど４項目の条文素案をまとめたことを挙げ「議論が深まっ

てきた」と指摘した。 

 今年のメッセージには改憲目標の期限を盛り込まなかっ

たが、首相は「違憲論争に終止符を打たなければならない。

それこそが今を生きる政治家、自民党の責任だ」と重ねて

意欲を示した。「わが国の安全を守るため、命を賭して任務

を遂行している者の存在を明文化することで、その正当性

が明確化されることは明らかだ」とも強調した。（時事通信

2018/05/03-18:00） 

 

憲法記念日 憲法改正求める集会 各党に国会発議要望 

NHK5月3日 17時40分  

 

憲法記念日の３日、憲法改正を求める立場の人たちが都内

で集会を開き、自民党が「自衛隊の明記」など４つの項目

で改正の方向性をまとめたことを受けて、各党に憲法改正

の国会発議を実現するよう求めました。 

憲法改正を求める立場の「民間憲法臨調」などが東京 千代

田区で開いた集会には主催者の発表で１２００人が参加し

ました。 

主催者を代表して駒沢大学の西修名誉教授が与野党の対立

によって、国会で憲法を議論する憲法審査会が３月以降、

開かれていないことに触れて、「何をしているんだと思う。

国民にどういう提案をするか決めるのが憲法審査会だ」と

述べて、改正に向けた議論を進めるよう訴えました。 

集会では自民党が「自衛隊の明記」など４つの項目で改正

の方向性をまとめたことを受けて、「今こそ憲法改正の国会

発議を実現するよう、各党に強く要望する」などと記され

た声明が採択されました。 

参加した６５歳の自営業の男性は「国を守れるよう憲法を

改正すべきです。野党は何でも反対ではなく、改正すべき

https://www.jiji.com/jc/giin?d=489b6a5cf02ef7341b2b098cd217df31&c=syu&rel=ja
https://www.jiji.com/jc/article?g=pol&k=2018050300583&p=0180503at53&rel=pv
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か否かをしっかり議論してほしい」と話していました。 

 

JNN3日16時34分 

安倍首相がメッセージ、“自衛隊明記”は「政治家・自民党

の責任」 

 ５月３日は憲法記念日です。安倍総理は、憲法改正を目

指すグループの集会にビデオメッセージを寄せ、憲法を改

正し、自衛隊を明記するなどとする、これまでの主張を改

めて強調しました。 

 「憲法に我が国の独立と平和を守る自衛隊をしっかりと

明記し、違憲論争に終止符を打たなければならない。それ

こそが、今を生きる私たち政治家の、そして自民党の責任

です」（安倍首相） 

 ビデオメッセージで安倍総理は、自民党が憲法９条に自

衛隊を明記するなど、改憲４項目に関する考えをとりまと

めたことに触れ、「私たちが憲法改正に取り組む時が来た」

として、改憲に改めて意欲を示しました。 

 また、同じ与党の公明党はコメントを発表し、「政党間で

幅広い合意を得ながら国民理解の成熟を伴っていくことが

重要だ」として、改めて性急な改憲議論に慎重な姿勢を示

しました。 

 一方、立憲民主党の枝野代表は「地球の裏側で戦争がで

きる自衛隊になるのは明確」と安倍総理を批判しました。 

 「選挙で勝って数をもっているから“何をやってもいい

んだ”という権力は正当な権力ではありません」（立憲民主

党 枝野幸男 代表） 

 「市民と野党の共闘を発展をさせて、安倍政権もろとも

９条改憲のたくらみを、葬り去ろうじゃありませんか」（共

産党 志位和夫 委員長） 

 憲法については、先月のＪＮＮ世論調査でも聞きました。

今の日本国憲法を改正すべきかどうか聞いたところ、「改正

すべきでない」は４７％で、「改正すべき」の４０％を上回

りました。去年の４月末に調査した際は、４３％と４２％

で拮抗していました。 

 

安倍首相メッセージ要旨 

 安倍晋三首相が３日の改憲派フォーラムに寄せたビデオ

メッセージの要旨は次の通り。 

 私は昨年のビデオメッセージで自民党総裁として一石を

投じる気持ちで「憲法改正に取り組む時がきた」「憲法９条

について自衛隊を明記すべきだ」と申し上げた。この発言

を契機として、この１年間で改憲の議論は大いに活性化し

具体化したことを大変喜ばしく思っている。 

 憲法に、わが国の独立と平和を守る自衛隊をしっかりと

明記し、違憲論争に終止符を打たなければならない。それ

こそが今を生きる政治家、そして自民党の責任だ。敢然と

その責任を果たし、新しい時代を切り開いていこうではな

いか。 

 わが国の安全を守るため、命を賭して任務を遂行してい

る者の存在を明文化することで、その正当性が明確化され

ることは明らかだ。そのことはわが国の安全の根幹にかか

わることで、憲法改正の十分な理由になる。 

 いよいよ私たちが憲法改正に取り組む時がきた。主役は

国民の皆さまだ。国民の幅広い合意形成が必要だ。（時事通

信2018/05/03-17:26） 

 

改憲議論「この１年で活性化」 安倍首相がメッセージ 

朝日新聞デジタル二階堂友紀2018年5月3日19時38分 

公開憲法フォーラムの参加者へ

ビデオメッセージで呼びかける安倍晋三首相＝２０１８年

５月３日午後１時４３分、東京都千代田区平河町２丁目、

松本俊撮影 

 安倍晋三首相は３日、憲法改正を求める集会「公開憲法

フォーラム」にビデオメッセージを寄せた。昨年の集会で

憲法９条への自衛隊明記を自ら提案したことを取り上げ、

「この発言をひとつの契機として、この１年間で憲法改正

の議論は大いに活性化し、具体化した」と述べた。 

 集会は、改憲をめざす日本会議が主導する「美しい日本

の憲法をつくる国民の会」などが開いた。首相は昨年の集

会にもメッセージを出し、９条への自衛隊明記と２０２０

年の新憲法施行を打ち出した。 

 首相は今回のメッセージで「自衛隊違憲論が存在する最

大の原因は、憲法に我が国の防衛に関する規定が全く存在

しないことにある」と強調。「憲法に我が国の独立と平和を

守る自衛隊をしっかりと明記し、違憲論争に終止符を打た

なければならない」と訴えた。 

 昨年の首相提案に沿った９条などの改憲４項目について、

自民党内で「大変議論が深まってきた」とも語ったが、新

憲法の施行時期には触れなかった。 

 財務省の決裁文書改ざんや陸上自衛隊の活動報告（日報）

隠蔽（いんぺい）問題などが明らかになり、年内の国会発

議は難しくなっている。公明党の遠山清彦・憲法調査会事

務局長は集会で「憲法を改正する必要性や緊急性について、

国民の理解が得られるのかどうか注視している」と慎重な

姿勢を示した。（二階堂友紀） 

 

安倍首相 険しい改憲、引かず 主張継続、政権の推進力 

毎日新聞2018年5月3日 21時59分(最終更新 5月4日 

https://www.jiji.com/jc/giin?d=489b6a5cf02ef7341b2b098cd217df31&c=syu&rel=ja
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503001717.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503001717.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503001717.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503001717.html
http://www.asahi.com/topics/word/安倍晋三.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法改正.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法９条.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法改正.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法改正.html
http://www.asahi.com/topics/word/日本会議.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法.html
http://www.asahi.com/topics/word/自民党.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法.html
http://www.asahi.com/topics/word/財務省.html
http://www.asahi.com/topics/word/陸上自衛隊.html
http://www.asahi.com/topics/word/公明党.html
http://www.asahi.com/topics/word/遠山清彦.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法調査会.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法.html
https://mainichi.jp/ch150910698i/%E5%AE%89%E5%80%8D%E9%A6%96%E7%9B%B8
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503001717.html
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08時24分) 

 

改憲派憲法集会の冒頭に映された安倍首相のビデオメッセ

ージを見る参加者たち＝東京都千代田区で２０１８年５月

３日午後１時３８分、根岸基弘撮影 

憲法記念日、ビデオメッセージで改憲への意欲強調  

 安倍晋三首相は３日に公表されたビデオメッセージで

「いよいよ憲法改正に取り組む時がきた」と改めて改憲へ

の意欲を強調した。改憲に向けた機運はしぼむが、改憲を

訴え続けなければ、９月の自民党総裁選での３選どころか、

政権維持もままならないという厳しい政権の状況を反映し

ているとの指摘が出ている。  

 メッセージを寄せたのは、昨年の憲法記念日に首相が自

衛隊明記と２０２０年の改正憲法施行を目指すと表明した

のと同じ保守系の団体が主催した集会だ。出席者の多くは、

首相を支持してきた保守層だとみられている。首相は、自

衛隊が違憲と言われる状況を改善する必要性に触れ「皆さ

ん、この状況のままでいいのでしょうか」と同調を求めた。  

 実際には改憲を取り巻く政治環境は昨年よりも厳しさを

増している。「森友学園」への国有地売却、「加計学園」の

獣医学部新設を巡る疑惑は広がり、与野党の対立が、国会

での改憲論議を封じている。二つの問題はどちらも長期政

権の弊害が根源にあると指摘され、野党の一部は憲法改正

には反対していないが「安倍政権による改憲」に反対して

いる。  

 集会には公明党の遠山清彦憲法調査会事務局長も出席し

たが、自衛隊明記に関し「国民投票で万が一、否決される

リスクを考慮せざるを得ない」と早期発議をけん制し、改

憲に向けた道筋の険しさを見せつけた。  

 こうした状況にもかかわらず、首相が改憲への意欲を語

る背景について、政府筋は「どんなに厳しくなっても首相

は憲法改正を掲げ続けるしかない。ぶれないことが大事だ」

と強調。首相の宿願である改憲への姿勢がぶれたと受け止

められれば、保守層まで離反し、政権の命取りになりかね

ないとの考えを示唆した。  

 政府関係者は「総裁選で３選を目指すうえで何をすると

いうのか。改憲以外にもう残っていない」と語り、改憲へ

の意欲を示し続けることが政権維持に重要になっていると

の認識を示した。【田中裕之】  

 

産経新聞2018.5.3 01:02更新  

【阿比留瑠比の極言御免】国会は国民の権利を奪うのか 

憲法改正の時機を失っては悔やみきれない 

 自民党は昭和３０年の結党以来、憲法の自主的改正を「党

の使命」として掲げてきた。昨年１０月の衆院選公約でも

憲法改正をうたっている。にもかかわらず、改憲に向けた

動きは遅々として進まず、活性化しているようにも見えな

い。極論すれば、自民党に政権を負託した有権者への背信

行為だともいえる。 

 「国を守るために、国民の命を守るために命をかける自

衛隊について憲法に明記することは、安全保障の基本だ」 

 安倍晋三首相（党総裁）は先月の産経新聞のインタビュ

ーでこう訴えた。北朝鮮情勢は今後の米朝首脳会談次第で

どう転ぶか分からない。中国の軍事力を背景とした膨張主

義も歯止めがない。自衛隊がなければ、日本が立ち行かな

いのは明らかだ。 

 ところが、そんな厳しい安保環境のまっただ中にあって、

自衛隊は憲法に一文字も記されないままで、ただ政府の憲

法解釈によって存在が認められている。読売新聞が３月か

ら４月にかけて実施した調査でも、憲法学者の半数超が自

衛隊は「違憲」だと回答するありさまなのである。 

 いつまで自衛隊を、こんな不安定で不正常で不遇な立場

に放置しようというのか。これを政治の怠慢と言う。審議

拒否という名の長期休暇を満喫中の野党６党とそう選ぶと

ころはない。 

 そもそも、国会でかつてなく改憲派・改憲容認派の議員

が多い今は、千載一遇のチャンスである。与党内からは「国

民世論が盛り上がっていない」という声も聞くが、国会が

論議をリードしなければ、世論が高まるきっかけも生まれ

ない。 

 「（自衛隊の憲法への明記が）今を生きる政治家、自民党

の責務だ」 

 安倍首相は、３月２５日の党大会でもこう強調していた。

ポスト安倍候補に挙げられる政治家の中に、安倍首相ほど

憲法改正に意欲を示す者はいない。安倍政権のうちにやら

なければ、もう憲法改正はずっとできないというのは、衆

目の一致するところである。 

 この機を逃して、自民党はいつ「党の使命」を果たすつ

もりなのか。今やらなければ、長年にわたり、「やるやる詐

欺」で有権者をたばかってきたといわれても仕方がないだ

ろう。 

 もちろん、改憲を使命とする自民党と長く連立を組んで

きた公明党にも、議論を前に進める義務と責任があるのは

言うまでもない。 

 現行憲法は施行７１年を迎えたが、この間、国会は一度

も改正の発議をしていない。従って国民は、憲法に関して

意思表示をする機会を、今まで全く与えられてこなかった。 

 憲法は改正条項（９６条）を備えており、社会の必要や

時代の要請に応じた改正を当然の前提としている。そして
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国会が発議した改憲案に対し、是非の意思表示をするのは

国民の権利であり、その機会はつくられてしかるべきだ。

憲法改正の国民投票が実施されれば、独立後初めてのこと

であり、画期的な意義を持つ。 

 自民党をはじめとする国会の不作為でその時機を失うこ

とがあれば、悔やんでも悔やみきれない。（論説委員兼政治

部編集委員） 

 

産経新聞2018.5.3 15:34更新  

【憲法改正】国会発議の道なお遠く 東京五輪後にずれ込

む公算 首相に立ちはだかる「２つの壁」 

 

 ３日は憲法記念日。安倍晋三首相（自民党総裁）が平成

３２（２０２０）年の新憲法施行の方針を掲げて１年を迎

える。自民党は今年３月の党大会で、９条での自衛隊明記

など「改憲４項目」の条文素案を発表したが、発議権を有

する国会は参院が２月に憲法審査会を開いたきりで動こう

としない。もはや年内発議は絶望的となり、本格論議は参

院選後、発議は３２年夏の東京五輪以降にずれ込む公算が

大きい。         

外れた思惑 

 「この１年間で改憲議論は活発化した。議論はいよいよ

煮詰まっている」 

 首相は１日、訪問先のヨルダンで記者会見を開き、改憲

機運が醸成されつつあるとの見方を示した。 

 とはいえ、首相が１年前に思い描いたのは、今夏に衆参

両院で改憲を発議し、今秋に国民投票を実施するスケジュ

ールだった。衆院選と国民投票のダブル投票も想定してい

たとされる。 

 思惑は外れた。長引く「もり・かけ」疑惑に加え、財務

省の公文書改竄（かいざん）などが次々に発覚し、国会は

空転。もはや今国会は憲法審査会での改憲４項目の審議入

りは困難となった。秋の臨時国会の２カ月程度の会期では、

発議にこぎつけるのは絶望的だといえる。 

論議すら困難 

 ３１年は、４月の統一地方選、６月の２０カ国・地域（Ｇ

２０）首脳会議、夏の参院選など政治日程がめじろ押し。

加えて４月末に天皇陛下が譲位され、５月１日の皇太子さ

まの即位・改元に伴う行事も相次ぎ、改憲発議どころか、

国会の憲法論議さえ難しい。 

 ３２年も夏に東京五輪・パラリンピックがあり、通常国

会の大幅延長はできない。しかも国民投票法の規定では、

国会で発議後「６０日以後１８０日以内」に国民投票を実

施しなければならない。この日程を考慮すると、改憲発議

は早くとも３２年夏以降となる。 

党内にも異論 

 自民党は、５月の連休後にも衆参の憲法審査会を開き、

改憲４項目の審議入りを目指すが、日本維新の会を除く６

野党に応じる気配はない。特に立憲民主党や共産党などは

「安倍政権の改憲論議には応じない」ととりつく島もない。 

 連立与党の公明党も改憲論議に消極的だ。憲法審査会の

開催には応じる意向を示すが、議題を国民投票法改正に限

定するよう求めており、改憲４項目の議論に踏み込もうと

しない。 

 自民党内でも異論はくすぶる。党条文素案は、首相の意

向を受け、憲法９条はそのまま残して自衛隊を明記する案

だが、石破茂元幹事長らはなお憲法９条２項の削除を求め

ている。 

 「憲法は最終的に国民が国民投票で決める。そのために

は、しっかり国会で議論がなされ、理解が深まることが大

切だ」 

 首相は１日の会見でこうも語った。一向に動こうとしな

い国会へのいらだちの表れだといえなくもない。 

（水内茂幸） 

 

産経新聞2018.5.3 15:32更新  

【憲法改正】自民党が「改憲４項目」素案を公表も、党内

や公明党にくすぶる火種 

 

 自民党は３月、憲法改正をめぐり、自衛隊▽緊急事態▽

参院選「合区」解消▽教育の充実－の４項目に関する条文

素案をまとめ公表した。憲法改正に向けた国民の理解を深

めるとともに、国会での議論を活発化させる狙いがあった

が、９条改正は自民党内に対立が残るほか、公明党も慎重

姿勢を崩していない。合区解消や教育充実に関しても改憲
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勢力内の考え方の違いが解消しきれていない。 

９条への自衛隊明記 

 安倍晋三首相（自民党総裁）が憲法記念日に提起した内

容に沿い「９条の２」を新設して自衛隊の存在を明記した。

政府は自衛隊を合憲と解釈してきたが、違憲論を解消する

ことを目的とした。 

 憲法に自衛隊の存在を明記しても自衛隊の権限と役割に

変更がないことを明確にするため、戦争放棄をうたった９

条１項、戦力不保持と交戦権を否定した２項とその解釈を

維持。９条とは別条文となる「９条の２」を設け、既存の

９条は一切変更しないことを強調した。 

 自民党の石破茂元幹事長らが強く主張した２項削除論は、

集団的自衛権をフルスペック（際限のない形）で認めるこ

とにつながりかねないと判断。「公明党の理解が得られず現

実的でない」（党幹部）として、条文素案に採用しなかった。 

 「加憲」を掲げる公明党に配慮しているが、公明党は拙

速な議論に慎重な姿勢を崩しておらず、まだ与党協議は始

まっていない。野党の立憲民主党などは憲法違反だとする

安全保障関連法を前提とした９条改正に反対している。 

緊急事態条項の創設 

 緊急事態を「大地震その他の異常かつ大規模な災害」と

定義した。ただ、戦争などの人災は公明党や野党の慎重論

を踏まえ、定義から省いている。国会が機能しない場合、

内閣が政令を出して一時的に権限を集中する条文を新設す

る。国政選挙が実施できないときは、衆参両院で出席議員

の３分の２以上が賛成した場合、国会議員の任期を延長す

る。 

参院選「合区」解消 

 ４７条と９２条を改正し、参院選の「合区」解消と都道

府県単位の選挙制度の維持を図る。衆参両院の選挙区と定

数は、現行憲法の人口比例による基準とは別に、「地域的な

一体性」などを「総合的に勘案」して定めるとした。特に

参院選について「改選ごとに各選挙区において少なくとも

１人を選挙すべきものとすることができる」と明記した。 

 ただ、公明党は参院選を全国１１ブロックに分ける大選

挙区制を提唱し、自民案に否定的だ。「一票の価値の平等」

を損ねる恐れがあるとして、他党からは異論も出ている。 

教育の充実 

 自民党の素案では「経済的なハンディが教育に反映しな

いように、誰でも教育の機会が得られるようにする」（細田

博之・自民党憲法改正推進本部長）ことを主眼に２６条を

改正し、国が教育環境を整備する努力義務を規定する。８

９条も改め私学助成の合憲性を明確にする。 

 ただ、日本維新の会が求める幼児教育から大学までの教

育無償化は、必要財源を確保するのが困難として明記を見

送った。維新は自民案が現状のままなら反対する考え。立

憲民主党などの野党は改憲する必要性はないとの立場だ。 

（原川貴郎） 

 

産経新聞2018.5.3 21:19更新  

【憲法記念日】〈発言要旨〉公明・遠山清彦憲法調査会事務

局長 ９条改正「国民投票で否決されるリスク考慮せざる

をえない」 

第２０回公開憲法フォ

ーラムで、櫻井よしこ氏（左から３人目）から声明文を受

けた公明党憲法調査会事務局長の遠山清彦氏（右から２人

目）ら各党代表＝３日午後、東京・平河町の砂防会館別館

（酒巻俊介撮影） 

 現行憲法施行から７１年となった憲法記念の日の３日、

自民、公明、日本維新の会の３党は改憲に対する考え方を

表明した。３党幹部らの発言要旨は以下の通り。 

◇ 

 憲法改正案は法案などと本質的に異なるので、与党で事

前審査を行うものでない。衆参両院の憲法審査会を中心に

議論を深め、与党に限らず、多くの政党間の合意形成を図

るべきだ。 

 憲法９条の自民党のたたき台素案（条文イメージ）は、

中間的なものと認識している。ただ、自衛隊の違憲論を払

拭したいという趣旨・意図は公明党も十分理解している。

この案を軸に（改憲を）検討する必要性や緊急性について

国民の理解が得られるかどうかだ。 

 国民投票で否決されるリスクを考慮せざるを得ない。否

決されても直ちに自衛隊が違憲にはならないが、日本の安

全保障に与える影響が大きく（否決は）避けなければいけ

ない。 

 安全保障法制の運用実績を積み重ね、国民投票で最終判

断の権利を持つ国民の理解を得ていくことが重要だ。政局

から切り離し、憲法審で冷静な改憲議論をすることが求め

られる。（東京・平河町） 

 

産経新聞2018.5.3 21:20更新  

【憲法記念日】〈発言要旨〉自民・細田博之憲法改正推進本

部長「国会議論避けるのは立憲主義でない」 

第２０回公開憲法フォーラムで発言す

る、自民党憲法改正推進本部長の細田博之氏＝３日午後、

東京・平河町の砂防会館別館（酒巻俊介撮影） 

http://www.sankei.com/politics/photos/180503/plt1805030048-p1.html
http://www.sankei.com/politics/photos/180503/plt1805030053-p1.html
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 現行憲法施行から７１年となった憲法記念の日の３日、

自民、公明、日本維新の会の３党は改憲に対する考え方を

表明した。３党幹部らの発言要旨は以下の通り。 

◇ 

 ７１年前に決めた憲法の規定も、今日の状況には必ずし

も十分に当てはまっていない。自民党は６年前に憲法全文

の改正案を出したが、これを国民投票まで持っていくには

大変な労力が必要だ。今回は、どうしても（改憲が）必要

な４項目（自衛隊、緊急事態、合区解消・地方公共団体、

教育の充実）を国民に示して国会に提案し、衆参両院の憲

法審査会で審査してもらうのが最も適当だとの結論に至っ

た。 

 憲法９条に関しては、現在７社ある中学の公民教科書の

うち６社で、自衛隊について「９条の考え方に反している

のでないかという意見もある」と表現している。甘受でき

ない。自衛隊が日本を守り頑張ってもらうため、憲法上の

根拠を与えなければならない。 

 （自衛隊について）国会の議論を避け「このままでいい

だろう」というのは立憲主義でない。各党から意見があれ

ば、聞く用意はたくさんある。憲法審での議論がようやく

始まる。（東京・平河町） 

 

産経新聞2018.5.3 18:45更新  

自民党・船田元改憲本部長代行、年内の改憲国会発議は困

難 

船田元氏（酒巻俊介撮影） 

 自民党の船田元（はじめ）・憲法改正推進本部長代行は３

日、東京都内で開かれた「新しい憲法をつくる国民大会」

で講演し、年内の憲法改正原案の国会発議は困難との見通

しを示した。「できれば今年中に発議したいが、間に合わな

いかもしれない」と述べた。 

 今国会で衆院憲法審査会が一度も開かれていない状況に

ついて「憲法改正は政局にとらわれず、常に議論をすると

いう癖を付けなければならない。与野党それぞれの言い分

で議論できないのは、国民に対する侮辱だ」とも語り、主

要野党に憲法議論に参加するよう呼びかけた。 

 

産経新聞2018.5.3 21:21更新  

【憲法記念日】〈発言要旨〉日本維新の会・浅田均政調会長

「一番の問題は主役の国民が直接、憲法論議に参加できな

い状況だ」  

第２０回公開憲法フォーラム

で、櫻井よしこ氏（左から３人目）から声明文を受けた公

明党憲法調査会事務局長の遠山清彦氏（右から２人目）ら

各党代表＝３日午後、東京・平河町の砂防会館別館（酒巻

俊介撮影） 

 現行憲法施行から７１年となった憲法記念の日の３日、

自民、公明、日本維新の会の３党は改憲に対する考え方を

表明した。３党幹部らの発言要旨は以下の通り。 

◇ 

 現行憲法は国民主権や基本的人権の尊重などを国民に根

付かせた点で評価できるが、未来志向を欠くなど不備があ

る。衆参両院で憲法審査会の議論が再開されたのは評価す

べきだが、議論は足踏みし、残念だ。 

 現行憲法に関して一番の問題点だと考えているのは、主

役の国民が直接、憲法論議に参加できない状況である。憲

法改正を行う場合は、圧倒的な国民の支持を得てなされる

べきだ。 

 日本維新の会の改正原案の１点目は教育無償化を定める

ことである。将来世代の投資は不十分だ。２点目は国と地

方の統治機構の抜本改革。地方の権限と財源を抜本的に強

化し、国と地方の関係を憲法で新たに定めるべきだ。３点

目は憲法適合性の最終判断ができる憲法裁判所を設置する

ことである。 

 憲法審をできるだけ開いてもらい、改正項目の的を絞る

作業を鋭意続けていきたい。（東京・平河町） 

 

産経新聞2018.5.3 16:59 

「国会は速やかな改憲発議を」 憲法フォーラムが声明 

第２０回公開憲法フォーラムでは

安倍晋三首相のビデオメッセージが流された＝３日午後、

東京・平河町の砂防会館別館（酒巻俊介撮影） 

 「美しい日本の憲法をつくる国民の会」と民間憲法臨調

は３日、都内で第２０回公開憲法フォーラムを共催し、憲

法改正の国会発議の早期実現を求める声明を採択、集会に

http://www.sankei.com/politics/photos/180503/plt1805030040-p1.html
http://www.sankei.com/politics/photos/180503/plt1805030046-p1.html
http://www.sankei.com/politics/photos/180503/plt1805030027-p1.html
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出席した自民、公明、日本維新の会の３党の代表者に手渡

した。声明の全文は次の通り。 

◇ 

 日本国憲法は、施行されて以来７０年有余、一度も改正

されることがなかった。しかし、今ようやく、主権者国民

の意思によって、「憲法改正の是非」を決する重大な政治選

択の機会が訪れようとしている。 

 憲法改正のためには、国会による改憲の発議が必要だが、

一昨年７月の参議院選挙につづき、昨年１０月の衆議院総

選挙において、再び憲法改正に前向きな勢力が国会の３分

の２以上の議席を獲得した。 

 他方、平成２６年１０月に開始した憲法改正賛同者署名

運動は、全国４７都道府県・各種団体におけるたゆみない

活動の積み重ねにより、今般ついに目標とした賛同者一千

万名の大台を突破するに至った。国会における３分の２を

超える議席の確保と時を同じくして憲法改正賛同者一千万

人が実現したことは、憲法改正を願う国民の強い思いを具

現するものといえよう。 

 このような情勢を受け、自民党は、（１）自衛隊の憲法明

記、（２）緊急事態条項、（３）参議院の合区解消、（４）教

育の充実の４項目について、３月２５日の自民党大会を前

に、憲法改正のたたき台素案をとりまとめた。今後は、国

会の憲法審査会において、発議に向け他党との協議を行う

ことを表明している。 

 国会は国民の願いに応え、主権者国民が国民投票に参加

する機会を実現すべく、速やかに改憲の発議に向けた取り

組みを始めるべきである。 

 わけても北朝鮮による核開発と度重なる弾道ミサイルの

発射や、中国による東シナ海・南シナ海での海洋覇権の獲

得を目指す露骨な軍事行動によって、極東情勢はますます

緊迫化しており、「自衛隊の憲法明記」によって、日本国民

の「国を守る意思」を内外に表明することは喫緊の課題で

ある。 

 また近い将来、首都直下型大地震や南海トラフ巨大地震

の発生が予測されるなか、「緊急事態条項」の新設は、国家

の危機に際して憲法秩序を維持し、国民の生命財産を守る

ために必要不可欠であり、最優先で解決されなければなら

ない。 

 第２０回公開憲法フォーラムの開催にあたり、このよう

な国民の期待に応え、国民の命と暮らしを守る国家の責任

を果たすため、今こそ憲法改正の国会発議を実現するよう、

各党に強く要望する。 

右、声明する。 

 平成３０年５月３日   

 「２１世紀の日本と憲法法」有識者懇談会  

 「美しい日本の憲法をつくる国民の会」 

 

自衛隊明文化「改憲の十分な理由」 首相、施行期限には

触れず 

東京新聞2018年5月4日 朝刊 

 改憲派民間団体の集会で上

映された安倍首相のビデオ

メッセージ＝３日、東京都千

代田区の砂防会館別館で 

 

 安倍晋三首相（自民党総裁）は三日、改憲派の民間団体

が東京都内で開いた集会にビデオメッセージを寄せ、自衛

隊を明記する九条改憲案について「命を賭して任務を遂行

している者の存在を明文化することで、正当性が明確化さ

れる。憲法改正の十分な理由になる」と強調した。一年前

の同じ集会では、自衛隊明記のほかに、二〇二〇年に新憲

法施行を目指す意向も表明したが、今年は具体的な期限に

は触れなかった。 

 集会は「民間憲法臨調」（桜井よしこ代表）などが主催し

た「公開憲法フォーラム」。昨年は、首相がビデオメッセー

ジで、憲法に自衛隊を明記し、二〇年の施行を目指す意向

を初めて示した。自民党は首相の意向を踏まえ、今年三月

に改憲四項目の条文案をまとめた。 

 今年の集会では、首相は「自衛隊違憲論が存在する最大

の原因は、憲法に防衛に関する規定が全く存在しないこと

にある」と指摘。自衛隊明記の改憲に十分な理由があると

の発言は、野党や専門家などから「改憲の必要性が乏しい」

と批判を受けたことが念頭にあるとみられる。 

 ビデオメッセージは七分弱で、文字数は約千五百字。九

分超で、文字数も二千字近かった昨年より短かった。 

◆首相メッセージ要旨 「１年間で議論は大いに活性化。

喜ばしい」 

 憲法はこの国のかたち、理想の姿を示すものだ。二十一

世紀の日本の姿を私たち自身の手で描く精神こそ、日本の

未来を切り開く。現行憲法の基本理念が揺らぐことはない。

一方で時代の節目にあって、どのような国造りを進めてい

くのかという議論を深めるべき時に来ている。 

 私は昨年のビデオメッセージで、自民党総裁として一石

を投じる気持ちでこう言った。「いよいよ私たちが改憲に取

り組む時が来た」「憲法九条に自衛隊を明記すべきだ」。こ

の発言を一つの契機として、この一年間で改憲の議論は大

いに活性化し、具体化した。大変喜ばしい。自民党では改
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憲四項目について議論が深まった。 

 残念ながら近年においても「自衛隊は合憲」と言い切る

憲法学者は二割にとどまり、違憲論争が存在する。多くの

教科書に、合憲性に議論がある旨の記述があり、自衛官の

子どもたちもその教科書で勉強しなければならない。この

ままでいいのか。この状況に終止符を打つため、憲法に自

衛隊をしっかり明記する。それこそが今を生きる政治家の、

自民党の責任だ。 

 憲法の専門家に自衛隊違憲論が存在する最大の原因は、

憲法にわが国の防衛に関する規定が全く存在しないことに

ある。国の安全を守るため命を賭して任務を遂行している

者の存在を明文化することによって、正当性が明確化され

るのは明らかだ。国の安全の根幹に関わることであり、改

憲の十分な理由になる。 

 いよいよ私たちが改憲に取り組む時が来た。主役は国民

だ。最終的に国民投票によって国民が改憲を決定する。改

憲を成し遂げるためには国民の理解、幅広い合意形成が必

要だ。改憲に向けて共に頑張っていこう。 

 

産経新聞2018.5.3 14:21 

安倍晋三首相「いよいよ改憲に取り組むとき」 自衛隊明

記で「正統性が明確化される」 

取材に応じる安倍晋三首相＝４

月２９日、首相官邸（宮崎瑞穂撮影） 

 安倍晋三首相（自民党総裁）は憲法記念日の３日、東京

都内で「美しい日本の憲法をつくる国民の会」と民間憲法

臨調が共催した憲法フォーラムにビデオメッセージを寄せ、

「いよいよ私たちが憲法改正に取り組むときが来た。改憲

を成し遂げるためには国民の理解、幅広い合意形成が必要

だ」と訴えた。 

 昨年のフォーラムで「９条１項、２項を残しつつ、自衛

隊を明文で書き込む」と提起したことに関連、自衛隊違憲

論が存在する理由に「憲法に防衛に関する規定が全く存在

しないことにある」と挙げた。その上で「明文化すること

によって（自衛隊の）正統性が明確化されることは明らか

だ。憲法改正の十分な理由になる。憲法に自衛隊をしっか

りと明記し、違憲論争に終止符を打たなければならない」

と主張した。 

 ２０２０年の改正憲法施行を訴えたことに関しては「こ

の１年間で改憲の議論は大いに活性化し、具体化した。大

変喜ばしい」と述べた。 

 

しんぶん赤旗2018年5月4日(金) 

改憲派集会に首相メッセージ 

 安倍晋三首相は３日、改憲推進派が東京都内で開いた集

会に、「いよいよ私たちが憲法改正に取り組むときがきた」

とするビデオメッセージを自民党総裁として寄せました。 

 集会は、改憲派の有識者でつくる「民間憲法臨調」と、

改憲・右翼団体「日本会議」のフロント団体「美しい日本

の憲法をつくる国民の会」の共催による公開憲法フォーラ

ム。昨年の同集会で安倍首相は初めて自衛隊明記の９条改

憲の方針をメッセージで表明。今年は、改憲派国会議員ら

でつくる「新憲法制定議員同盟」会長の中曽根康弘元首相

もメッセージを寄せ、政党代表らも改憲への執念を見せま

した。 

 安倍首相は「この１年間で憲法改正の議論は大いに活性

化し、具体化した」と強調。「自衛隊違憲論争に終止符をう

たなければならない。敢然とその責任を果たし、新しい時

代を切り開こう」と呼びかけました。 

 さらに「国会議員が議論し草案をつくり、発議する。最

終的に国民投票で決定する。憲法改正を成し遂げるには国

民の理解、幅広い合意が必要」と述べ、憲法尊重擁護義務

に反して首相自ら改憲発議へ旗を振りました。 

 自民党改憲推進本部の細田博之本部長は「各党から意見

を聞く用意はある。憲法審査会で議論しよう。このことが

ようやく始まる」と表明。「国民の会」共同代表の桜井よし

こ氏は「憲法改正はまったなし。１ミリでも２ミリでもい

い。一歩確実に踏み出す」と語りました。 

 

【報ステ】安倍総理「違憲論争に終止符を…」 

ANN2018/05/03 23:30 

 安倍総理は、憲法改正を訴える集会にビデオメッセージ

を寄せ、憲法9条を改正する意義を強調した。「憲法に我が

国の独立と平和を守る自衛隊をしっかりと明記し、違憲論

争に終止符を打たなければならない」と語った。去年、総

理は「2020年を新しい憲法が施行される年にしたい」と明

言したが、今年は改正の時期について触れなかった。一方、

9 条を守ろうとする人たちの集会に参加した立憲民主党・

枝野代表は「数の力で押し切ってはいけないことを決めて

いるのが憲法。この憲法をないがしろにする、ゆがんだ権

力を1日も早くまっとうなものに変えていく」と強調。共

産党の志位委員長も「無制限の海外での武力行使に道を開

く。こんな恐ろしい悪巧みは断じて許すわけにはいかない」

と訴えた。 

 

産経新聞2018.5.3 14:23 

「自衛隊の違憲論争に終止符を」 安倍晋三首相、ビデオ

メッセージ全文 

 安倍晋三首相（自民党総裁）が３日、都内で開いた集会

に寄せたビデオメッセージの全文は次の通り。 

◇ 

 みなさん、こんにちは。自由民主党総裁の安倍晋三です。 

http://www.sankei.com/politics/photos/180503/plt1805030017-p1.html
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 このたび、「第２０回公開憲法フォーラム」が盛大に開催

されましたことに、まずもっておよろこびを申し上げます。

改めて、憲法改正の早期実現に向けて、それぞれのお立場

で精力的に活動されている皆さまに心から敬意を表します。 

 憲法はこの国のかたち、理想の姿を示すものです。２１

世紀の日本の理想の姿を私たち自身の手で描くという精神

こそ、日本の未来を切り開いていくことにつながっていく

と信じております。 

 言うまでもなく、現行憲法の「平和主義」、「国民主権」、

そして「基本的人権の尊重」の基本原理が揺らぐことはあ

りません。その一方で、私たちは時代の節目にあって、ま

さにどのような国づくりを進めていくのかという議論を深

めるべきときに来ていると思います。 

 そうした思いから、私は昨年、この「公開憲法フォーラ

ム」へのビデオメッセージにおいて、自民党総裁として一

石を投じる気持ちでこう申し上げました。「いよいよ私たち

が憲法改正に取り組むときが来た。憲法９条について自衛

隊を明記すべきだ」 

 この発言を一つの契機として、この１年間で憲法改正の

議論は大いに活性化し、そして具体化しました。私はその

ことを大変喜ばしく思っております。 

 自由民主党においては安全保障に関わる「自衛隊」、統治

機構のあり方に関する「緊急事態」、一票の格差と地域の民

意反映が問われる「合区解消・地方公共団体」、国家百年の

計たる「教育充実」の４項目について大変議論が深まって

まいりました。 

 私は毎年、防衛大学校の卒業式に出席し、陸海空の真新

しい制服に身を包んだ任官したばかりの自衛官たちから

「事に臨んでは危険を顧みず、身をもって責務の完遂に努

め、もって国民の負託に応える」。この重い宣誓を最高指揮

官、内閣総理大臣として受けております。そうです。彼ら

は国民を守るために、その命をかける。 

 しかし、残念ながら近年においても「自衛隊は合憲」と

言い切る憲法学者は２割にとどまり、違憲論争が存在しま

す。その結果、多くの教科書に合憲性に議論がある旨の記

述があり、自衛官たちの子供たちもその教科書で勉強しな

ければなりません。皆さん、この状況のままでいいのでし

ょうか。 

 この状況に終止符を打つため、憲法に、わが国の独立と

平和を守る自衛隊をしっかりと明記し、違憲論争に終止符

を打たなければならない。それこそが今を生きる私たち政

治家の、そして、自民党の責任です。敢然とその責任を果

たし、新しい時代を切り開いていこうではありませんか。 

 憲法の専門家において、自衛隊違憲論が存在する最大の

原因は、憲法にわが国の防衛に関する規定が全く存在しな

いことにあります。わが国の安全を守るため、命を賭して

任務を遂行している者の存在を明文化することによって、

その正統性が明確化されることは明らかです。そのことは

わが国の安全の根幹にかかわることであり、憲法改正の十

分な理由になるものであると考えています。 

 いよいよ、私たちが憲法改正に取り組むときが来ました。

主役は国民の皆さまです。憲法改正は国民の代表者たる国

会議員が議論し、草案を作り発議する。そして、最終的に

国民投票によって国民の皆さまが憲法改正を決定する。憲

法改正を成し遂げるためには、国民の皆さまのご理解、幅

広い合意形成が必要です。その意味で、このフォーラムが

果たす役割は極めて大きいと思います。皆さま方「民間憲

法臨調」、「美しい日本の憲法をつくる国民の会」のこうし

た取り組みを大変心強く感じております。 

 憲法改正に向けて、共にに頑張ってまいりましょう。 

 

安倍首相 自衛隊明記の意義強調 自公維は国会で議論を 

NHK5月3日 18時05分 

憲法改正を目指す市民らによる会合が東京都内で開かれ、

安倍総理大臣はビデオメッセージで、憲法を改正し、自衛

隊の存在を明記する意義を重ねて強調しました。また自民

党、公明党、日本維新の会の代表は、国会の憲法審査会で

議論を進める必要性などを訴えました。 

この中で、安倍総理大臣は、去年開かれた同じ会合で、憲

法を改正し、２０２０年の施行を目指す意向を表明したみ

ずからの発言に触れ、「発言を１つの契機として、この１年

間で憲法改正の議論は大いに活性化し、具体化した。その

ことを大変喜ばしく思っている」と述べました。 

そのうえで、安倍総理大臣は「わが国の安全を守るため命

を賭して任務を遂行している者の存在を明文化することで、

その正統性が明確化されることは明らかだ。わが国の安全

の根幹に関わることであり、憲法改正の十分な理由になる」

と述べ、憲法を改正し、自衛隊の存在を明記する意義を重

ねて強調しました。 

また会合で、自民党の細田憲法改正推進本部長は「憲法に

自衛隊を保持すると明記することで、自衛隊が憲法違反で

あるかのようなそしりを受けなくなる。国会が果たすべき

役割は、条文を示して議論することであり、議論を避け、

このままでいいというのは立憲主義ではない」と述べまし

た。 

公明党の遠山憲法調査会事務局長は「憲法改正の必要性や

緊急性について国民の理解が得られるのか注視している。

改正を発議するなら、国民の圧倒的多数が賛成することが

望ましく、国会でしっかり努力することが重要だ」と述べ

ました。 

日本維新の会の浅田政務調査会長は「憲法裁判所が設置さ

れていないなど、現行憲法には不備があるのも事実だ。国

会の憲法審査会の議論が足踏みしているのは残念であり、

憲法審査会で改正項目を絞っていく作業を続けたい」と述

べました。 
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憲法改正 自民 “自衛隊明記を” 立民“理解に苦しむ” 

NHK5月4日 2時25分 

憲法改正をめぐって、3 日夜の「ＮＨＫスペシャル」で、

自民党の細田憲法改正推進本部長は、自衛隊の存在を憲法

に明記する必要があるとして、各党に議論を求めたのに対

し、立憲民主党の福山幹事長は、自民党の案は安全保障の

根幹を揺るがす可能性があり、非常に乱暴だと批判しまし

た。 

自民「自衛隊を憲法に位置づけて」 

この中で、自民党の細田憲法改正推進本部長は「憲法９条

には自衛隊について書かれておらず、それをめぐって違憲

論が出ている。国際情勢が非常に厳しい中、自衛隊に日本

を守ってもらったうえで、国民の安全を保障しなければな

らず、何とか憲法を改正したい。しっかりと自衛隊を憲法

に位置づけて、その性格をきちんと規定していくための憲

法論議をしようと提案している」と述べました。 

立民「安全保障上の根幹を揺るがす」 

立憲民主党の福山幹事長は「自民党の改正案では、自衛隊

が行使できる『必要な自衛の措置』がこれまでの必要最小

限の枠を超え、集団的自衛権の行使はできないという日本

の安全保障上の根幹を揺るがす可能性がある。非常に乱暴

な案であり、なぜやらなければいけないのか理解に苦しむ

と言わざるをえない」と述べました。 

公明「自衛隊の明記 議論の緊急性は低いのでは」 

公明党の斉藤憲法調査会長代理は「ほとんどの国民は自衛

隊が合憲だと理解しており、自衛隊の明記に関する議論の

緊急性は、ほかに比べて低いのではないか。また平和安全

法制を議論した時に自衛隊が何をできるかが明確になった。

それを超える解釈ができるものになってはいけない」と述

べました。 

希望「安全保障法制をさらに前に進めてしまう可能性」 

希望の党の階幹事長代理は「『自民党の案は自衛隊を明記す

るだけだ』というが、文言上は全くそうはなっていない。

『自衛の措置を妨げず』となっている以上、集団的自衛権

も含まれており、安全保障法制をさらに前に進めてしまう

可能性があり、誤っている」と述べました。 

民進「９条の歯止めで戦争に巻き込まれなかった」 

民進党の原口副代表は「憲法が時代に合わないと言うが、

ものすごく時代を先取りしており、あの悲惨な戦争から二

度と惨禍を起こさないという非戦の誓いが９条だ。９条の

歯止めがあったから、他国の自作自演の戦争に巻き込まれ

なかったのであり、変える必要はない」と述べました。 

共産「今と全く違った自衛隊になっていく」 

共産党の小池書記局長は「自民党案では海外での武力行使

が無制限に可能になり、今と全く違った自衛隊になってい

く。アメリカとの関係がこれだけ強まっている中で、９条

を変えれば、アメリカの要求を拒否できなくなるのではな

いか」と述べました。 

維新「違憲か合憲かという神学論争に終止符を打つべき」 

日本維新の会の馬場幹事長は「自衛隊を憲法の中に位置づ

けることには賛成で、違憲か合憲かという神学論争に終止

符を打つべきだ。軍備をさらにグレードアップする財源は

どうするのかなど、十分な議論が必要だ」と述べました。 

自由「国民の目をごまかす欺まん 強く抗議したい」 

自由党の木戸口政策審議会長代理は「安全保障法制と憲法

９条の間にそごがある中で、９条に自衛隊を明記する案は

国民の目をごまかす欺まんと言ってよく、強く抗議したい」

と述べました。 

社民「危険性があり平和主義そのものが脅かされる」 

社民党の又市党首は「憲法に自衛隊を書き込むということ

は、軍事的組織を憲法上に位置づけることで、とんでもな

いことになる危険性があり、平和主義そのものが脅かされ

る」と述べました。 

 

憲法改正 各党の合意形成は今国会では厳しいとの見方 

NHK5月3日 4時32分 

５月３日は憲法記念日です。憲法改正の実現を目指す自民

党は「自衛隊の明記」など４つの項目で改正の方向性をま

とめましたが、行政をめぐる問題などを受け国会の憲法審

査会は開かれておらず、今の国会で各党と合意形成を進め

るのは厳しいという見方が強まっています。 

憲法改正をめぐり安倍総理大臣は１日記者会見で「わが国

の独立と平和を守る自衛隊を明記し違憲論争に終止符を打

つことは今を生きる政治家としての責務だ」と述べ、実現

への意欲を重ねて示しました。 

自民党は「自衛隊の明記」など４つの項目でことし３月、

憲法改正の方向性をまとめ、国会の憲法審査会で各党と議

論を進め改正の発議を目指したい考えです。 

しかし行政をめぐる問題が相次いだことを受け国会では与

野党の対立が続いていて、野党側は審議の環境が整ってい

ないと主張し、３月以降、衆参両院の憲法審査会は開かれ

ていません。 

また公明党は、選挙と同様に憲法改正の賛否を問う国民投

票の投票所を駅の構内などに設置できるようにするため、

国民投票法の改正を優先して審議するよう求めていて、自

民党もこれを受け入れる方針です。 

このため憲法審査会で具体的な改正論議が始まる見通しは

立っておらず、自民党内でも、今の国会で議論を深め、各

党と合意形成を進めるのは厳しいという見方が強まってい

ます。 

 

憲法 今こそ知ろう 解説本が注目集める 教科書復刻

版／改憲草案「パロディー」 

毎日新聞2018年5月3日 東京朝刊 

https://mainichi.jp/ch151126781i/%E6%86%B2%E6%B3%95
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復刻した「あたらしい憲法のはなし」を読む童話屋の田中

和雄さん＝東京都杉並区で２０１８年４月６日午後０時１

７分、金子淳撮影 

 憲法改正に向けた動きがある中、２冊の憲法関連本が売

れ続けている。終戦後に旧文部省が出した教科書の復刻版

「あたらしい憲法のはなし」（童話屋）と、自民党が２０１

２年に発表した改憲草案を「解説」したパロディー本「あ

たらしい憲法草案のはなし」（太郎次郎社エディタス）だ。

３日の憲法記念日を前に、出版に関わった人たちは「憲法

への関心が高まってほしい」と願いを込める。【金子淳】  

 「あたらしい憲法のはなし」は憲法施行直後の１９４７

年、中学１年用の社会科教科書として発行された。憲法を

「日本国民ぜんたいの意見で、自由につくられたもの」と

説明し、９条の戦争放棄については「心ぼそく思うことは

ありません。日本は正しいことを、ほかの国よりさきに行

ったのです」と説く。復刻した童話屋の田中和雄さん（８

３）は「憲法を分かりやすく熱血的に解説している」と評

価する。  

 田中さんは終戦間際、疎開先の栃木県で米戦闘機に機銃

掃射を受け、近くの川に飛び込んで九死に一生を得た経験

を持つ。約２０年前、「憲法の教科書」に出会い、「今の子

供たちにも読んでほしい」と０１年に発行した。以来、売

り上げは約２３万部に上る。  

 昨年の憲法記念日、安倍晋三首相は改憲派の集会に寄せ

たビデオメッセージで２０年の改正憲法施行を目指す意向

を表明。今年３月には自民党が９条に自衛隊を明記する改

憲案をまとめた。田中さんは「７０年ずっと守ってきたの

に、安倍さんの考えだけで突っ走っているようだ」と懸念

する。  

 京都大の岡田知弘教授（経済学）は今年１月に発行した

「ポケット憲法」に、憲法全文と「あたらしい憲法のはな

し」の抜粋などを掲載した。「憲法が軽んじられているので

はないか。民主主義が崩れつつある今こそ、本を読んで憲

法を知ってほしい」と話す。  

 一方、「あたらしい憲法草案のはなし」は、「自民党の憲

法改正草案を爆発的にひろめる有志連合」（自爆連）が著者。

「国民」に替えて「日本国」を主語とする前文を「『主役は

国で、国民は国の一部分である』というものです」とし、

９条改正で「アメリカがはじめた戦争にも、日本は正々堂々

と武器をもって参加できるようになります」と皮肉を込め

た。  

 １６年の参院選公示日に発売。約４万部を発行した。編

集者の須田正晴さん（４３）は「草案の危うさは今年の自

民党改憲案にも残っている。パロディー本を通じて知って

ほしい」と語る。  

 

憲法記念日 護憲、改憲派が集会 札幌でデモ行進 ／北

海道 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 憲法記念日の３日、札幌市中央区で護憲、改憲双方の立

場の集会があった。  

 大通西３丁目広場では、北海道平和運動フォーラムが「安

倍９条改憲Ｎｏ！＆守ろう憲法集会」を開き、約７００人

（主催者発表）が参加した。  

 同フォーラムの長田秀樹代表は９条に自衛隊の存在を明

記する自民党の憲法改正案について「自衛隊の任務は変わ

らないとしているが、集団的自衛権が認められ、海外で戦

争できるようになってしまう」と指摘。「まずは国会発議に

至らないよう反対していこう」と呼びかけた。参加者は集

会の後、札幌駅までデモ行進をした。  

 日本会議北海道支部などで作る市民団体「美しい日本の

憲法を作る道民の会」は、かでる２・７で集会を開き、約

３００人（同）が参加した。  

 元自衛官で元外務政務官の宇都隆史参院議員は講演で

「国家の防衛力は量と質と意思によって決まる。いざとい

うとき自衛隊を活用し、一致団結して国を守るという意思

の表明は大きな抑止力になる」と自衛隊を憲法に明記する

意義を強調した。集会後、参加者らは「戦争反対だから憲

法改正」というプラカードを掲げ「憲法９条で平和は守れ

ない」「自主憲法制定」と訴えながら市街地を行進した。【山

下智恵、源馬のぞみ】  

 

産経新聞2018.5.3 18:12更新  

【憲法記念日】札幌市内で「美しい日本の憲法をつくる道

民の集い」 航空自衛隊出身の宇都隆史参院議員講演 

「美しい日本の憲法をつくる道民の

集い」で、講演する参院議員の宇都隆史氏＝３日午後、札

幌市中央区（杉浦美香撮影） 

 憲法記念日の３日、「美しい日本の憲法をつくる道民の集

い」が札幌市内で開かれ、航空自衛隊出身の宇都隆史参院

議員が「激変する国際情勢と憲法改正の核心 ～憲法護っ

て国滅ぶでよいのか！～」と題して講演。参加者らは改憲

を求め、市内をパレードした。 

https://mainichi.jp/ch150470243i/%E6%86%B2%E6%B3%95%E8%A8%98%E5%BF%B5%E6%97%A5
http://www.sankei.com/politics/photos/180503/plt1805030033-p1.html
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 主催は「美しい日本の憲法をつくる道民の会」。同会は、

憲法改正の早期実現を目指し、国民世論を喚起啓発するた

めに署名活動などを展開している。 

 この日、約３００人が参加する中、宇都氏は中国機、ロ

シア機に対する航空自衛隊の緊急発進（スクランブル）の

実態に言及。「日本は経済力があり、自衛隊という組織をも

ちながらいまだ安全保障に関して国会、メディア、世論が

一致団結して国を守ろうという話し合いができていない」

と指摘した。 

 そのうえで、「自分たちの国は自分たちで守るという明確

な意思を示すことが、抑止力になり、平和につながる」と

して憲法改正の重要性を説いた。 

 この後、参加者らは、大通公園付近をパレードした。 

 一方、護憲派も市内で「安倍９条改憲ＮＯ！＆守ろう憲

法集会」や憲法記念日学習会などを開いた。 

 

憲法記念日 札幌で集会 

NHK05月03日 19時01分 

憲法記念日の３日、札幌市では憲法を守る立場の団体と憲

法改正を求める立場の団体の双方が集会を開き、それぞれ

の主張を市民に訴えました。 

このうち札幌市中央区の大通公園では憲法を守る立場の

「戦争をさせない北海道委員会」が集会を開きました。 

この中で北海道平和運動フォーラムの長田秀樹代表が「戦

後長きにわたり、日本が平和国家の道を歩むことができた

のは憲法９条のおかげだ。憲法改正の発議を阻止しなけれ

ばなりません」と述べ、憲法改正に反対する立場を主張し

ました。 

一方、憲法改正を求める立場の「日本会議北海道本部」も

札幌市で集会を開きました。 

この中で自民党の宇都隆史参院議員が「自分たちの国を自

分たちで守り平和を保つためには憲法９条に自衛隊を明記

することが必要だ。 

憲法の改正に向けて取り組んでいきましょう」と述べ、自

民党として憲法改正原案を策定し、発議を目指していく考

えを示しました。 

憲法改正をめぐっては安倍首相は実現への意欲を示してい

ますが、行政をめぐる問題で与野党の対立が続いているこ

とから自民党内でも今の国会で各党と合意形成を進めるの

は厳しいという見方が強まっています。  

 

護憲、改憲論議に熱 「子供のため守る」「大きな抑止力に」 

札幌、旭川などで集会 

北海道新聞05/04 11:19 更新 

 憲法記念日の３日、護憲、改憲を訴える市民団体などが

それぞれ札幌、旭川両市内で集会を開いた。自民党が３月

にまとめた９条への自衛隊明記など改憲４項目の条文案に

対し、双方から危機感と期待の声が上がり、施行７１年を

迎えた憲法を巡る議論は熱を帯びている。 

 

憲法９条の改正に反対する横断幕を持ちながらスピーチを

聞く参加者たち＝札幌市中央区 

 

 学者らでつくる「戦争をさせない北海道委員会」は、札

幌市中央区の大通公園で集会を開き、主催者発表で７００

人が参加した。 

 同市東区の保育士堀紘子さん（２３）は壇上で、自民党

の改憲案や、集団的自衛権行使を一部容認する安全保障関

連法を挙げて「戦争のない未来へのレールが取り払われつ

つある」と批判した。高校生の時、広島市での原水爆禁止

世界大会に参加し、被爆者の話を聞いたことで戦争の悲惨

さを痛感したといい、「子供たちの幸せのため、大人が平和

憲法を守らなければいけない」と力を込めた。 

 一方、改憲派の「美しい日本の憲法をつくる道民の会」

は、札幌市中央区の「かでる２・７」で集会を開催、３０

０人（主催者発表）が参加した。講師で元航空自衛官の宇

都（うと）隆史参院議員（自民党）は「命を懸けて現場に

急行したとき国民が背中を押してくれるだろうか、という

のが現職自衛官の思い」と指摘。９条への自衛隊明記につ

いて「自衛隊の位置づけを国の意思として示せば、大きな

抑止力になる」と強調した。参加した中央区の主婦中島か

すみさん（６５）は取材に「国際情勢が厳しくなる中、自

分たちの手で国を守らないといけない。今の自衛隊の位置

づけは中途半端で、憲法で定める必要がある」と話した。 

 

日本国憲法 施行７１年 「緊急事態条項新設の必要性感

じない」 災害時の権限、自治体に 陸前高田市・戸羽太

市長 ／岩手 

毎日新聞2018年5月4日 11:12 

 日本国憲法は３日、施行から７１年を迎えた。憲法改正

を目指す自民党は３月までに改憲条文案をまとめ、大規模

災害時に内閣に権限を集中させる「緊急事態条項」の新設

を盛り込んだ。東日本大震災の犠牲者が県内で最も多い陸

前高田市の戸羽太市長に改憲論議への思いを聞いた。  

復興事業遅らす国、県の許認可権  

https://www.hokkaido-np.co.jp/article_photo/list?article_id=186472&p=1416960&rct=n_hokkaido
https://www.hokkaido-np.co.jp/article_photo/list?article_id=186472&p=1416960&rct=n_hokkaido
https://www.hokkaido-np.co.jp/article_photo/list?article_id=186472&p=1416960&rct=n_hokkaido
https://www.hokkaido-np.co.jp/article_photo/list?article_id=186472&p=1416960&rct=n_hokkaido
https://mainichi.jp/ch150474159i/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%9B%BD%E6%86%B2%E6%B3%95
https://www.hokkaido-np.co.jp/article_photo/list?article_id=186472&p=1416960&rct=n_hokkaido
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 自民党は憲法改正で緊急事態条項を新設するとしている

が、必要性を感じない。大災害時に内閣に権限を集中させ

るのは、被災現場を抱える私たちとは逆の考え方だ。人命

救助や、その次の復興をスムーズに進めるため、主導的な

権限は被災した自治体が持つべきだ。  

 東日本大震災による死者・行方不明者数が１７００人を

超える陸前高田市では、新たな町をつくる土地区画整…  

 

憲法記念日 「加憲」の問題点講演 秋田で憲法守る県民

集会 ／秋田 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 憲法記念日の３日、「平和憲法をまもる県民集会」が秋田

市内で開かれた。一橋大名誉教授の浦田一郎氏（憲法学）

が、自衛隊を憲法９条に明記する「加憲」の影響や問題点

について講演した。  

 集会は、県労連など２４団体がつくる「憲法改悪反対県

センター」が主催し、今年で４０回目。この日は約４００

人が集まった。  

 浦田氏は「改憲論の今 自衛隊加憲論を中心に」と題し

講演。集団的自衛権の問題など自衛隊を取り巻く数十年間

の日米関係の変遷などに触れ、「自衛隊加憲論にはこうした

客観的な背景がある。安倍晋三首相の後も、同じような議

論は続くだろう」と指摘した。  

 さらに現在の改憲議論については、「自衛隊加憲によって

国民が慣れたところで、（戦力の保持を禁じた）９条２項の

明文改憲を提起するのではないか」と展望を語った。  

 また講演後には、参加者によって「安倍９条改憲を許さ

ず、憲法をまもり生かそう」とする集会アピールが採択さ

れた。【川口峻】 

 

宮城）憲法つくった 宮城の先人たちのリレー 

朝日新聞デジタル石橋英昭2018年5月3日03時00分 

千葉卓三郎  

 

 一人ひとりが自由に生きる権利を持ち、それを保障する

のが憲法――。そう信じ、発言し、闘った宮城の先人たち

がいる。その思想のバトンは幕末以来、走者から走者へと

受け継がれてきた。ジャーナリスト大和田雅人さん（５７）

が、新著「憲法とみやぎ人 草の根デモクラシーのバトン

リレー」（河北新報出版センター）で描きだした。 

 リレーの第１走者は幕末の仙台藩士、玉虫左太夫（さだ

ゆう）。幕府の米国使節団に同行して、かの国で触れた政治

のしくみを記録集で伝えた。「衆と会議して、其の見る処の

多きを以て決す」「国例（立法）に至りては、大統領と雖（い

えど）も之を守りて犯す能わず」――。 

 玉虫は仙台藩の藩校・養賢堂で教壇に立つ。そこで学ん

だのが千葉卓三郎。戊辰戦争従軍後、明治の東京で教師と

なり、仲間と議論して私擬憲法をまとめた。国民の権利、

法の前の平等や三権分立をうたい、後に土蔵で文書が発見

された時、「明治の草の根民主主義」と驚きを与えた「五日

市憲法草案」だ。 

 明治維新から間もなく、各地で… 

 

改憲巡り各党の動き活発に 与党、不祥事続きで論議進ま

ず 野党、護憲掲げ足並みそろえる 

河北新報2018年05月04日金曜日 

自民が開い

た憲法改正フォーラム。憲法改正を巡る各党の動きが活発

https://mainichi.jp/ch150470243i/%E6%86%B2%E6%B3%95%E8%A8%98%E5%BF%B5%E6%97%A5
http://www.asahi.com/sns/reporter/ishibashi_hideaki.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180430002596.html
http://www.asahi.com/topics/word/草の根.html
http://www.asahi.com/topics/word/河北新報.html
http://www.asahi.com/topics/word/三権分立.html
http://www.asahi.com/topics/word/草の根.html
http://www.asahi.com/topics/word/明治維新.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180430002596.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180430002598.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180430002599.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180430002600.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180430002601.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180430002597.html
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になっている 

 安倍晋三首相が意欲を示す憲法改正を巡り、宮城県内各

党の動きが活発になっている。改憲、護憲の論陣を張る与

野党は集会や街頭で市民の理解を得ようと懸命だ。森友・

加計学園問題などで内閣支持率が下がる中、与党は改憲の

先行きに危機感を抱く。野党は政権批判を強め、政局化の

様相を帯び始めた。 

 自民党衆院宮城１、２区の両支部は３日の憲法記念日を

前に、４月２８日、仙台市青葉区で憲法改正フォーラムを

初めて開いた。党憲法改正推進本部顧問の下村博文元文部

科学相を招き、約３００人が出席した。 

 党は３月、憲法９条に自衛隊を明記するなどの改正憲法

案をまとめた。下村氏は「自衛隊の存在が国民に認められ

ているのに、違憲の指摘があるのは政治の無責任」と強調。

政権の不祥事に攻勢を強める野党を「憲法論議は政局とは

関係ない。国会審議に応じるべきだ」とけん制した。 

 党県連憲法改正推進本部長の相沢光哉県議は相次ぐ不祥

事を踏まえ、「憲法を正面切って議論しにくい状況だ」と認

めつつ、「改憲を実現できるのは安倍政権しかない。何とか

年内の国会発議に持ち込んでほしい」と話す。 

 公明党県本部は２日、井上義久幹事長を招き、青葉区で

街頭演説会を開催。井上氏は憲法３原則の堅持を掲げた上

で「時代のニーズに対応し、新しい条項を書き加える『加

憲』が現実的ではないか」と訴えた。庄子賢一県本部代表

は「期限を切って結論を出す話ではない」とくぎを刺す。 

 野党は護憲と安倍１強批判で足並みをそろえる。立憲民

主党県連の岡本章子代表は、１日に青葉区であった県労連

のメーデー集会に初めて招かれ、県内の共産党関係者と共

に「改憲反対」の気勢を上げた。 

 立民県連は１９日に行うタウンミーティングで、憲法と

民主主義をテーマに据える予定だ。鎌田さゆり幹事長は「国

民の暮らしが疲弊する中、やるべきことは改憲ではない」

と言い切る。 

 共産党県委員会は９条改正に反対する３０００万人の署

名を集める全国運動への協力を呼び掛ける。中島康博委員

長は「共感を広げる」と意気込む。 

 社民党は、市民団体が４月２１日、青葉区で開いた勉強

会に福島瑞穂副党首が出席し「うそまみれの安倍政権を退

陣に追い込むことが改憲を遠ざける唯一の道だ」と指摘。

岸田清実党県連代表も「問題噴出の政権では憲法の『け』

の字も議論できない」と批判した。 

 

＜問う論じる 改憲の行方＞（上）被災者支援 多様性欠

く 

河北新報2018年05月04日金曜日 

市村高志（いちむら・たかし）１９７０

年、横浜市出身。両親の故郷に近い富岡町に９３年に移住

し、損保代理業などを営む。福島第１原発事故で東京都に

一家６人で避難。２０１２年に避難者有志でとみおか子ど

も未来ネットワークを設立。法政大大学院に在学中。共著

に「人間なき復興」など。 

 安倍政権で不祥事が相次ぎ、憲法改正論議は深まってい

ない。自民党が示した改憲４項目の他にもテーマは多岐に

わたる。東京電力福島第１原発事故の避難者支援、若者の

労働問題や政治参加に取り組む団体の代表者に憲法を巡る

課題を聞いた。 

◎ＮＰＯ法人とみおか子ども未来ネットワーク理事長 市

村高志さん 

 －原発事故で、福島県富岡町は昨春まで全域で避難指示

が続いた。 

＜理念と違う現実＞ 

 「突然、避難の当事者になり、苦しいし悩んだし、訳が

分からなかった。東日本大震災の前までは憲法の存在を感

じないで生きてこられたが、足元から見詰め直すと、憲法

の理念とこの国の現実がなぜこんなに違うのか疑問だ」 

 －ＮＰＯ活動の傍ら大学院で公共政策を学ぶ。 

 「憲法で地方自治の定義は４条しかない。改めて概念を

考えると驚きがあるが、地方公共団体の裁量権が相当多く、

住民の合意形成や多様性を尊重していると解釈してもいい

と思う。ところが、被災地では『憲法－法律－条例』とい

う立て付けでみると、行政は法を守ることを重視するだけ

で、多様性がないがしろにされている」 

 －具体的には。 

 「放射能や防潮堤の問題で合意形成を図るのは難しいが、

行政はその責務を果たさず、『合意がないと法律や条例を制

定できないし、政策も打てない』と避難者や被災者に追い

打ちを掛ける。１１条の基本的人権の尊重、１３条の幸福

追求権にそぐわない」 

 －原発事故による避難は憲法の文脈でどうか。 

＜第三の道 尊重を＞ 

 「２２条の居住移転の自由に関わる問題だ。放射能汚染

など不安の要素があまりにも大きく、戻れない人たちがい

る。低線量被ばくの健康問題を含め、健全な生命を維持す
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る環境を自ら手に入れるのは、２５条の生存権の行使と言

える」 

 「帰還する、元に戻すことが復興の大前提になっていて、

避難者への支援は縮小されている。古里に帰る権利、離れ

る権利に加え、第三の道として『いずれ戻るために避難を

続ける権利』も尊重されるべきだ」 

 －復興政策と憲法との整合性は取れているか。 

＜ハード事業優先＞ 

 「避難しても、残るにしても、苦しい現状に変わりはな

い。一人一人が求めてやまない安心安全な生活、幸福追求

権は軽視されていないか。国家権力を縛る憲法を、国民を

縛るものだと勘違いしている者が政治家の側にいる」 

 「復興は地域の話、憲法は人の話。これが一つの乖離（か

いり）だろう。（帰還困難区域の一部で除染やインフラ事業

を国費で行う）『復興拠点』は単なる土地の整備にすぎず、

津波被災地では巨大防潮堤が最たるもの。被災者へのソフ

ト事業より、空っぽのハード事業が優先されている」 

 －震災と原発事故が憲法に投げ掛けたものとは。 

 「極限の状況に陥り、日本全土が揺らいだ。政治主導の

政策決定はたがが外れたように感じる。しょうがないよね

というスタンスで『これもＯＫ、あれもＯＫ。じゃあ改憲

も』といった雰囲気を醸し出した。（関連死を含め）２万を

超える人が犠牲になり、多くの被害が出た現象を簡単に捉

えているような気がしてならない」 

（聞き手は東京支社・瀬川元章） 

 

栃木）護憲・改憲、両派が集会 若者への浸透に苦悩も 

朝日新聞デジタル池田拓哉2018年5月4日03時00分 

改憲派の集会で流さ

れた安倍首相のビデオメッセージ＝２０１８年５月３日午

後１時４０分、宇都宮市陽西町 

 
 憲法記念日の３日、県内でも護憲派と改憲派が集会を開

いた。双方とも高齢の参加者が多く、若い有権者にどう支

持を広げられるか頭を悩ませている。 

 護憲派の市民団体は宇都宮市内で集会を催し、約４００

人が参加した。広渡清吾・東大名誉教授（法社会学）が講

演し、安倍首相を「国家権力の強大化と個人の自由と人権

の制約を進めてきた」と批判。改憲によって「これまで脇

に置かれてきた軍事が政治の真ん中に据えられる危険性が

ある」と指摘した。護憲運動については「憲法の本質を社

会に定着させる営みとして価値がある」と述べ、生存権や

地方自治の理念を広げる努力を訴えた。 

 主催団体の一つ、栃木革新懇の岸田千代事務局長（７４）

は若い有権者との間に壁を感じている。路上で護憲や政権

批判のビラを配っても受け取ってもらえないことが多いと

いう。「若者に共感を広げる取り組みを模索したい」と話す。 

 一方、改憲派の「美しい憲法を考える栃木県民の会」も

同市内で集会を開催。東京で開かれた改憲集会をインター

ネット中継で視聴した。「憲法９条について自衛隊を明記す

べきだ」などと語る安倍首相のビデオも映し出され、約４

０人が真剣に見つめていた。 

 代表発起人の増渕賢一さん（７１）は冒頭、安倍政権の

支持率が低迷していることに触れ、改憲議論の停滞に懸念

を示した。取材に対し「改憲と安倍政権への批判がセット

で語られている。安倍政権がもう一度浮揚することを願い、

支持が比較的高い若年層に改憲への関心を呼び起こしたい」

と話した。（池田拓哉） 

 

憲法記念日 改憲派、護憲派が集会 ／栃木 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 憲法記念日の３日、県内では改憲派と護憲派の団体が集

会を開いた。自民党が改憲案をまとめるなど憲法を巡る動

きが出ている中で、それぞれの立場から憲法について考え

を深めた。  

 宇都宮市陽西町の県護国神社では「美しい憲法を考える

県民の会」が集会を開き、憲法改正の必要性を訴えた。約

４０人が東京であった「第２０回公開憲法フォーラム」の

中継を視聴。安倍晋三首相が「憲法は国の理想の姿を示す

もの。日本の未来を切り開くことにつながる」と話すビデ

オメッセージも流れた。  

 同会事務局長の稲寿（ひさし）さん（６１）は「憲法改

正発議に向け、栃木でも憲法についての議論を深めていき

たい」と話した。  

 同市雀宮町の市立南図書館では護憲派の栃木革新懇など

が集会を開き、約４５０人が参加した。東京大の広渡清吾

名誉教授が「憲法９条改正に反対することは戦争をしたく

ない私たちの希望の実現と、侵略戦争をしないという世界

への約束を果たすことにつながる」などと講演した。  

 同会事務局長の岸田千代さん（７４）は「草の根運動で

国民に憲法改正の危険性を訴え、国民と野党の共闘をより

強くしていきたい」と話した。【李舜】  

https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503002584.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503002584.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503002584.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法記念日.html
http://www.asahi.com/topics/word/宇都宮市.html
http://www.asahi.com/topics/word/安倍晋三.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法.html
http://www.asahi.com/topics/word/生存権.html
http://www.asahi.com/topics/word/地方自治.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法を考える.html
http://www.asahi.com/area/tochigi/
http://www.asahi.com/topics/word/憲法９条.html
http://www.asahi.com/topics/word/安倍晋三.html
http://www.asahi.com/topics/word/安倍政権.html
http://www.asahi.com/topics/word/安倍政権.html
http://www.asahi.com/topics/word/安倍政権.html
https://mainichi.jp/ch150470243i/%E6%86%B2%E6%B3%95%E8%A8%98%E5%BF%B5%E6%97%A5
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503002584.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503002585.html
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群馬）憲法記念日、俳優の宝田明さんらが高崎で講演 

朝日新聞デジタル篠原あゆみ2018年5月4日03時00分 

集 会

で参加者らと歌う宝田明さん＝高崎市高松町 

 

 

 憲法記念日の３日、護憲派と改憲派がそれぞれ県内で集

会を開き、参加者が憲法と向き合った。 

 高崎市高松町の群馬音楽センターでは、「第３４回５・３

憲法記念日集会」が開かれた。「九条の会」や労働組合など

で構成する実行委員会が主催。俳優の宝田明さんと、ジャ

ーナリストで元朝日新聞記者の伊藤千尋さんが憲法や戦争

に関して講演し、約１９００人が耳を傾けた。 

 講演で宝田さんは、旧満州（現中国東北部）のハルビン

で過ごした終戦直後のエピソードを紹介しながら「戦争は

必ず、非戦闘員を巻き込む」と不戦を訴えた。伊藤さんは、

自衛隊を明記する自民党の改憲案を「（戦争放棄や戦力不保

持などを定めた）９条の１項と２項が空文化しかねない」

などと批判した。 

 生後半年の娘を抱いて参加した明和町の主婦篠木瑞穂さ

ん（２５）は「戦争で、こんなに心が痛むことが起こって

いたと知らなかった。娘には、苦しい思いをしない平和な

世の中で育ってほしい」と話した。 

 一方、改憲派の「美しい日本の憲法をつくる群馬県民の

会」が主催する「群馬憲法フォーラム」が前橋市日吉町２

丁目の市総合福祉会館で開かれ、約６０人が参加。同会に

よると、安倍晋三首相やジャーナリストの桜井よしこさん

のメッセージや、自衛隊の被災地などでの活動を紹介する

ＤＶＤなどを上映した。 

 同会の金谷美保事務局次長は「憲法を議論する前に、自

衛隊が被災地などでどんな活動をし、日本の役に立ってい

るか、まず知ってほしい」と話した。（篠原あゆみ） 

 

憲法記念日イベント 護憲、改憲 議論熱く ／群馬 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 憲法記念日の３日、県内でも憲法を考えるイベントが開

かれ、護憲派、改憲派がそれぞれの主張を展開した。  

 高崎市では改憲に慎重な立場をとる弁護士らが「第３４

回憲法記念日集会」を開き、約１９００人が参加した。  

 俳優の宝田明さん（８４）が初主演の映画「ゴジラ」（１

９５４年）を題材に講演した。宝田さんは「核実験で被曝

したゴジラには『世界に核廃絶を訴えるのは日本』との意

味が込められ、世界的な評価を受けている。全ての国会議

員に見てほしい」と語り、「将来、孫や子に『なぜ（改憲に）

反対しなかったの』と言われないためにも、労苦を惜しむ

べきではない」と訴えた。  

 前橋市では「美しい日本の憲法をつくる群馬県民の会」

主催のフォーラムが開かれ、約７０人が参加した。「美しい

日本の憲法をつくる国民の会」共同代表の桜井よしこさん

がＤＶＤを通じて、「憲法改正の発議は国会だが決めるのは

国民。一緒に勉強していきましょう」とあいさつ。県内の

弁護士や地方議員らが意見発表した。  

 前橋市の６０代の主婦は「数年前からインターネットを

使い始め、政治に関心を持つようになった。自衛官が安心

して活動できるように憲法は改正すべきだと思う」と話し

た。【増田勝彦、西銘研志郎】  

 

産経新聞2018.5.3 22:30更新  

【憲法記念日】群馬でヒトラーを模した安倍晋三首相のコ

ラージュ画像が映し出される 俳優の宝田明氏、元朝日記

者が講演 

 憲法記念日の３日、群馬県高崎市の群馬音楽センターで、

「第３４回５・３憲法記念日集会」（５・３憲法記念日集会

実行委員会主催）が開催された。 

 集会では、「ゴジラ」などの映画出演で知られるベテラン

俳優の宝田明氏と、元朝日新聞記者で市民団体「九条の会」

https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503001640.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503001640.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法記念日.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法.html
http://www.asahi.com/topics/word/高崎市.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法記念日.html
http://www.asahi.com/topics/word/九条の会.html
http://www.asahi.com/topics/word/宝田明.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法.html
http://www.asahi.com/topics/word/旧満州.html
http://www.asahi.com/topics/word/中国東北部.html
http://www.asahi.com/topics/word/非戦闘員.html
http://www.asahi.com/topics/word/自民党.html
http://www.asahi.com/topics/word/戦争放棄.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法.html
http://www.asahi.com/area/gunma/
http://www.asahi.com/topics/word/憲法.html
http://www.asahi.com/topics/word/前橋市.html
http://www.asahi.com/topics/word/安倍晋三.html
http://www.asahi.com/topics/word/桜井よしこ.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法.html
https://mainichi.jp/ch180513117i/%E6%86%B2%E6%B3%95%E8%A8%98%E5%BF%B5%E6%97%A5%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%88
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503001640.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503001646.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503001654.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503001663.html
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世話人の伊藤千尋氏が講演した。 

 ８４歳の宝田氏は満州・ハルビン出身。「俳優として人間

として」と題した講演で、自身の戦争体験を振り返り、旧

ソ連兵に銃弾で撃たれた体験などから、「ソ連という国全体

を否定してしまう。戦争は憎しみしか残らない」と述べ、

「旧日本軍も同じだ」と続けた。 

安倍晋三首相をヒトラ

ーに模したコラージュ画像。右下は伊藤千尋氏＝３日、群

馬県高崎市（糸魚川千尋撮影） 

 さらに、現職の国会議員のほとんどが戦争を経験してい

ないとしたうえで、安倍政権の目指す憲法改正について、

「しゃくに触る。私は怒っております」と語気を強めた。 

 伊藤氏は「（憲法）９条は世界に広がっている。９条をほ

しがっている人が世界中にいるかもしれない」と話した。 

 壇上のスクリーンには、安倍首相をヒトラーに模したコ

ラージュ画像が映し出して、安倍政権を批判する場面もあ

った。 

 

産経新聞2018.5.4 07:03 

憲法記念日 「自衛隊違憲論に終止符を」 護憲派「戦争

は憎しみしか…」 群馬 

 憲法記念日の３日、県内で開かれた改憲派の集会では、

「自衛隊の違憲論争に終止符を」といった声が多く聞かれ

た。一方、護憲派の集会では「９条は世界で広がっている」

などの主張が繰り広げられた。 

 ■改憲派 

 前橋市で開かれた「群馬憲法フォーラム」（美しい日本の

憲法をつくる群馬県民の会主催）では、安倍晋三首相（自

民党総裁）が東京都内で開かれた憲法フォーラムに寄せた

ビデオメッセージを上映。登壇者が憲法改正へ向けて提言

した。 

 弁護士の田中善信氏は、自衛隊を「違憲」とする憲法学

者を念頭に「国を守るのは自衛隊であって、憲法学者では

ない。憲法を改正し、『自衛隊は違憲だ』という議論に終止

符を打つのは正しい」と述べた。 

 自民党の南波和憲県議は、憲法改正を国民に提案する「発

議」の後に実施する国民投票について、「制度的な部分も熟

知できるように進めていく必要がある」と指摘。元自衛官

で群馬県隊友会長の小島健二氏は「（自衛官の）やる気をそ

ぐような現行憲法は憲法ではない」と訴えた。 

 終盤では、県内の各衆院選挙区に「国民投票連絡会議」

を近日中にも設立することなどを盛り込んだ声明文が採択

された。 

 ■護憲派 

 高崎市の群馬音楽センターでは、護憲派による「第３４

回５・３憲法記念日集会」（５・３憲法記念日集会実行委員

会主催）が開かれた。講演では、俳優の宝田明氏と、ジャ

ーナリストで市民団体「九条の会」世話人の伊藤千尋氏が

登壇。改憲に異を唱えた。 

 宝田氏は「戦争は憎しみしか残らない」とし、戦時中に

出身地の満州・ハルビンで見たソ連軍の蛮行、自らもソ連

軍に撃たれた経験から反戦への思いを訴えた。また、「今は

戦争を知る代議士がいない」と述べ、改憲について「何を

間違っているのか。しゃくにさわる」と怒りをあらわにし

た。終盤には、反戦への願いを込めた自作の歌を披露し、

名曲「青い山脈」を来場者とともに歌った。 

 伊藤氏は「日本を良い国にする具体的モデルが必要」と

主張し、「平和憲法国家」としてコスタリカを紹介。安倍政

権を「戦争回避の政策は実施せず、国民に防衛をひたすら

強いているだけだ」と批判した。 

 

改憲派・護憲派 それぞれ訴える 憲法記念日に前橋、高崎

で集会 

東京新聞2018年5月4日 

 戦争体験を語る宝田さ

ん＝高崎市で 

 

◆宝田明さん 生々しい戦争体験 

 憲法記念日の三日、県内でも護憲派、改憲派がそれぞれ

集会を開いた。護憲派の集会では過酷な戦争体験から改憲

反対と平和の大切さが訴えられた。また、安倍晋三首相（自

民党総裁）の（戦力不保持と国の交戦権の否定を規定した）

九条二項を残して自衛隊を明記する改憲手法を批判した。

一方、改憲派の集会では九条に自衛隊を加える形での改憲

を「現実的」として進めるよう求める声が上がった。 

 高崎市の群馬音楽センターでは、県内の九条の会や労組

などでつくる実行委員会が主催した「第３４回憲法記念日

集会」が開かれた。俳優の宝田明さんが自身の生々しい戦

争体験を語り、平和と護憲を訴えた。 

http://www.sankei.com/politics/photos/180503/plt1805030057-p1.html
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 宝田さんは旧満州（中国東北部）のハルビン出身。終戦

後はソ連軍が侵攻してきて、ソ連兵が女性に暴行したり略

奪行為をしたりするのを見たという。 

 見張りのソ連兵に右腹を撃たれたことも。二、三日たつ

と化膿（かのう）してきたが、病院が接収されていたため

麻酔なしで焼いた裁ちばさみを使って弾を摘出された。 

 「今でも梅雨時になると痛みを感じる。私はロシアとい

う国を許せない。全体を否定してしまう」と心境を明かし

「戦争というものは憎しみしか残らない。集団的自衛権を

容認したり憲法改正をしようとしたりする動きがあるが、

私は怒っている」と語った。 

 ジャーナリストで九条の会世話人の伊藤千尋さんも講演。

スペイン領カナリア諸島やトルコに平和を考える目的で日

本の憲法九条の碑が建てられていることを紹介し「日本で

は九条をなくそうという動きがあるが、世界では広がって

いる」と強調した。  （原田晋也） 

      ◇ 

 護憲派の市民や団体でつくる５・３憲法記念日行動県実

行委員会は、前橋市の群馬会館で「市民の集い」を開き、

憲法九条改正反対や、改憲を目指す安倍政権の退陣などを

訴えた。 

 憲法学者で日本体育大学の清水雅彦教授が「とめよう！

安倍９条改憲と『戦争する国』づくり」と題し、自民党改

憲案の問題点などを講演。清水さんは「憲法九条二項を残

しつつ自衛隊を明文化する九条改憲案は巧妙。自衛隊の活

動に歯止めがなくなる」と指摘。「憲法前文と九条の平和主

義は人類の戦争違法化の歩みの中で最先端のもの」と評価

し、「市民と労組、野党の共闘で守っていかなければならな

い」と語った。 

 講演に先立ち、米軍の沖縄・普天間飛行場へのオスプレ

イ強行配備や北部訓練場ヘリコプター離着陸帯（ヘリパッ

ド）整備に反対する住民らの活動などを記録したドキュメ

ンタリー映画「Ｔｈｉｓ ｉｓ ａ オスプレイ」を上映。

オスプレイ配備の問題点や群馬上空でも訓練飛行が懸念さ

れる現状などを紹介した。最後に「安倍政権による憲法破

壊を許さず、平和憲法を守り生かして命と暮らしが大切に

される平和な社会を取り戻す」とのアピールを採択した。  

  （石井宏昌） 

 

「国民投票連絡会議」設立へ 「自衛隊明記が現実的」 

東京新聞2018年5月4日 

  改憲を主張する「美しい日本の憲法をつくる群馬県民の

会」（略称・県民の会）の主催する「平成３０年群馬憲法フ

ォーラム」が前橋市総合福祉会館ホールで開かれた。 

 発言者の多くが安倍首相の進める九条二項を残し、自衛

隊を明記する形での改憲を目指すのが現実的として支持を

表明。この日会場で採択された声明文には世論喚起のため

の推進母体として県内衆議院選挙区に「国民投票連絡会議」

を近日中に設立することを盛り込んだ。 

改憲派が開いた「群馬憲法

フォーラム」＝前橋市で 

 

 フォーラムでは安倍首相が同日、東京都内で開かれた憲

法改正を訴える会合に寄せた九条に自衛隊を明記する必要

性を重ねて強調したビデオメッセージなどを上映。その後、

県議や元自衛官ら六人がそれぞれ意見を述べた。 

 県民の会会長代行の南波和憲県議（自民）は「九条二項

を残し自衛隊を明記するのが（自民）県連の大勢で、理解

を得られている」と説明した。 

 会場の参加者からは「（改正に進めば）左翼や反日マスコ

ミは憲法を守ろうとすさまじい宣伝工作をする。負けない

ようにすべきだ」との意見もあった。  

  （竹島勇） 

 

埼玉）憲法記念日考えた 護憲、改憲両派が集会や署名 

朝日新聞デジタル森治文、小笠原一樹2018年5月4日03

時00分 

改憲の賛同を募る署名活動＝大宮

駅前 

 

 憲法記念日の３日、埼玉県内外で憲法を考える集会や署

名活動などがあった。 

 東京の有明防災公園であった「５・３憲法集会」には、

「九条の会・さいたま」から１６人が参加。メンバーでさ

いたま市浦和区の木村孝司さん（７２）は生後間もなく空

襲にあった経験などから、「戦争に道を開くような改憲には

反対だ」と、２年前から自宅の門に「憲法九条を変えるな」

https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503002647.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503002647.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法記念日.html
http://www.asahi.com/area/saitama/
http://www.asahi.com/topics/word/憲法を考える.html
http://www.asahi.com/topics/word/署名活動.html
http://www.asahi.com/topics/word/署名活動.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法.html
http://www.asahi.com/topics/word/九条の会.html
http://www.asahi.com/topics/word/さいたま市.html
http://www.asahi.com/topics/word/さいたま市.html
http://www.asahi.com/topics/word/浦和区.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法９条.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503002647.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503002676.html
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と記したのぼりを掲げる。３年連続で、この集会に参加し

ているという。「改憲を許さない」といった壇上からの主張

に、「そうだ！」と声を張り上げた。 

 朝まで降った雨で「どのくらいの人が来るだろうか」と

心配したが、公園をぎっしり埋めた人の波に「改憲の動き

に危機感が強いせいだろう」と話す一方、「若い人が少ない

のはさみしい」と今後の世論の行方に不安も漏らした。 

 市民団体の「美しい日本の憲法をつくる県民の会」など

は大宮駅西口で、自衛隊を憲法に明記する改憲の必要性を

訴えて署名活動を実施した。 

 署名した、さいたま市西区の井田久枝さん（８０）は「絶

対に戦争はしてはならないが、自衛隊は日本を守ってくれ

ている。災害でも活躍する自衛隊の存在を憲法９条に付け

加えて認めた方がいいのでは」。桶川市の自営業藤野克美さ

ん（５３）は「ＧＨＱがつくった憲法はすでに時代遅れだ。

自衛隊を日本を守る軍隊として認めれば、特に若者で薄れ

ている愛国心や、他者を敬う気持ちにもつながると思う」

と話した。同会運営委員の染谷高実さん（６８）は「もう

米国頼みにできない一方、北朝鮮などが日本の脅威になっ

ている。改憲して対応しないといけない」と話した。 

 ４日にはさいたま市で「憲法フォークジャンボリーｉｎ

彩の国２０１８」、５日には狭山市で「憲法フォーラムｉｎ

埼玉」などがある。（森治文、小笠原一樹） 

 

憲法記念日 各団体主張訴え 護憲派も改憲派も街宣 

／埼玉 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 憲法記念日の３日、護憲を掲げる団体と改憲を目指す団

体が街頭活動を行い、それぞれの主張を訴えた。  

 「守ろう憲法・オール所沢」連絡会と所沢革新懇、野党

共闘８区の会は共同で、所沢市の所沢駅東口で街頭宣伝を

した。約６５人が参加し「公文書の改ざんや隠蔽（いんぺ

い）で国民の知る権利をないがしろにしている」などと、

憲法の内容が守られていないと批判。「９条改憲ＮＯ！」と

書かれたカードや横断幕を示し、自民党の改憲案に反対す

るビラを通行人に配った。  

 一方、憲法改正を求める地方議員らで作る「美しい日本

の憲法をつくる埼玉県民の会」は、さいたま市大宮区のＪ

Ｒ大宮駅前で憲法改正に賛同を求める署名活動を行い、憲

法への自衛隊の明記などを訴えた。同会の運営委員、染谷

高実さんは「今の憲法では現状に合わなくなってきている。

憲法を改正する必要性を訴えていきたい」と話した。【清藤

天、内田幸一】  

 

産経新聞2018.5.4 07:08 

美しい日本の憲法をつくる埼玉県民の会、改憲へ署名活動

を展開 

 憲法記念日に合わせて、「美しい日本の憲法をつくる埼玉

県民の会」（松永光会長）が３日、さいたま市内で憲法改正

に向けた１千万人署名活動を行った。ＪＲ大宮駅西口のデ

ッキ上で、憲法への自衛隊の明記などを呼びかけた。 

 県民の会運営委員の染谷高実さん（６８）は「今は米国

主導で世界を治める時代ではない。日本も自分自身で守る

必要が出てきた。中国の覇権主義や北朝鮮の脅威がある中、

自衛隊の存在が憲法で保障されなければならない」と訴え

た。県民の会によると、県内では２８万人の署名を目標と

しているが、すでに達成しているといい、上積みを目指し

ている。 

 また、この日は自民党の牧原秀樹衆院議員らが主催する

憲法改正に向けた「憲法フォーラムｉｎさいたま」がさい

たま市内で開催され、約３００人が集まった。 

 

茨城）憲法記念日 改憲派、護憲派がそれぞれ訴え 

朝日新聞デジタル益田暢子2018年5月4日03時00分 

「平和

憲法を守ろう」と訴えながらデモ行進する市民ら＝水戸市 

 
 憲法記念日の３日、水戸市内で憲法を考える集会やデモ

行進があった。施行から７１年。憲法にさまざまな思いを

持つ人たちが、改正の是非を訴えた。 

 憲法を守る立場では、みと文化交流プラザで「憲法施行

７１周年 憲法擁護市民のつどい」、千波湖畔では「憲法フ

ェスティバル」が開かれた。 

 市民のつどいを主催したのは市民団体「茨城平和擁護県

民会議」。集会では、海渡雄一弁護士が「安倍政権の９条・

緊急事態改憲を許さない」と題して講演。海渡弁護士は「平

和安全法制（安全保障法制）で自衛隊は任務を拡大された。

改憲によって一番被害を受けるのは自衛隊員だ」と訴えた。 

 改憲派の「美しい日本の憲法をつくる茨城県民の会」は、

県立県民文化センターで「憲法フォーラムｉｎ茨城」を開

いた。 
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http://www.asahi.com/topics/word/桶川市.html
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 集会では、同会代表の狩野安・元参院議員が「未曽有の

災害で深夜を問わず、命をかけて国民のために働いてくれ

る自衛隊を認知し、感謝しなければいけない。憲法改正の

なかで、自衛隊の明記を認めていただきたい」とあいさつ。

自衛隊の活動をまとめたドキュメンタリー映像が上映され

た後、憲法改正に向けた啓発推進を誓う声明文が読み上げ

られた。 

集会参加者の思いは 

 憲法を守るのか、変えるのか――。それぞれの立場から

憲法に向き合った二つの集会で、参加者の思いを聞いた。 

 「９条は守る必要がある」と力を込めるのは、護憲派の

集会に参加した水戸市加倉井町の鈴木一枝さん（８１）。父

親がフィリピンで戦病死し、母親が女手一つで鈴木さんら

３人の子供を育てた。「大変な苦労があった。あんな戦争を

二度としてはいけない」と話し、「若い世代はもっと関心を

もって考えてほしい」と呼びかけた。 

 同市新荘１丁目の茂木貞夫さん（８４）も戦争を経験し

たからこそ、「自衛隊を明記すると戦争につながるのではな

いか」という不安が消えない。「僕らの世代の務めはこうし

て声を上げて、次の世代が悲惨な戦争にあわないようにす

ることだ」と話した。 

 改憲派の集会では、朝日新聞の取材に応じる人はほとん

どいなかった。参加した同市千波町の会社員、岡本松子さ

ん（５９）は「憲法改正については正直、あまり考えたこ

とがなかった」といい、「被災地で支援活動をする自衛隊は

ありがたい存在なので、憲法に記すのは当然だと思う」と

述べた。（益田暢子） 

 

憲法記念日 憲法９条守ろう」 水戸で市民ら１８０人集

会 ／茨城 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 憲法記念日の３日、護憲派市民らでつくる「茨城平和擁

護県民会議」は、水戸市五軒町１のみと文化交流プラザで

「憲法擁護市民のつどい」を開いた。デモ行進もあり、「憲

法９条を守ろう」と声を上げた。  

 約１８０人（主催者発表）が参加したつどいでは、日本

弁護士連合会の元事務総長、海渡雄一弁護士＝第２東京弁

護士会＝が「安倍政権の憲法改悪を許さない」との題で講

演。安倍晋三首相が戦争放棄などを記す憲法９条に自衛隊

を明記するよう提起したことについて、「日本を戦争する国

に作り替えようとしている」と主張した。  

 集会後、約１５０人（同）が「９条壊すな」と書かれた

プラカードを手にＪＲ水戸駅までの約１キロをデモ行進し

た。  

 県民会議の鈴木博久代表は「憲法９条を守り、政府は平

和外交をしてほしい」と話した。【加藤栄】  

 

茨城新聞2018年5月4日(金) 

憲法記念日、県内で訴え 改憲派「自衛隊明記を」/護憲派

「戦争放棄守れ」 

 

憲法改正の必要性を訴えた「憲法フォーラム in茨城」=水

戸市千波町の県民文化センター 

憲法施行から 71 年を迎えた 3 日、憲法記念日に合わせた

集会が県内各地で開かれた。衆参両院の改憲勢力が発議に

必要な3分の2以上を占め、自民党が3月に改憲条文案を

まとめた中で迎えたこの日、改憲派は厳しい世界情勢を踏

まえ自衛隊の9条明記など自主憲法の確立を掲げた。一方、

護憲派は戦争放棄の死守を掲げ、軍事優先の国づくりにつ

ながる「改悪」を阻止しようと訴えた。 

■改憲派 

水戸市千波町の県民文化センターでは「憲法フォーラム in

茨城」(美しい日本の憲法をつくる県民の会主催)が、自民党

県連の国会議員や県議らを中心に約 300 人(主催者発表)を

集め開かれた。 

同会の狩野安代表は「憲法を私たちの手でつくるため、易

しく分かりやすい言葉で声掛けを」とあいさつ。田所嘉徳

衆院議員は「改憲に今ほど真剣に向かっている時はない」

として、朝鮮半島情勢や相次ぐ天災などを考慮し、時代の

変化に合わせた改憲に理解を求めた。 

同党県連の田山東湖幹事長、海野透会長代行らは、占領下

にGHQが主導した憲法制定やその後の歴史を説明して改

憲の必要性を強調。田山氏は「改憲案も戦争放棄は維持、

徴兵制などあり得ない。自民王国の茨城が先頭に立って問

題に向かいたい」、海野氏は「日本を守る自衛隊を憲法で認

める。今こそ一歩踏み出すべき」とそれぞれ述べた。 

那珂市の会社員、戸井田順子さん(53)は「自衛隊の見方が

変わり改憲に心が傾いた。国会も森友・加計学園だけでな

く憲法議論をしっかりしてほしい」と参加した感想を話し

た。 

■護憲派 

水戸市千波町の千波公園では「憲法フェスティバル」(実行

委員会主催)が約千人(主催者発表)を集め開かれた。実行委

の田村武夫代表は「改憲で軍事活動の縛りを解体したいだ

けだ」として安倍政権の退陣を求めた。集会では「憲法問

題の最前線は沖縄」として沖縄にまつわるテーマを議論し

た。 

沖縄戦被害者の国賠訴訟に関わる瑞慶山茂弁護士は「首相

は、まず戦争被害者の救済をしてから憲法論議をすべき」

http://www.asahi.com/topics/word/憲法改正.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法改正.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法.html
http://www.asahi.com/topics/word/水戸市.html
http://www.asahi.com/topics/word/フィリピン.html
http://www.asahi.com/topics/word/戦病死.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法改正.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法.html
https://mainichi.jp/ch150470243i/%E6%86%B2%E6%B3%95%E8%A8%98%E5%BF%B5%E6%97%A5
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と指摘。戦前の行為に関し国が賠償責任を負わない「国家

無答責論」や、国民全体が大変な思いをしたので我慢すべ

きという「戦争被害受忍論」などを批判した。 

宮古島ピースアクションの清水早子代表は、米軍基地問題

に隠れて宮古島などで進む自衛隊の基地化を説明。「離島は

緊張状態の最前線。陸海空自の展示場状態だ。憲法で公認

されれば堂々と基地化が進む」と懸念を示した。 

日立市から参加した主婦、高橋さくらさん(33)は「茨城に

いると分かりにくい沖縄の話を聞き、連帯しなければと感

じた。戦争の反省の上にある今の憲法を守りたい」と話し

た。 (黒崎哲夫) 

 

「憲法守れ」と書かれたプラカードを掲げシュプレヒコー

ルを上げる参加者=水戸市千波町の千波公園 

 

沖縄からみた平和考える 水戸で憲法フェス 反戦活動

の２人招き 

東京新聞2018年5月4日 

 「沖縄から見た憲法９条」について語る瑞慶山さん

（中）と清水さん（右）＝水戸市で 

 

 平和主義を掲げた憲法九条の大切さを考える「憲法フェ

スティバル」（実行委員会主催）が三日、水戸市の千波公園

で開かれ、沖縄県の反戦活動に関わる二人のゲストが「い

ま、沖縄からみる戦争法と憲法九条」をテーマに語った。 

 ゲストは太平洋戦争の沖縄戦で被害を受けた民間人らが

国を訴えた原告団の瑞慶山（ずけやま）茂弁護団長と、沖

縄・宮古島の住民団体「ミサイル基地いらない宮古島住民

連絡会」の清水早子さん。 

 瑞慶山さんは「戦争で死んだり負傷した民間人に補償を

していないのに、国民を守るため安全保障関連法を制定す

るという政府はまやかし」と批判した。 

 清水さんは陸上自衛隊のミサイル基地に続き、弾薬庫や

海上保安庁の射撃訓練場の建設計画が進む宮古島の現状を

紹介。「国がつくり出す危険な緊張の最前線になっている」

と訴えた。 

 九条に自衛隊を明記する自民党の改憲案について、瑞慶

山さんは「消防や警察は憲法に規定されない。自衛隊だけ

特別な存在になる」と説く。参加者は千人（主催者発表）

で「憲法九条を次世代に引き継ぐ」としたアピールを採択

した。 

 また、水戸市のみと文化交流プラザでは、茨城平和擁護

県民会議主催の集会があり、参加者が護憲を訴え、ＪＲ水

戸駅周辺をデモ行進した。 （酒井健） 

 

憲法カフェ 県内に広がり 「政治活動」市民ら心配する

声も きょう施行７１年 ／千葉 

毎日新聞2018年5月3日 地方版 

 安倍晋三首相が改憲に意欲を示す中、お茶やコーヒーを

片手に憲法を学ぶ「憲法カフェ」が県内でも広がっている。

ただ、開催する市民からは「政治活動とみられないか心配

だ」「世間話で憲法には触れにくい」との声も漏れる。３日

で施行から７１年を迎える憲法は、身近なテーマとなって

いるのだろうか。【斎藤文太郎】  

 「制服がある中学や高校では、好きな服装を選ぶ権利が

制限されていないか」「制服をなくした学校もある。個人の

ことを個人で決めようという憲法の趣旨に沿っている」。４

月中旬、千葉市美浜区のコミュニティースペースに１０人

ほどの市民が集まった。話題に上ったのは憲法１３条の幸

福追求権。生活と憲法のつながりを考えてみようという「み

はま憲法カフェ」の試みだ。  

 ２０１６年７月から月１、２回ずつ開催してきた。集団

的自衛権を一部容認した政府の憲法解釈変更を機に地元生

協の組合員有志が集まった勉強会がきっかけ。代表の宮崎

智子さん（６４）は「中立的な立場で学び、中身を知った

上で改正が必要か不必要か判断したいと思った」と話す。  

 県内の４０代以下の弁護士有志でつくる「憲法を考える

千葉県若手弁護士の会」は、こうした憲法カフェに講師を

派遣しており、ここ数年、依頼は増加傾向にあるという。

事務局を務める藤岡拓郎弁護士（４０）は「改憲に前向き

な首相の発言が出るたび、『憲法をしっかり学びたい』とい

う声も高まってきた」とみる。だが参加者は中高年が中心

で、３０代以下は少ないという。  

 憲法カフェでの学びが新たな活動に結びついた人もいる。

八千代市で子供２人を育てる主婦、柴田幸子さん（３５）

は以前、憲法と法律の違いも分からず、「政治は偉い人たち

に任せておこう」という考えの持ち主だった。  

https://mainichi.jp/ch150913222i/%E6%86%B2%E6%B3%95%E3%82%AB%E3%83%95%E3%82%A7
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 １６年６月に参加した憲法カフェで「憲法は権力を縛る

もの」と聞き、衝撃を受けた。子供が生きる未来にその価

値を伝えたいと考え、半年後から２カ月に１回ほどのペー

スで「ママ憲法の会」を自ら開催。「憲法を守らないといけ

ないのは誰？→権力者」などと書いた紙芝居も手作りした。  

 ただ、会場を借りる際は「ママ憲法の会」の名称を使っ

ていない。ママ友同士の世間話でも憲法には触れづらいと

いう。「自主規制のような気もするけど政治活動だと思われ

るのが怖いから」と柴田さん。参加者が５～６人の常連に

限られるのが課題だが、「少しずつでも地道に活動を広げた

い」と話している。  

教育現場は試行錯誤  

 国民投票法（２０１４年改正）によって、改憲するかど

うか決める国民投票も６月以降、選挙権同様に１８歳以上

に引き下げられる。学校教育を通じて若い世代に憲法をど

う伝えるか。現場の教員は試行錯誤している。  

 「切り口次第で憲法には触れられるが、時間が足りない」。

県内の公立高校で社会科を担当する３０代の女性教諭は明

かす。これまでの授業では、たとえば地理なら韓国の兵役、

日本史なら律令制の防人（さきもり）について教える際、

「日本に徴兵制がないのは憲法のおかげだ」と伝えてきた

という。  

 教員同士で教え方に関する情報交換はしていない。「憲法

の話題を出すと、運動家だと思われかねない」と感じるか

らだ。文部科学省は１４年、政治的中立を保ちつつ憲法教

育を充実させるよう通知を出したが、この女性教諭は「通

知は職員室に張ってあったと思うが、見ない教員も多いと

思う」と話す。  

 別の公立高校で現代社会を教える５０代の男性教諭は

「改憲への賛否は、教員自身の考えを明かした上で生徒に

考えてもらうのが理想だが、偏向教育ととらえられる」と

悩む。改憲を巡る論点を授業で取り上げたいが、「暗中模索

だ」と打ち明けた。  

 

＜オスプレイ暫定配備か 高まる不安＞ （上）事故起き

てからでは遅い 

東京新聞2018年5月4日 

 多くの家族連れでにぎわう木更津市の木更津海岸潮干狩

り場。近くには陸上自衛隊木更津駐屯地があり、ヘリコプ

ターが離着陸を重ねる。「オスプレイが飛ぶようになったら

怖い。事故が心配だから」。四月下旬、前橋市から知人ら四

人で潮干狩りに訪れた会社役員の小此木正芳さん（５５）

は、そう話した。 

 木更津駐屯地は米軍オスプレイの定期機体整備の拠点。

昨年二月から、米軍普天間（ふてんま）飛行場（沖縄県宜

野湾（ぎのわん）市）に配備の米海兵隊オスプレイ一機を

整備中だ。整備は大詰めを迎え、近く試験飛行が行われる

見通しとなっている。 

 首都圏でのオスプレイを巡る情勢は緊迫している。今年

三月下旬、陸自が導入予定のオスプレイを木更津駐屯地に

暫定的に配備する方向で防衛省が検討－との報道があった。

佐賀空港（佐賀市）への配備を計画していたが、地元の反

対で難航しているためだ。 

 陸上自衛隊が今秋に導入するオスプレイの暫定配備の候

補地に挙がる木更津駐屯地＝木更津市で、本社ヘリ「おお

づる」から 

 

潮干狩りを楽しむ家族連れ。後方には陸上自衛隊木更津

駐屯地が見える＝木更津市の木更津海岸潮干狩り場で 

 

 四月には、米軍オスプレイの横田基地（東京都福生市な

ど）への配備前倒しが突如、公表された。配備は二〇一九

年十月以降とされてきたが、四月五日に米空軍オスプレイ

五機が横田基地に到着、今夏にも正式に配備される見通し

となった。正式な配備は沖縄に続き二カ所目となる。 

 木更津駐屯地から約三キロにある木更津市立太田中学校

に中学三年の息子が通う会社員土屋麗佳さん（３２）は「家

族で近くを通る機会も多い。世界各地で事故が相次いでい

るのに、配備されて本当に大丈夫なのか、不安で仕方がな

い」と不安げだ。 

 木更津駐屯地周辺は県内有数の潮干狩りスポットで、多

くの来場者が訪れる。木更津市と対岸の川崎市を結ぶ東京

湾アクアラインの普通車の通行料金八百円化が追い風とな

り、駐屯地周辺の大型商業施設は県外からの買い物客でに

ぎわう。 
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 地元の漁協関係者は「万が一事故が起きれば、来場者が

大きく減るのは避けられない。せめて潮干狩りの期間中だ

けでも飛ばさないでほしい」と漏らす。木更津市観光協会

の関係者は「オスプレイが来ることで風評被害が拡大する

ことがもっとも怖い。事故で今の木更津のにぎわいに水を

差しかねない」と心配する。 

 オスプレイの問題に詳しい沖縄国際大の前泊博盛（まえ

どまりひろもり）教授（日米安保論）は「暫定配備されれ

ば、定期機体整備に伴う試験飛行だけでなく、訓練などで

飛ぶ回数は必然的に増加する」と指摘する。木更津市民に

向け、前泊教授は「何か起きてからでは遅い。補償のあり

方など責任の所在を一刻も早く確認しておくことが大切だ」

と警鐘を鳴らす。 （山口登史） 

 ◇  

 米軍オスプレイの機体整備の拠点だけでなく、陸自のオ

スプレイの暫定的な配備先の候補に挙がる木更津駐屯地。

地元で広がる不安や戸惑いの声を紹介する。 

 

神奈川）平和の訴え、トランペットの音色に乗せて半世紀 

朝日新聞デジタル安藤仙一朗2018年5月4日03時00分 

護憲を訴えるイベントでト

ランペットを吹く松平晃さん＝横浜市中区の桜木町駅前 

 半世紀以上にわたり、平和を訴えるイベントでトランペ

ットを吹き続ける奏者がいる。多くの命が犠牲になった幼

い頃の戦争体験が原点だ。憲法記念日の３日も、非戦を定

めた日本国憲法への思いをトランペットに託し、街頭に立

つ姿があった。 

 ３日午前、横浜市中区の桜木町駅前広場。「九条かながわ

の会」が護憲を訴える傍らで、明るいトランペットの音色

が響いた。演奏するのは川崎市中原区の松平晃さん（７６）。

平和な憲法記念日が何度でもやってくるようにという願い

を込めて、ジブリ映画の主題歌「いつも何度でも」など６

曲を披露した。 

 松平さんとトランペットとの出会いは中学３年生の時。

友人に誘われブラスバンド部を創設した。母親に自身の戦

争体験を聞いたのはこの頃だ。３歳の時、川崎市中原区の

自宅近くが空襲にあい、焼夷（しょうい）弾が落ちたとい

う。「あのとき死んでいてもおかしくなかった。今生きてい

るのは、平和への祈りを込めて吹き続けろということなん

だと思う」 

 中学卒業後に就職し、結成されて間もない会社の吹奏楽

団へ。「無遅刻・無欠勤」で勤務する傍ら演奏を重ね、２０

代前半から、平和を訴えるイベントに参加するようになっ

た。国内だけでなく、海外１０カ国以上でも演奏。１９８

８年には５００人以上のカンパを受けて渡米し、ニューヨ

ークの国連軍縮特別総会でトランペットを鳴り響かせた。 

 年齢を重ねてからも精力的に活動し、イベントなどでの

演奏回数は定年退職後の約１６年で４千回以上、昨年も３

００回を超えた。松平さんは「６０年来の相棒」と呼ぶト

ランペットの音色に、自分の心を届けることができる力が

あると信じている。 

 ２０年ほど前からは、憲法記念日の演奏を続ける。「交戦

権を認めない日本の平和憲法は、世界に誇れる画期的なも

の。明るく楽しいトランペットの音色に共鳴し、平和に思

いをいたす人の輪が広がってくれれば」と松平さん。これ

からも「相棒」と街角に立ち続けるつもりだ。（安藤仙一朗） 

 憲法記念日の３日、神奈川県内各地で憲法にちなんだ集

会や催しがあった。 

 安倍政権下での改憲をめざす「憲法改正を実現する神奈

川県民の会」などは県内５カ所で集会を開いた。約１２０

人が参加した横浜市戸塚区の会場ではジャーナリストの桜

井よしこ氏のビデオメッセージを上映。桜井氏は「長い戦

後で初めて憲法改正を発議できるチャンスがきた」と主張。

日本を取り巻く国際情勢が激しく変化する中、自衛隊を憲

法に明記する必要があると訴えた。 

 同市神奈川区の神奈川公会堂では、「憲法改悪の阻止」を

掲げる「神奈川憲法会議」が集会を開き、約８００人が参

加した。東海大法科大学院の永山茂樹教授が講演。安倍晋

三首相が９条２項を残しつつ、自衛隊を憲法に明記しよう

としていることについて、「現状と変わらないという説明は

ごまかしだ。それならば８００億円以上の費用をかけて国

民投票をする必要がない」と指摘した。 

 

長野）安倍政権の改憲に「ＮＯ！」 護憲の集い、各地で 

朝日新聞デジタル北沢祐生2018年5月4日03時00分 

集 会

で「日本の憲法 平和のしるし」などと歌う制服向上委員

会のメンバー＝２０１８年５月３日、長野県松本市 

 憲法記念日の３日、平和主義の象徴である９条を守ろう
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などと訴える「護憲」の集いが長野県内各地で開かれた。

松本市では、市民団体が企画した集会に約５００人（主催

者発表）が参加。安倍政権のもとでの改憲に「ＮＯ！」の

声を上げ、市中心部をパレードした。 

 本気でとめる戦争！中信市民大集会は、社会派アイドル

グループ「制服向上委員会」の歌で始まった。 

 講演に立ったのは、元防衛官僚で、内閣官房副長官補を

務めた柳沢協二氏（７１）。小泉、安倍、福田、麻生政権の

もとで安全保障・危機管理を担当した。 

 柳沢氏は、為政者が戦争の危機やナショナリズムをあお

ることで、国民や世論が賛同していくという最近の世界や

日本の「空気」を懸念。相手の存在、文化の違いを認める

寛容性や「一人ひとりが自分の頭で考える」ことが「戦争

を止める力になる」と話した。 

 ９割超の国民の支持を得ている自衛隊の存在を９条に明

記するという安倍改憲論について、柳沢氏は「支持は自衛

隊が海外任務で一発の弾も撃っていないからだ」とし、安

保法制によって武器を使う可能性のある自衛隊を支持して

いるのではないと述べた。 

 最後に柳沢氏は、「現憲法の国民主権、基本的人権の尊重、

平和主義を守ることが国を守ることだ」と強調した。（北沢

祐生） 

 

憲法記念日 憲法考える 諏訪でフェス ３２０人９条

テーマに ／長野 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 ２０１８年諏訪地方憲法フェスティバルが３日、諏訪市

文化センターであった。「『私にとっての憲法９条』壊して

もいいんですか」をテーマに、音楽や講演、意見交換など

を通じて憲法９条について考えた。  

 諏訪地方憲法集会の主催で、３２０人が参加した。「９条

改憲って何？」のＤＶＤ上映や、日本原水爆被害者団体協

議会事務局次長で県原爆被害者の会会長の藤森俊希さん

（７４）＝茅野市＝の講演があった。藤森さんは、昨年採

択された核兵器禁止条約に日本が参加していないことにつ

いて「国民の力で、日本が国として参加するよう力を尽く

したい」とした上で「平和な世界をつくるために、憲法９

条をそのまま守ることをあらためて訴えたい」と言葉に力

を込めた。  

 毎年集会に参加しているという諏訪市の間部常夫さん

（８６）は「改憲の動きが急で、重要な年。私たちの力で

平和憲法を守らなければいけない」と話した。【宮坂一則】  

 

憲法記念日 憲法考える 長野で講座 改憲案を批判 

／長野 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 憲法記念日の３日、第２８回市民の憲法講座が長野市県

町の県労働会館で開かれた。市民団体「守ろう平和憲法 信

州ネットワーク」が主催。市民ら約９０人が集まり、護憲

の立場から憲法への理解を深めた。  

 成沢孝人・信州大教授（憲法学）が「安倍改憲のねらい

と私たちの課題」と題して講演した。自民党がまとめた▽

９条への自衛隊の明記▽緊急事態条項▽教育の充実▽参院

選挙区の合区解消－－の４項目の改憲案を取り上げ「教育

の充実はすでに憲法２６条にある。合区解消は憲法改正で

はなくまず議論を積む必要がある」として「自衛隊の明記

と私権制限の緊急事態条項が安倍改憲の本丸」と指摘した。  

 さらに、集団的自衛権行使によって派遣された自衛隊員

が命を失う、または命を奪う可能性に触れ「９条は国のた

めに命を投げ出す必要はないことを示しており、国民にと

ってあった方がいい。改憲の発議をさせないことが大事」

と強調した。  

 長野市川中島から参加した団体職員、小林和成さん（４

２）は「次の世代にもつながる問題。少しずつ勉強し、家

族や友人との日常の会話でも話せたら」と語った。【ガン・

クリスティーナ】  

 

憲法記念日 県内各地で集会 

信濃毎日新聞5月4日 

憲 法

や平和について語った元防衛官僚の柳沢協二さん（右）の

講演に耳を傾ける人々＝３日、松本市の花時計公園 

 憲法記念日の３日、県内各地で憲法について考える集会

や勉強会が開かれた。戦力不保持規定を残したまま、９条

に自衛隊を明記する安倍晋三首相の提案について市民らも

意見交換。学校法人「森友学園」への国有地売却を巡る決

裁文書改ざん、陸上自衛隊イラク派遣部隊の日報隠蔽（い

んぺい）問題といった不祥事が続き、不信感が広がる安倍

政権下での憲法改正を不安視する声が目立った。 

 須坂市内の９条の会などでつくる実行委員会は、憲法を

テーマにした街頭討論会を臥竜公園で開き、約４０人が集

まった。護憲派、改憲派を問わず、さまざまな立場から自

由に発言してほしいと初めて企画。市民ら１０人余がそれ

ぞれの思いを語り、戦争の反省から生まれた憲法への愛着

を語る年配の参加者が目立った。 

 男性の１人は「改憲が必要な部分もある」と考えつつも、

安倍首相が主導する改憲の動きには「国民を置き去りに、
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数の力で変えてしまおうと感じられる」。市内の女性（６７）

は、改憲の是非を判断する上で「（政治が）まず真実を語ら

ないといけない」と指摘。不祥事が続発する政権が改憲の

必要性を訴えても「信じられない」と語った。 

 中信地方の市民団体「本気でとめる戦争！中信市民連合」

は、元防衛官僚で内閣官房副長官補を務めた柳沢協二さん

を招いた集会を松本市の花時計公園で開き、主催者発表で

約５００人が参加した。 

 柳沢さんは北朝鮮問題に対する安倍政権の圧力路線を批

判し、「国民が主権者としての自覚を持ち、考えることが戦

争を止める力になる」と強調。改憲について自民党は戦力

不保持を定めた９条２項を残しつつ自衛隊を憲法に明記す

る考え。安保法制があるため、制限のない集団的自衛権行

使を可能にする恐れが指摘されており「きちんとした軍隊

を持つと言えないのなら、（自衛隊に）海外で武器を使うよ

うな仕事をさせてはいけない」と訴えた。 

 伊那市では上智大名誉教授の高見勝利さん（憲法学）が

講演。上伊那地方の有志らの実行委員会主催で約７００人

が聞いた。高見さんは「憲法は国家権力を制限する規範。

権力の拡大や新しい権力を創設する改正には慎重でなけれ

ばならない」と解説。安倍首相が９条に自衛隊を明記しよ

うとすることは「新しい権力の創設になる」と指摘した。  

 

憲法記念日 憲法巡り街宣、集会 公明、加えるもの焦ら

ず議論／野党、改憲は絶対にさせない ／新潟 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 憲法改正が論議されるなか７１回目の憲法記念日を迎え

た３日、新潟市中央区で、改憲・護憲の各政党や市民団体

が街頭演説や集会を開いた。冷たい小雨が降りしきるなか、

集まった多くの人々は、マイクを握る演者の主張に熱心に

耳を傾けた。  

 公明党県本部は同区の古町十字路で県議や新潟市議が演

説。志田邦男県議は基本的人権の尊重、国民主権、恒久平

和の３原則は引き続き守ると強調。「７１年前の憲法であれ

ば、今ここに加えるものは何なのかを与野党、国民で焦る

ことなくしっかり議論していくことが大事だ」と訴え、自

衛隊の明記について慎重な姿勢を見せた。  

 同区の信濃川沿い堤防緑地「やすらぎ堤」で開かれた「ピ

ースフェスティバル」（安倍９条改憲ＮＯ！全国市民アクシ

ョン＠新潟主催）には、市民ら約２５００人が参加。「九条

の会」の小森陽一事務局長は「安倍政権が望む『国民の安

全を守るため』との改憲案では、国民保護を口実に自衛隊

が海外にどんどん出て行くことになる。市民の共闘を日本

で最もしっかり作ったのは新潟。この力で安倍首相を政権

の座から引きずりおろせば、改憲の野望を抱くような政権

は生まれてこない」と呼び掛けた。  

 立憲民主党の西村智奈美衆院議員も「安倍首相に改憲は

絶対にさせないことを誓う。森友加計問題など隠蔽（いん

ぺい）や改ざんを率先して行うような安倍政権に憲法改正

を語る資格はない」と声を張り上げた。【堀祐馬、南茂芽育】  

 

憲法記念日 護憲派・改憲派が集会 

新潟日報2018/05/03 20:55 

 憲法記念日の３日、県内では護憲派、改憲派の団体がそ

れぞれ集会を開いた。自民党総裁の安倍晋三首相が、自衛

隊を９条に明記する私案を昨年の憲法記念日に表明してか

ら１年。憲法論議は、自民党が自衛隊明記を盛り込んだ４

項目の改憲条文案をまとめるまで進んだ。県内の両派は９

条を焦点に、... 

 

改憲の必要性、賛否割れる 新潟県内学生１００人意識調

査 

新潟日報2018/05/03 08:51 

 

 新潟日報社は３日の憲法記念日に合わせて、県内の大学

生ら学生１００人に面談方式で憲法に関する意識調査を実

施した。憲法改正について必要ないとの答えが４割、必要

があるも４割に迫り賛否が分かれた。憲法９条の改正も４

割が必要ないと答えた一方、「改正して、自衛戦力に限って

明文化して認めるべきだ」とする回答も４割近くで拮抗（き

っこう）。自衛隊については約８割が必要性を認める考えを

示した。 

 共同通信社が４月にまとめた憲法に関する全国世論調査

では、改正する必要があるとしたのは、どちらかといえば

https://mainichi.jp/ch150470243i/%E6%86%B2%E6%B3%95%E8%A8%98%E5%BF%B5%E6%97%A5
http://www.niigata-nippo.co.jp/newsfile/image/0051041200329032.jpg
http://www.niigata-nippo.co.jp/newsfile/image/0051041200329033.jpg
http://www.niigata-nippo.co.jp/newsfile/image/0051041200329034.jpg


60 

 

を合わせて５８％、必要はないはどちらかといえばを含め

て３９％だった。 

 今回の本社による学生への調査では、憲法改正について

「必要がない」が２２％で「どちらかといえば」の１８％

と合わせて４０％。これに対し「必要がある」は１１％で、

「どちらかといえば」の２５％と合わせて３６％。「分から

ない」は２４％だった。 

 改憲の必要がないと答えた人に理由を尋ねたところ「現

行憲法で不都合がないから」が４０％で最多。「改正すれば

『軍備拡張』につながる恐れがあるから」が２３％、「戦争

放棄を掲げ、平和が保たれているから」が２０％、「改正す

れば基本的人権が制約される恐れがあるから」が１０％だ

った。 

 憲法改正の必要があると答えた人に議論してほしい内容

を複数回答で尋ねたところ、「９条と自衛隊」が７５％を占

めた。次いで「教育無償化を規定」の３９％、「知る権利・

プライバシー権」の３１％が多かった。 

 また、９条については「このままでいいと思う」が４０％

で最も多かった。「改正して、自衛戦力に限って明文化して

認めるべきだ」は３６％、「改正して、一切の戦力不保持を

明確にすべきだ」と「改正して、自衛戦力に限らず戦力保

持を認めるべきだ」は各７％だった。 

 自衛隊の存在については「国を守るためには必要だし、

憲法にも反しないと思う」が４１％、「憲法に反すると思う

が、必要な組織なので存在は認められると思う」が３７％

で、肯定的な意見が計７８％に上った。ほかに「自衛のた

めの戦力は必要だと思うが、現憲法下では違憲なので認め

られない」は１２％、「現在の憲法では認められないし、自

衛隊はいらないと思う」とする回答はゼロだった。 

 安倍晋三首相が憲法９条に自衛隊の存在を明記する憲法

改正を目指す考えについては「賛成」が５０％で、「反対」

が２０％、「分からない」は３０％だった。 

◇調査方法 

 新潟日報社が４月、新潟大、長岡技術科学大、上越教育

大、県立大、長岡造形大、敬和学園大、新潟青陵大、新潟

青陵大短期大学部、新潟国際情報大の県内９大学・短大の

学生や大学院生に面談方式で実施し、男性４５人、女性５

５人から回答を得た。憲法と自衛隊について、それぞれど

う思うかを尋ねた項目は１９９２年、新潟大の教養法学ゼ

ミが実施した憲法意識調査の結果と比較するため、同じ設

問、選択肢とした。 

 

富山）９条改正必要か 護憲派、改憲派がイベント 

朝日新聞デジタル竹田和博 高億翔2018年5月4日03時

00分 

 憲法記念日の３日、県内では護憲派と改憲派がそれぞれ

の立場で憲法について考えるイベントを開いた。 

「自衛隊」明記 必要性を強調 

 自民党富山市連などが市内で開いた憲法フォーラムには、

党員ら約１５０人が参加した。 

 党県連憲法改正推進本部長の中川忠昭県議は、「北朝鮮に

よる日本人拉致事件のような悲劇を繰り返すのか、憲法を

改正して真の自由で平和な安定した日本を取り戻すのか、

重大な岐路に立たされている」としたうえで、９条に自衛

隊を明記する必要性を強調した。 

講演する滝波宏文参院議員＝

富山市新総曲輪の県民会館 

 

 続いて、党憲法改正推進本部幹事の滝波宏文参院議員は

「党本部における憲法改正議論の動向」と題して講演した。

党がまとめた、９条への自衛隊明記、緊急事態条項創設、

参院選の合区解消、教育無償化の「改憲４項目」の条文案

を解説。「次世代のために、国のグランドデザインをどうす

るか。改憲勢力が３分の２を超える今、我々の世代で改憲

しないといけない」と訴えた。（竹田和博） 

平和な暮らし ９条あるから 

 社民党県連合や県平和運動センターは街宣車で県内を回

り、街頭演説などで憲法擁護を訴えた。 

 富山市中心部で演説した同党の議員らは自民党が進める

憲法９条への自衛隊明記案をめぐり「自衛隊員が殺された

り、相手を殺したりすることを望む人はいない」と呼びか

けたり、「現行憲法があるからこそ、今の平和な暮らしがあ

る」と訴えたりした。 

 その後、同市大手町の富山国際会議場で「アベノミクス

と改憲」と題して経済学者金子勝さんが講演し、約３２０

人が参加した。金子さんは「言うことをきく人でまわりを

囲んでいるため、自浄能力がない」などと安倍政権を批判。

財務省の公文書改ざん問題などを引き合いに「自民党の統

治能力が低いからこそ、独裁に近いことをやろうとしてい

る。このままだと社会は壊れる」と述べた。（高億翔） 

 

憲法記念日 改憲に賛否両論 関心不足指摘も ３県ア
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ンケ ／富山 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 憲法記念日の３日に合わせ、毎日新聞は石川、富山、福

井の北陸３県に住む市民を対象に、憲法改正の賛否を尋ね

た。安倍晋三首相（自民党総裁）は昨年のこの日、２０２

０年までに改正憲法を施行すると提起したが、反応は二手

に分かれた。  

 街頭などで、改憲の賛否と理由を聞いた。  

 賛成した市民は「国際情勢からも改正は必要」「自衛隊の

立ち位置を明記すべき」などを理由とし、安倍首相の提起

におおむね理解を示した。反対意見は「（戦争放棄をうたう）

９条は今のままでいい」「平和憲法は世界に誇るもの」など、

他国への武力行使を禁じる現行憲法に評価が集まった。「実

生活とかけ離れた所で議論している」と答え、世論が高ま

っていないことを指摘する声もあった。  

 憲法を巡っては安倍首相が昨年５月、現行９条に自衛隊

を明記する改正を提起。立憲民主、希望、共産などの政党

は、これを認めない方針を示している。【まとめ・平川哲也】  

 

憲法記念日 平和主義堅持を 金沢で護憲集会 ／石川 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 

改憲を阻止し、平和主義を守り抜こうと気勢を上げる集会

参加者ら＝金沢市広坂２で、石川将来撮影 

 憲法記念日の３日、金沢市内では市民団体が護憲集会を

開き、現憲法が掲げる平和主義の尊さを改めて訴えた。  

 金沢市広坂２のいしかわ四高記念公園では、市民団体「石

川県憲法を守る会」主催の集会があり、約３００人（主催

者発表）が参加した。岩淵正明代表委員は「安倍政権が改

憲で明記しようとしている『自衛隊』は武力を持つ組織を

意味する」と指摘し、「ますます軍事優先の日本になる」と

主張。戦争を体験した世代である九条の会・七尾の高瀬英

美枝代表（８４）は「学生がズボンにゲートルを巻き、鉄

砲を担いで行進した学徒出陣式を思い出し、身震いした」

と危機感を示し、戦時中に反戦の声を上げ続けたかほく市

出身の川柳作家・鶴彬の作品を紹介した。  

 金沢市下本多町の金沢歌劇座では、市民団体「安倍改憲

ＮＯ！市民アクション・いしかわ」主催の集会があり、同

志社大大学院の浜矩子（のりこ）教授が講演した。  

 浜教授は、東日本大震災発生後に福島県の小規模自動車

部品工場が操業停止に追い込まれ、世界中の自動車生産が

止まった例を挙げ、「グローバル時代には誰も一人で生きて

いけない、突出できないという特性があり、みんなで支え

合わないといけない」と説明。「現代の正しい生き方を日本

国憲法が示している」とし、前文の「諸国民との協和」な

どの言葉を読み上げ、７１年前に施行された憲法の先見性

を強調した。【石川将来】  

 

北陸中日新聞2018年5月4日 

憲法前文に「現代生きる指針」 金沢歌劇座で講演 浜矩子

教授が訴え 

講演する同志社大の浜矩子教授＝金

沢歌劇座で 

 

 金沢市下本多町の金沢歌劇座では、日本国憲法施行七十

一周年を記念した催しとして、同志社大大学院ビジネス研

究科の浜矩子（のりこ）教授（国際経済学）が講演した。 

 浜教授は「現代はグローバル時代。人、もの、金が容易

に国境を越える。皆が支え合って生きていかねばならない」

と指摘。日本国憲法の前文を紹介しながら「現代を生きる

指針が明示されている」と解説した。 

 現政権が進める改憲について「二十一世紀の大日本帝国

を目指している」と批判。「疑問や疑念を抱いたら問いただ

すことが大切」と聴衆に訴えていた。 

 輪島市から訪れた屋名池晴紀（やないけせいき）さん（７

７）は「言葉の裏にある本質を見抜く大切さを学んだ」と

話していた。 

 医師や弁護士、市民団体などでつくる「安倍改憲ＮＯ！

市民アクション・いしかわ」の主催。約千二百人（主催者

発表）が参加した。 （稲垣達成） 

 

静岡）憲法考える集会やデモ行進 弁護士の講演も 

朝日新聞デジタル宮廻潤子2018年5月4日03時00分 

 憲法記念日の３日、静岡市内で「憲法を考える市民の集

い」があった。南スーダン国連平和維持活動（ＰＫＯ）派

遣差し止め訴訟弁護団事務局長の池田賢太弁護士が、約３
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００人の聴衆を前に「憲法への自衛隊明記」をテーマに講

演したほか、同市中心街では市民らがデモ行進した。 

 池田弁護士は、憲法１３条の「すべて国民は、個人とし

て尊重される」という一文を引用し、「日本国憲法の根底に

は個人主義がある」と指摘。一方、自民党の改憲条文素案

９条２項にある「国」は国家システムを意味するとし、「個

人ではなく国家を守るために自衛隊を派遣すると読める」

と批判した。 

「９条変えるな」など

と訴えながら中心街を練り歩く市民ら＝静岡市葵区紺屋町 

 

 池田弁護士は、南スーダンの日報を読み解くと、ＰＫＯ

協力法の参加５原則で求められる「停戦合意の成立」宣言

前に自衛隊が派遣されていたことが明らかになったと述べ

た。「私たちは自衛隊員に『殺してこい。死んでこい』と命

令できるのか考えてほしい」と訴えた。 

 質疑応答では、自衛官が国会議員に「国民の敵」と暴言

を吐いたとされる問題も話題に上った。「自衛官が国民の代

表に牙をむく行為で、思想の自由ではない」と指摘した。

（宮廻潤子） 

 

中日新聞2018年5月4日 

 静岡市民ら行進 憲法記念日 

 

 憲法記念日の三日、改憲反対や立憲主義を訴える集会と

デモ行進が静岡市内であり、市民ら約六百人が参加した＝

写真。 

 県憲法共同センターや「戦争をさせない１０００人委員

会・静岡」らでつくる実行委員会が主催した。 

 静岡市葵区の常磐公園であった集会では、立憲民主党や

民進党、共産党、社民党からのメッセージが紹介され、野

党共闘や連帯をアピールした。その後、同公園からＪＲ静

岡駅前までの一キロ余りを参加者が行進。「憲法変えるな、

政治を変えろ」などと道行く人にアピールした。 

（沢田佳孝） 

日本宗教者平和会議 宗教超え平和、共存語る 僧侶、宮

司、神父ら活動報告や交流 津島 ／愛知 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 宗教の違いを超えて平和や共存について語り合う「日本

宗教者平和会議」が３日、津島市蛭間町にあるイスラム教

の一派、アハマディア・ムスリム協会の「ザ・ジャパンモ

スク」で開かれた。  

 同協会は８年前から平和会議を開催している。この日は

僧侶や宮司、カトリック神父ら宗教者と市民約５０人が参

加。アニース・アハマド・ナディーム日本本部長（４０）

のあいさつに続き、仏教やキリスト教、イスラム教の平和

への考え方や活動報告、ランチ交流会などがあった。  

 参加した浄土宗想念寺（名古屋市熱田区）の渡辺観永住

職（５０）は「県内では宗派を超えた活動は珍しく、何回

か参加している。行動する宗教人の参加が多いと感じる。

平和共存への解決策がすぐに見つかるわけではないが、話

をすることでお互いに次の活動への刺激を受ける」と会議

の意義を語った。  

 市民として参加した津島市の建築士、田宮祥江さん（６

９）は「ムスリムって最初は怖い感じがしたが、何回かモ

スクを訪れてみて、市井の穏やかな人だと分かった。震災

などではすぐに救援行動を起こしたし、信頼できる隣人だ

と思う」と話していた。  

 ナディームさんは「ここにモスクを建てて２年半、清掃

活動や料理教室、英会話教室などで、近所の人にもよく理

解してもらっている」と地域に溶け込む活動について話し

た。【長倉正知】  

 

憲法施行から７１年…名古屋でも「護憲」「改憲」双方が集

会や行進 

CBCテレビ05月03日 18:07 

 ３日は「憲法記念日」。 

 憲法が施行されて７１年経ちます。 

 憲法改正をめぐる議論の行方が注目されるなか、名古屋

市内でも、改正に賛成、反対、それぞれの立場の人たちが

集まりました。 

 「憲法を変えてる場合じゃないぞ」 
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 憲法改正に反対する市民団体が、３日午前名古屋・栄を

行進しました。 

 

憲法施行から７１年…名古屋でも「護憲」「改憲」双方が集

会や行進 

 去年１２月に発足した「あいち市民アクション」が主催

し、５００人が参加したということです。 

 この団体では、改正反対の署名活動をしていて、これま

でに５１万人の署名が集まったと話しています。 

 一方、 

 「憲法改正の世論喚起のためのネットワークづくりと幅

広い啓発活動を推進することを誓う」 

 午後、名古屋駅前では、憲法改正に賛成する団体が集会

を開きました。 

 自民党の国会議員や市民およそ１５０人が集まり、自衛

隊や平和への向き合い方について意見を交換しました。 

 集会では、元海上自衛隊海将の伊藤俊幸さんが、「自衛隊

に名誉と誇りを」と題して講演を行い、憲法への自衛隊明

記の必要性を訴えていました。 

 

憲法記念日 「護憲」「改憲」訴え熱く 各地で集会 ／岐

阜 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 国会による年内の憲法改正発議が取りざたされる中、憲

法記念日の３日、県内各地でも憲法について考える集会が

開かれた。現状では改憲に対する世論は拮抗（きっこう）

するが、護憲派、改憲派はそれぞれの主張を展開した。【横

田伸治】  

 毎日新聞が先月実施した全国世論調査では、憲法９条１

項２項を維持しつつ、自衛隊を明記する自民党の改憲案に

ついて、「反対」３１％「賛成」２７％で賛否が割れる状況

となっている。  

 護憲派の団体は「戦争をさせない１０００人委員会岐阜」

などが、岐阜市の「ワークプラザ岐阜」で集会を開催した。

約６０人が集まった会場で、同会の大矢浩・共同代表（６

０）は「現行法でも対応できる内容で改憲しようとするの

は、９条を変えるためにすぎない。国民が安心して暮らせ

る社会のためには、憲法を守らなくてはいけない」と話し

た。講師として登壇した飯島滋明・名古屋学院大教授（４

８）は集団的自衛権を取り上げ、「安倍晋三首相は日本の安

全を守るために（集団的自衛権は必要）と言うが、日本の

防衛に関係ない武力行使を認めようとしている」と批判し

た。  

 一方、改憲派の「美しい日本の憲法をつくる岐阜県民の

会」は、同市の「ハートフルスクエアＧ」で集会を開催し

た。約８０人の参加者らは、ジャーナリストの桜井よしこ

氏らによる「公開憲法フォーラム」のインターネット中継

を視聴。フォーラムでは明治維新から今年１５０年を迎え

ることに触れ「緊急事態条項や自衛隊について憲法に明記

し、再び社会に変革を起こす必要がある」などの主張が出

された。同会の白橋国弘・共同代表（７７）は「現在の国

際情勢の中で、この国と、国民の生活・精神を守らなけれ

ばならない。自衛隊の存在を憲法に明記する必要がある」

と話した。  

 

憲法記念日 「９条」に議論集中 津の集いに１５０人 

／三重 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 憲法記念日の３日、津市一身田上津部田の生涯学習セン

ターで「５・３憲法を考える三重県民のつどい」（三重県憲

法会議主催）が開かれた。例年よりも多い約１５０人が参

加し、憲法成立の歴史を振り返った後、９条改憲などにつ

いて議論した。  

 今年は一橋大大学院法学研究科の只野雅人教授（憲法学）

を講師に招いた。只野教授は「憲法と民主主義」と題して

講演し、「議会が批判的でないと憲法は生きない。日本は野

党に事前の情報提供をしないまま与党だけで審議しており、

憲法と議会の関係が作られていないことが安倍１強にもつ

ながっている」などと話した。講演後の質疑応答では、憲

法９条の改憲に関する質問が相次いだ。  

 集会を主催した同会議の西川洋議長（７４）は「安倍首

相のやり方はごまかしで、日常的に怒っている県民が多い。

今後も広く活動や署名運動を続けていきたい」と話した。

【山本萌】  

 

中日新聞2018年5月4日 

憲法記念日、県内でも集会や街頭活動 

 日本国憲法が１９４７年施行から７１年を迎えた「憲法

記念日」の３日、県内でも関連の集会や街頭活動が繰り広

げられた。安倍晋三首相は改憲に前向きだが、政権の不祥

事続きで議論が停滞。護憲派のデモなど、政権への反発の

動きが目立った。 

◆国会審議の課題説く 津で一橋大院教授 

 県内の護憲派団体でつくる県憲法会議は、津市一身田上

津部田の県生涯学習センターで集会を開いた。一橋大大学

院法学研究科の只野雅人教授（憲法学）が、現在の国会審

議の課題をテーマに講演した。 

 「憲法と民主主義」と題して、諸外国と比べた日本国憲

法の特徴や、日本の議会制民主主義の歴史に触れながら解

https://mainichi.jp/ch150470243i/%E6%86%B2%E6%B3%95%E8%A8%98%E5%BF%B5%E6%97%A5
https://mainichi.jp/ch150470243i/%E6%86%B2%E6%B3%95%E8%A8%98%E5%BF%B5%E6%97%A5
https://news.goo.ne.jp/picture/region/hicbc-00046a81.html
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説した。 

護憲派の集会で講演する只野教授＝津市一

身田上津部田の県生涯学習センターで 

 

 国会で問題になっている、森友学園への国有地売却を巡

る財務省の決裁文書改ざんや、自衛隊の日報“発見”など

に言及。「ない」と答弁されていた公文書の存在が明るみに

出たり、「政治主導」が強まって法案提出前に与党内で綿密

に利害調整を済ませたりして、事実上、国会審議が形骸化

している問題点を指摘した。改憲の議論も「水面下で同様

に進んでいく可能性がある」と懸念を示した。 

 臨時国会召集など少数派にも手厚く、改憲発議のような

重い判断に高いハードルを課す現行憲法について「慎重さ

を求め、審議の質を高めるためでもある」と解説。「簡単に

は容認しないという民意を示し、政権側に緊張感を持たせ

ることが重要」と述べた。 

 県憲法会議の西川洋議長は「憲法政治が危うい段階に来

ている。政局の動きを注視して護憲の声を届けていきたい」

と力を込めた。 

 （松崎晃子） 

◆「憲法守ろう」１１００人が一丸 四日市 

 四日市市安島の市民公園では、「憲法を考えようフォーラ

ム」が開かれた。自治労県本部や県教組など県内の二十二

団体の千百人（主催者説明）が参加し、市中心部をデモ行

進した。 

 デモに先立ち、主催した市民団体「フォーラム平和・三

重」（津市）の中村武志議長が「環境、人権、憲法を守れる

社会の実現に全力をかけよう」とあいさつ。立憲民主党の

江崎孝参院議員も出席した。 

 その後、近鉄四日市駅前や商店街など二キロを約一時間

かけて練り歩いた。「平和憲法を守ろう」「武力で平和はつ

くれないぞ」と声を合わせた。 

 （高島碧） 

◆憲法改定反対 松阪九条の会が訴え 

 松阪九条の会は松阪市内の五ケ所で街頭活動を展開し、

憲法九条の改定反対を訴えた。 

 市民、市議や県議ら十六人が市役所を出発。ＪＲ松阪駅

前やショッピングセンターなどを巡った。ともに戦争体験

者で元県議の大平誠さん（９１）＝西之庄町＝は出発前、

「平和憲法は日本の宝。日本を戦争させないための一日に

したい」とあいさつした。 

憲法改定への反対を訴える大平さん（左から３人目）

ら＝松阪市のＪＲ松阪駅前で 

 

 多喜正男さん（９５）＝久保田町＝は、四月二十七日の

韓国、北朝鮮の南北首脳会談の開催を受けて「平和ムード

が広がり、安倍政権が主張する改憲の必要性が崩れてきた」

とし、「紛争は対話で解決できる。かつて現実的でないと言

われた平和憲法の理念が今、現実化してきている」と力を

込めた。 

 （作山哲平） 

 

憲法、平和の大切さ訴え 鈴鹿でほんわかライブ＆ピース

ウォーク １７０人が集う 

伊勢新聞2018-05-04  

【憲法や平和

の大切さを訴えながら歩く参加者ら＝鈴鹿市算所２丁目の

弁天山公園周辺で】 

【鈴鹿】憲法記念日の３日、鈴鹿市算所２丁目の弁天山公

園で「ほんわかライブ＆ピースウォークすずか２０１８」

（同実行委員会主催、山本あけみ代表）があり、憲法や平

和の大切さを参加者らに呼びかけた。 

約170人が集まり、シンガーソングライターで絵本作家の

いしだようこさん(30)が命や平和の大切さを描いた自作絵

本「にんげん」の読み聞かせやオリジナルソング「くも」

など三曲を歌った。 

芦葉甫弁護士(31)が講演し、日本国憲法前文の国際協調主

義の考え方について「国民だけでなく全世界の平和を願っ

ている」と説明し、「憲法を大切にしていかなければならな

http://www.isenp.co.jp/2018/05/
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い」と訴えた。 

ピースウォークは約百人が参加し、公園周辺の約２キロを

「憲法守ろう」「ＬＯＶＥ＆ピース」などと声を上げながら

約30分間かけて歩いた。 

同市弓削の会社員、立石清次郎さん(46)は娘の理沙ちゃん

(8つ)と参加し、「憲法の大切さをあらためて感じた。平和

のためにみんなで力を合わせていかなければ」と話してい

た。 

実行委の山本あけみ代表(67)は「親子連れでたくさん参加

してくれたことがうれしい。輪を広げていきたい」と話し

ていた。 

 

憲法記念日 改憲阻止、作家ら訴え 東山で３０００人が

集会 ／京都 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 

改憲反対を訴え、京都市内を歩く集会参加者＝京都市中京

区で、菅沼舞撮影 

 憲法記念日の３日、京都市東山区の円山公園音楽堂で護

憲を訴える集会があり、作家で名古屋大名誉教授の池内了

さんと、ドイツ文学翻訳家・池田香代子さんが講演した。  

 憲法９条京都の会などが主催し、約３０００人が参加し

た（主催者発表）。池内さんと池田さんはともに九条の会世

話人を務める。軍事研究に反対を唱える池内さんは「軍産

学共同研究は学問の死だ」などと呼びかけ。軍事産業の比

重が高まる傾向があると指摘される日本の現状に警鐘を鳴

らした。  

 集会後、参加者は円山公園から京都市役所前までの約２

キロを歩き、「９条改憲反対」「核兵器をなくそう」などと

シュプレヒコールを上げた。【菅沼舞】  

 

改憲阻止訴え４００人デモ 滋賀、憲法記念日で集会  

京都新聞 2018年05月03日 23時04分 

 

憲法９条改正の反対を訴えたデモ行進（大津市丸の内町） 

 憲法９条改正に反対する「安倍９条改憲ＮＯ！滋賀県民

集会」が憲法記念日の３日、大津市本丸町の膳所公園であ

った。市民約４００人が２０２０年の改正憲法施行を目指

す安倍晋三首相を批判し、改憲阻止の賛同者拡大を訴えた。 

 護憲や平和活動に取り組む県内７つの市民団体でつくる

「安倍９条改憲ＮＯ！市民アクション・滋賀」が、９条を

守る署名を月末までに３０万筆集めることを目指し、初め

て企画した。 

 集会では武村正義元滋賀県知事が「戦力を持たないと言

い切った９条の道を迷わず進み、誇りにしながら世界をリ

ードすべきだ」と主張した。井戸謙一弁護士や絵本作家の

市居みかさんらも支持を呼び掛け、安倍政権による改憲を

阻止するアピール文を採択した。 

 参加者は「安倍政権は即時退陣を」などと書いたプラカ

ードを掲げ、同市打出浜の商業施設までの約２キロをデモ

行進した。 

 

改憲？護憲？今こそ憲法考えて 京都、書店に特集コーナ

ー 

京都新聞2018/5/3 07:00 

 

特設コーナーが設けられ、書店に並ぶ憲法関連の書籍（京

都市南区・イオンモール京都桂川） 

 3 日の憲法記念日に向けて、京都府内の複数の書店で、

日本国憲法に関する本を集めた特集コーナーが設置されて

いる。改憲に安倍晋三首相（自民党総裁）が強い意欲を表

明しさまざまな改憲論や護憲論がある中、憲法下の象徴天

皇制や、京都と憲法についての本などを興味深く手にとる

客の姿が見られた。 

 京都市南区の大垣書店イオンモール京都桂川店では、レ

ジ近くに「憲法とは何か？」と題し、約40冊を並べた。漫

画を使った小学生向けの解説本や大阪のおばちゃん言葉で

憲法条文を分析した平易な本から、難解な専門書まで幅広

い書籍をそろえた。同店の宮崎正人課長代理（40）は「ア

ルバイト学生に聞いても、憲法を身近に感じている人は少

なかった。生活と密接に結びついた憲法を学んでほしい」

と期待していた。6日まで設置するという。 

 

https://mainichi.jp/ch150470243i/%E6%86%B2%E6%B3%95%E8%A8%98%E5%BF%B5%E6%97%A5
http://www.kyoto-np.co.jp/sightseeing/article/20180503000155/1
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大阪）改憲のリアル描く演劇 堺や吹田で公演 

朝日新聞デジタル荻原千明2018年5月4日03時00分 

舞台「振って、振られて」の一場面＝２０１７年、名古屋

市天白区、劇団「光の領地」提供 

 日本国憲法を主題とした演劇「振って、振られて」が５、

６月に堺市と吹田市で上演される。国民投票を経て３度目

の改憲が決まった夜を舞台に、反対・推進それぞれの人物

の振る舞いを通して人間のもろさを浮かび上がらせる。改

憲の動きが進む中、公演依頼が相次いでいるという。 

 ５月１３日は、堺市東区北野田の市立東文化会館でのイ

ベント「演劇とトークで考える憲法」で上演する。脚本を

手がけた劇団「光の領地」代表のくるみざわしんさんと衆

院議員（第１部は森山浩行氏、第２部は尾辻かな子氏）、市

議らのトークも予定。第１部は午後１時、第２部は同５時

に開演する。各回１５０人。２５００円、２５歳以下と障

がい者２千円（いずれも前売り・予約５００円引き）。未就

学児は入れないが、１歳児以上の託児可（２００円、要申

し込み）。予約は「いま９条と私たち 非戦の市民講座」（０

８０・６２０７・８８６９）へ。 

 ６月１７日は午後２時半から吹田市朝日町の吹田さんく

すホールで。くるみざわさんが「憲法と教科書」と題して

語る。定員７７人。２千円、学生と障がい者１千円。問い

合わせは「振って、振られて」吹田上演実行委員会（０９

０・３２７１・９６５０）へ。（荻原千明） 

 

金時鐘さん著作集 ２６日、東成区で発刊記念シンポ ／

大阪 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 

朝鮮半島の南北統一への思いなどを語る金時鐘さん＝奈良

県生駒市で、小松雄介撮影 

 在日コリアンの詩人、金時鐘（キムシジョン）さん（８

９）の詩や評論、講演録などを収録した著作集「金時鐘コ

レクション」（全１２巻、藤原書店）の発刊を記念したシン

ポジウムが２６日、大阪市の東成区民センターで開かれる。  

 金さんは１９２９年、日本の植民地支配下の朝鮮・釜山

で生まれた。４８年、済州島で朝鮮半島の分断に反対する

島民らが蜂起し、当局側に多数の住民が虐殺された「４・

３事件」に関わり、日本に逃れた。以来、７０年近く日本

語で詩作を重ね、「在日を生きる意味」を問い続けてきた。  

 シンポジウムには金さんと親交の深い作家や研究者らが

出席する。作家の姜信子さんが基調講演した後、立命館大

の文京洙特任教授を進行役に、京都大の細見和之教授、歌

手の趙博さん、詩人の河津聖恵さん、詩人の佐川亜紀さん

が「今なぜ、金時鐘か」をテーマに語り合う。金さん自身

による詩の朗読もある。  

 午後１時半から同４時半。資料代１０００円。問い合わ

せや申し込みは藤原書店（０３・５２７２・０３０１）。【岡

崎英遠】 

 

憲法記念日 「憲法９条を守ろう」 集会に９０００人参

加 神戸 ／兵庫 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 

「戦争させない ９条壊すな」と書かれた紙を掲げ、護憲

を訴える参加者＝神戸市中央区の東遊園地で、米山淳撮影 

 憲法記念日の３日、神戸市中央区の東遊園地で「戦争さ

せない、９条壊すな！５・３兵庫憲法集会」が開かれた。

「戦争をさせない１０００人委員会・ひょうご」などが参

加を呼びかけ、約２５０団体が賛同した。約９０００人（主

催者発表）が参加し、憲法９条改正に反対の姿勢を示した。  

 集会では、実行委員会の羽柴修代表が政局に触れ「自衛

隊が海外で戦闘行為に参加する可能性が高まっている」と

指摘。「今の子どもたちに戦争のない未来を残すため、憲法

９条を守ろう」と呼びかけた。３歳の時に広島で被爆した

芦屋市原爆被害者の会の千葉孝子会長（７６）は「たった

２発の原爆が広島と長崎の２１万人の命を奪った。７３年

たった今も後遺症に苦しむ多くの人がいる」と訴えた。  

 参加者らは集会後、市中心部をパレードし「平和憲法を

守れ」などと訴えた。【米山淳】  

〔神戸版〕  

 

集会 護憲の立場で憲法を考える あす姫路で ／兵庫 

https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503001659.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503001659.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503001659.html
http://www.asahi.com/topics/word/日本国憲法.html
http://www.asahi.com/topics/word/吹田市.html
http://www.asahi.com/topics/word/国民投票.html
http://www.asahi.com/topics/word/堺市東区.html
http://www.asahi.com/topics/word/森山浩行.html
http://www.asahi.com/topics/word/尾辻かな子.html
http://www.asahi.com/topics/word/未就学児.html
http://www.asahi.com/topics/word/未就学児.html
http://www.asahi.com/topics/word/吹田市.html
https://mainichi.jp/ch180513141i/%E9%87%91%E6%99%82%E9%90%98%E3%81%95%E3%82%93%E8%91%97%E4%BD%9C%E9%9B%86
https://mainichi.jp/ch150470243i/%E6%86%B2%E6%B3%95%E8%A8%98%E5%BF%B5%E6%97%A5
https://mainichi.jp/ch151016433i/%E9%9B%86%E4%BC%9A
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503001659.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503001656.html
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毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 護憲派の立場で憲法について考える集会が５日午後１時、

姫路市総社本町の市民会館である。元俳優で元参議院議員

の中山千夏さんが「ずっと、ずっと、非武装・非戦」と題

して講演する。また、平和を歌う合唱団「希望」が歌う。

無料。県立大名誉教授の松本滋さんが実行委員長を務める。

問い合わせは姫路総合法律事務所（０７９・２２２・０６

８４）。【田畑知之】  

 

神戸新聞2018/5/3 22:20神戸新聞NEXT 

自衛隊の「９条明記」巡り議論 憲法施行７１年 

 

改憲に賛同して拍手をする参加者ら＝３日午後、神戸市中

央区下山手通６（撮影・佐藤健介）  

 
護憲派の集会で「９条壊すな」などと書かれた紙を掲げる

参加者＝３日午後、神戸市中央区加納町６（撮影・大森 武）  

 安倍晋三首相の提案に沿って自民党が改憲条文案をまと

めた後、初めて巡ってきた３日の憲法記念日。自衛隊を９

条に明記するか否かが、兵庫県内の改憲、護憲派双方の集

会で議論の的になった。９条改正へ前のめりな姿勢を崩さ

ない安倍首相に対し「戦争をしないための改正」「戦争をす

る国になる」との声が上がった。 

 「日本で自衛隊の役割は変わらないと思っても、世界は

自衛隊を『軍隊』として見るのでは。そうなる覚悟は必要

だと思う」 

 神戸市中央区であった改憲派の集会に参加した主婦（６

７）＝神戸市兵庫区＝は、自衛隊明記に賛成しつつ、明記

後の「変化」も口にした。参加者には「明記で抑止力が高

まる」との意見も目立った。 

 自民が条文案を取りまとめる過程では「戦力の不保持な

どを定める９条２項を削除すべきだ」という主張が根強く

あった。最終的に安倍首相の意向に沿う形で２項が残され

た。 

 ２項削除に理解を示す無職の男性（７０）＝明石市＝は

「今の段階で削除すると反発が多く、改憲自体が難しくな

る。２項を残して改正した後、世界情勢に合うよう改正す

ればいい」と本音を漏らした。 

 護憲派は、安倍首相主導の改憲に反発を強める。 

 神戸・三宮の東遊園地であった集会。駆け付けた自営業

の男性（５９）＝加古川市＝は、安倍首相が改憲の理由に

「自衛隊違憲論や自衛官の心情」を挙げることに首をかし

げる。 

 「災害現場で活動する自衛隊を見て感じるのは、憲法に

明記されていなくても誇りを持って任務に当たっているこ

と」。条文案が「必要な自衛の措置を取る」とする点にも「『自

衛』の解釈を変えてしまえば、自衛隊がどんどん海外へ派

遣されるようになる」と語気を強める。 

 安倍首相は昨年に続いて改憲派の集会にビデオメッセー

ジを送り、「いよいよ改憲に取り組む時が来た」と訴えた。

朝日新聞阪神支局襲撃事件などを考える集会に参加した主

婦（６７）＝西宮市＝は「公文書改ざん問題などでガタガ

タな状況で強気な発言ができるなと、あきれた」と不快感

を示した。 

 改憲には国民投票が必要になるが、改憲、護憲派双方と

も、憲法論議が国民の一部にとどまる現状に、共通の懸念

を抱く。 

 改憲集会に参加した主婦（６１）＝明石市＝は「議論に

関心のない人や何も知らない人が多すぎる。もっと議論が

広がってほしい」。改憲反対を訴える女性（４７）＝川西市

＝も「ここまで改憲にこだわる首相はいなかった。もう憲

法を知らない、憲法に興味がないでは済まない」と危機感

を募らせた。（まとめ・段 貴則） 

 

神戸新聞2018/5/3 07:00神戸新聞NEXT 

「改憲」「護憲」７１年の焦り きょう憲法記念日 

 

護憲派が開いた憲法集会。元陸上自衛隊陸将を招き、自衛

隊明記の問題点を話し合った＝４月２１日、神戸市中央区

橘通３  

https://www.kobe-np.co.jp/news/sougou/201805/0011222861.shtml
https://www.kobe-np.co.jp/news/sougou/201805/0011220169.shtml
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神戸新聞ＮＥＸＴ  

 安倍晋三首相が、２０２０年に新憲法を施行し、９条に

自衛隊を明記する意向を表明してから３日で１年となる。

この間、公文書改ざん問題などで安倍１強が揺らぎ、年内

の改憲発議は困難な状況に。一方で、自民党は今春に改憲

４項目の条文案をまとめ、９月の党総裁選で争点となる可

能性もある。「改正の好機を失う」「改正の動きは止まって

いない」。改憲派、護憲派双方が焦りを抱え、憲法記念日を

迎える。 

 「日本周辺が緊迫し、憲法を改正できそうな雰囲気だっ

たが…」。若手経営者でつくる兵庫県内の青年会議所（ＪＣ）

メンバーは、１年前との落差に驚く。 

 全国組織の日本ＪＣは昨年、憲法論議を盛り上げようと、

国民討議会を開催。兵庫県内でも憲法記念日直前に、９条

に自衛隊を明記すべきかをテーマに県民が意見を交わす場

を設けた。 

 最大の変化は、北朝鮮の軟化だ。南北に続き、米朝首脳

会談も予定され、日朝対話の可能性も出てきた。「改憲派は、

日本を取り巻く国際環境の厳しさを訴えることが多かった。

国民の危機感が薄れることで、改憲のチャンスが失われな

いか」と危惧する。 

 国内の政治情勢も大きく変化した。改憲を支持する和田

有一朗・兵庫県議＝神戸市垂水区＝は「改憲機運がしぼむ

ことはない」としつつ、内閣支持率の低下に気をもむ。 

 共同通信が先月１４、１５日に実施した全国電話世論調

査によると、内閣支持率は３７・０％。第２次安倍政権発

足以降では、昨年７月の東京都議選直後に記録した３５・

８％に次ぐ低い数字だった。和田県議は「改憲にこだわる

安倍政権でなければ、改正は実現できない」と強調する。 

□   □ 

 護憲派にも焦りはある。 

 兵庫県弁護士９条の会は先月、元陸上自衛隊陸将の渡辺

隆氏を講師に招き、自衛隊明記を巡る集会を神戸市内で開

いた。同会事務局の羽柴修弁護士は「改憲反対を訴える街

頭活動で、市民から『自衛隊を明記するだけならいいので

は』との声を掛けられる」。阪神・淡路大震災や東日本大震

災などの被災地での活動が、国民に浸透していることが背

景にあるとみられ、「明記の問題点をどう理解してもらうか、

従来とは違う工夫が必要」と話す。 

 改憲反対を訴える粟原富夫・神戸市議は「森友学園問題

などで改憲議論が停滞しているように見えるが、自民の改

憲準備は進んだ。内閣支持率は下がっても、自民党支持率

は大きく変わっていない」と指摘する。 

 今秋の自民党総裁選は、９条改正案を争点に、安倍首相

や石破茂・元幹事長らが争う可能性がある。粟原市議は「安

倍首相も石破さんも、９条改憲という点では同じ。改憲の

動きへの警戒を緩めてはいけない」と語った。（段 貴則） 

 

憲法記念日 市民６０人、改憲反対訴えデモ行進 「安倍

政権資格ない」 橿原 ／奈良 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 

改憲反対を訴えてデモ行進する市民ら＝奈良県橿原市八木

町１で、稲生陽撮影 

 憲法記念日の３日、改憲に反対の立場の市民ら約６０人

が橿原市の近鉄大和八木駅前で集会を開いた。同市役所ま

で約１キロをデモ行進し、「安倍政権に憲法を変える資格は

ない」と訴えた。  

 「橿原市９条の会」が主催。登壇した古川雅朗弁護士は、

憲法９条に自衛隊の存在を明記する議論について「首相は

『何も変わらない』と言うが、安保法制の前例があるよう

に、政権が変われば法解釈は維持されない。（将来的に）変

えられていくはず」と危機感をあらわにした。  

 参加した女性（４３）は「私たちの世代には活動に参加

する心理的ハードルも高いが、何か発信しないとまずいと

思った」と話していた。【稲生陽】  

 

和歌山）平和賞、「大逆事件」の犠牲者を顕彰する会に 

朝日新聞デジタル白木琢歩2018年5月4日03時00分 

「わかやま平和賞」の授

https://mainichi.jp/ch150470243i/%E6%86%B2%E6%B3%95%E8%A8%98%E5%BF%B5%E6%97%A5
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503001383.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503001383.html


69 

 

賞式でスピーチする二河会長＝２０１８年５月３日、和歌

山市一番丁 

 憲法９条の理念を広める活動をしている市民団体「９条

ネットわかやま」は３日、「『大逆事件』の犠牲者を顕彰す

る会」に第４回わかやま平和賞を贈った。 

 「顕彰する会」は、社会主義者らが弾圧された明治時代

の「大逆事件」に連座し、刑死した大石誠之助ら新宮グル

ープ６人の名誉回復や顕彰活動に取り組んでいる。今年１

月には会員らの尽力もあり、新宮市が大石に「名誉市民」

の称号を授与した。 

 和歌山市一番丁であった授賞式には二河通夫会長（８７）

が出席。９条ネット世話人代表の藤井幹雄弁護士から賞状

を受け取った。 二河会長は、会の活動の原点について「ど

うやって平和と基本的人権、自由な言論を守っていくかと

いうことに集約される」と説明。「先輩たちが続けられてき

た顕彰活動を、次の世代にも引き継いでいけるよう努力し

ていきたい」と話した。（白木琢歩） 

 

憲法記念日 護憲・改憲派が催し 「身近に感じて」「自衛

隊明記を」 ／和歌山 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 
ハッピーバースデー憲法のステージで演奏する高校生＝和

歌山市の和歌山城西の丸広場で、高橋真志撮影 

 憲法記念日の３日、県内でも護憲派と改憲派がそれぞれ

催しを開き、施行７１年を迎えた日本国憲法について考え

を深めた。【高橋真志】  

 和歌山市の和歌山城西の丸広場では、護憲派の「９条ネ

ットわかやま」などが「ハッピーバースデー憲法」と題し

てイベントを開催した。憲法を題材にした講談や高校生の

音楽演奏などがあったほか、軽食を売る出店も並んで家族

連れや学生らでにぎわった。  

 実行委員長の藤井幹雄弁護士は取材に「憲法について考

えなければ改憲に疑問を持つこともできない。イベントを

通じて憲法を身近に感じてほしい」と話した。  

 

県民集会で講演する門博文衆院議員＝和歌山市美園町５の

県ＪＡビルで、高橋真志撮影 

 一方、和歌山市美園町５の県ＪＡビルでは、改憲派の「美

しい日本の憲法をつくる県民の会」などが主催して「憲法

を考える県民集会」があった。地元選出の門博文・自民党

衆院議員が講演し、憲法に自衛隊を明記する必要性を訴え

た。  

 会場には東京で改憲団体が主催したフォーラムの映像が

インターネット中継された。「自衛隊の違憲論争に終止符を

打つ」と訴える安倍晋三首相のビデオメッセージに参加者

がうなずいていた。集会後には会場前の路上で街頭演説を

した。 

 

憲法記念日 「変えさせちゃいけない」 改憲反対集会に

３５０人 松江で講演 ／島根 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 

講演する森達也さん＝松江市西津田６のプラバホールで、

根岸愛実撮影 

 憲法記念日の３日、松江市のプラバホールで憲法９条改

正に反対する集会があり、約３５０人が参加した。映画監

督の森達也さんが講演で「僕は護憲論者ではないが、今の

社会状況、今の政権で絶対に変えさせちゃいけない」「みん

なが右に行っている時に、左にチラッと視線を送るだけで

もいい。風向きを変えれば、周りに伝播（でんぱ）する」

と語った。  

 森さんはオウム真理教の信者たちを追ったドキュメンタ

リーで知られる。人々が身を守るために「群れ」となり、

国内外で同調圧力が高まっていると指摘し「世界はもっと

豊かだし、人はもっと優しい」と説いた。  

 ジャズボーカリストの白築純さんらによるライブもあっ

た。参加者たちは閉会後、「憲法９条は世界の宝」などと訴

えて会場周辺を行進した。【根岸愛実】  

 

憲法記念日 平和の願い、天高く １５０人がハト風船／

評論家・佐高信さん講演 ／鳥取 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503001383.html
https://www.asahi.com/articles/photo/AS20180503001383.html
http://www.asahi.com/topics/word/憲法９条.html
http://www.asahi.com/topics/word/明治時代.html
http://www.asahi.com/topics/word/明治時代.html
http://www.asahi.com/topics/word/新宮市.html
http://www.asahi.com/topics/word/和歌山市.html
http://www.asahi.com/topics/word/基本的人権.html
https://mainichi.jp/ch150470243i/%E6%86%B2%E6%B3%95%E8%A8%98%E5%BF%B5%E6%97%A5
https://mainichi.jp/ch150470243i/%E6%86%B2%E6%B3%95%E8%A8%98%E5%BF%B5%E6%97%A5
https://mainichi.jp/ch150470243i/%E6%86%B2%E6%B3%95%E8%A8%98%E5%BF%B5%E6%97%A5
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平和を願ってハト風船を飛ばす参加者たち＝ＪＲ鳥取駅前

の風紋広場で、園部仁史撮影 

考えよう「憲法記念日」  

 憲法記念日の３日、県内では憲法や平和について考える

集いがあった。【園部仁史】  

平和の願い、天高く １５０人がハト風船  

 平和を願ってハト型の風船を飛ばす「平和の鳥フェステ

ィバル」（同実行委主催）がＪＲ鳥取駅前の風紋広場で開か

れた。約１５０人（主催者発表）が放った約３００の白い

ハト風船が、天高く舞い上がった。  

 鳥取市９条の会らでつくる実行委が、憲法記念日に合わ

せて毎年開催。ハト風船は日光に溶けて自然に戻る素材で、

環境に配慮している。小さなメッセージカードを付けるこ

とができ、参加者は「平和な世界を」「憲法９条を守ろう」

などと書き込み、広場の時計台前で一斉に風船を飛ばした。  

 参加した境港市立外江小６年の吉田優杏（ゆうあ）さん

（１２）は「世界から戦争がなくなって、みんなが平和に

過ごせたらいいな」と話した。  

 実行委員長の吉岡一則さん（４８）は「イベントを通し

て、平和憲法を考えるきっかけになってくれれば」と語っ

た。  

「９条守っていかないと」 評論家・佐高信さん講演  

 また、鳥取市尚徳町のとりぎん文化会館では評論家の佐

高信さん（７３）を招いた講演会（憲法擁護・平和・人権

フォーラム鳥取県など主催）が開かれた。約２００人の市

民らの前で、憲法の大切さを訴えた。  

 主催者あいさつで、人権フォーラムの西村裕生代表は憲

法１２条を朗読し「自由や人権を守るためには、国民の不

断の努力が必要だ」と述べた。  

 佐高さんは「改憲？壊憲？悔憲？手遅れになる前に！」

と題して講演。現政権が主導する改憲に向けた動きについ

て、「憲法は権力を監視するもの。権力を持つ者たちが都合

の良いものに変える危険性がある」などと指摘。講演の最

後には「憲法９条は世界に先駆けてつくられた。我々で守

っていかなければならない」と結んだ。  

 

憲法記念日 「９条変えるな」 中区でヒロシマ憲法集会 

１８００人が反対の声 ／広島 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 

仲村未央さん（左）の講演に耳を傾ける参加者たち＝広島

市中区のハノーバー庭園で、高山梓撮影 

 憲法記念日の３日、憲法について考えるイベント「平和

といのちと人権を！ ５・３ヒロシマ憲法集会」が中区の

ハノーバー庭園であった。約１８００人が参加し、安倍政

権が目指す９条改正に反対の声を上げた。  

 市民団体の「ヒロシマ総がかり行動」が主催。沖縄が本

土に復帰した１９７２年に生まれた「復帰っ子」で沖縄県

議の仲村未央さん（４５）が「復帰４６年の沖縄から伝え

たいこと」と題して講演した。  

 仲村さんは、米軍基地周辺の学校は騒音で学習などの機

会が奪われているとし、「日米地位協定で米軍優位が規定さ

れ、沖縄の人たちは教育や環境の権利が保障されていない」

と指摘。普天間飛行場（沖縄県宜野湾市）の名護市辺野古

への移設阻止も訴え、「主権や人権、命の根源につながる戦

いだ」と語った。集会では「９条改憲は許さない。唯一の

被爆国である政府に核兵器禁止条約への署名を求める」な

どとするアピールを採択した。  

 一方、この日は改憲派の市民団体による集会も中区であ

った。【高山梓】  

 

憲法記念日 平成最後 「護憲」「改憲」それぞれ集会 ／

山口 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 平成最後の憲法記念日の３日、県内でも護憲派、改憲派

がそれぞれ集会を開き、施行７１年目の憲法の意義や、９

条のあり方について考えた。  

 山口市中央の市民会館では市民団体「憲法を活（い）か

す市民の会・やまぐち」などが主催する集会があり、約２

００人が参加した。  

 憲法学者の植野妙実子・中央大教授が講演し、改憲の旗

を振る安倍晋三首相について「前のめりな姿勢は、憲法尊

重擁護義務違反が疑われる」と批判した。また９条を改正

して自衛隊の存在を明記すると同２項の「戦力の不保持、

交戦権の否認」を空文化する可能性があると指摘。権力を

縛って人権を守ることが憲法の意義だと強調して「民主主

https://mainichi.jp/ch150470243i/%E6%86%B2%E6%B3%95%E8%A8%98%E5%BF%B5%E6%97%A5
https://mainichi.jp/ch150470243i/%E6%86%B2%E6%B3%95%E8%A8%98%E5%BF%B5%E6%97%A5
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義や平和主義から外れる憲法改正は認められない」と訴え

た。  

 一方、同市天花の県神社庁では保守系団体「日本会議山

口」が、東京であった改憲派の集会をインターネット中継

する集まりを開いた。参加者約４０人は、ジャーナリスト

の桜井よしこさんらの講演を聞きながら憲法改正の必要性

を確認し合った。【松田栄二郎】  

〔山口版〕  

 

産経新聞2018.5.4 07:02 

改憲へ千載一遇のチャンス 九州・山口各地で記念日に集

会 

自衛隊が置かれた状況を語

る葛城奈海氏＝福岡市中央区 

 憲法記念日の３日、憲法改正への機運を高めようと、九

州・山口各地でも集会が開かれた。安倍晋三首相は、新憲

法施行について平成３２（２０２０）年の方針を掲げ、改

憲の必要性を訴え続けているが、動きが進んでいるとは言

い難い。国際情勢が変化する中、参加者は国を守る改憲の

重要性を改めて確認した。（中村雅和） 

 ソラリア西鉄ホテル（福岡市中央区）では、憲法改正運

動に取り組む「美しい日本の憲法をつくる福岡県民の会」

が集会を開いた。 

 共同代表の松尾新吾氏（九州電力相談役）は「来夏の参

院選を考えると、憲法改正を国会議員の３分の２の賛成に

よって、確実に発議できるのは今しかない。千載一遇のチ

ャンスだ。発議後の国民投票に向け、一致団結しなければ

いけない」とあいさつした。 

 登壇した自民党衆院議員の鬼木誠氏は、日本維新の会を

除く６野党が、憲法改正発議の前提になる衆参両院での憲

法審査会開催に応じない状況を説明した。「野党の背中を押

すのは、国民の声だ。ここで頓挫すれば、国民の手によっ

て憲法が変えられない状態が続いてしまう」と訴えた。 

 その後、ジャーナリストで女優の葛城奈海（かつらぎ・

なみ）氏が「憲法改正と自衛隊」と題して講演した。 

 葛城氏は平成２２年９月、尖閣諸島（沖縄県石垣市）沖

で中国漁船が、日本の海上保安庁の巡視船に体当たりした

事件に触れ「戦後体制の中で、日本は毅然（きぜん）とし

た態度で国の尊厳を守ることが愚かとの価値観に覆われて

しまった。その醜悪さが、赤裸々にさらされた」と指摘し

た。 

 自衛隊を９条に明記する憲法改正案について、安倍首相

は産経新聞のインタビューに「国を守るため、国民を守る

ために、命を懸ける者について憲法に明記することは安全

保障の基本だ」と述べている。 

 葛城氏はかつて自衛隊が「税金泥棒」「殺人者」と言われ

ていた状況を問題視し、「これで誇りを持てというほうが酷

な話だ。自衛官の手足を縛るのではなく、必要な法整備を

行い、十分な権限と、準備ができる環境を用意しなければ

ならない」と訴えた。 

 日本会議の地方組織では、このほか、佐賀県武雄市や鹿

児島市などでも、改憲の国会発議や国民投票を求め、集会

を開いた。 

 

香川）護憲派、改憲派、それぞれ集会 憲法記念日 

朝日新聞デジタル2018年5月4日03時00分 

改 憲

反対などを訴え、デモ行進をする人たち＝２０１８年５月

３日午後０時１４分、高松市、尾崎希海撮影 

 憲法記念日の３日、護憲派と改憲派が高松市内で集会な

どをそれぞれ開いた。 

 「平和憲法を生かす香川県民の会」の講演会には約５０

０人が参加。官房長官の記者会見での粘り強い質問で知ら

れる東京新聞の望月衣塑子（いそこ）記者が、「政治権力と

どう対峙（たいじ）し、国民のために何を報じていくべき

か、メディアは考え続けなければいけない」と講演し、「加

憲によって、日本は戦争をする国へと変質させられていく」

とも述べた。続いて参加者らは市中心部をデモ行進した。 

 一方、「美しい日本の憲法をつくる香川県民の会」の集会

には約４０人が参加。改憲案の国会発議を求めて東京で開

かれた「公開憲法フォーラム」がインターネット中継され

た。集会であいさつした自民の磯崎仁彦参院議員は、「日本

という国がどうあるべきかを示すのが憲法」「国際情勢が大

きく変化する時代だからこそ、憲法の議論をする必要があ

る」と話した。 
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憲法記念日 「憲法改悪 許さない」 市民団体など、高

松でデモ行進 ／香川 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 

横断幕を手にデモ行進する参加者＝高松市で、岩崎邦宏撮

影 

 憲法記念日の３日、社民党県連や共産党県委員会、市民

団体などでつくる「平和憲法を生かす県民の会」は総会を

開くとともに、街頭アピールをした。  

 高松市内であった総会には約５００人が参加し、憲法９

条を守るために署名活動やイベントを展開していくとの活

動方針を決定した。県民の会の大熊正樹事務局長は「森友・

加計問題で政治不信が大きくなっている。国民をだました

り、ないがしろにしたりする政権での改憲は信用できない」

と指摘した。  

 その後、参加者は「憲法改悪を許さない」などと記され

た横断幕を手に高松市中心部をデモ行進した。【岩崎邦宏】  

 

愛媛）護憲、改憲両派の団体が訴え 憲法記念日 

朝日新聞デジタル前田智、大川洋輔2018年5月4日03時

00分 

 憲法記念日の３日、松山市内で護憲、改憲それぞれを訴

える集会が開かれた。 

 松山市のひめぎんホールでは、実行委員会主催で「活（い）

かそう日本国憲法！許さない、９条改憲は戦争への道！」

のテーマで集会が開かれた。主催者によると約１千人が集

まった。 

 早大法学学術院の水島朝穂教授が「憲法改正か、改ざん

か」の題で講演した。水島教授は「憲法は人々の気持ちや

理想といった大きな道徳でなく、権力を規制、統制、制限

する規範」と説明し、「権力側から規制、制限を取り除こう

とする改憲論が広がっている」と警鐘を鳴らした。９条に

条文を加えるなどの改憲案は「改正しないといけないとい

う証明もされておらず、十分な情報開示や熟議もない」と

批判した。 

 松山市の市総合コミュニティセンターでは、憲法改正を

目指す「憲法フォーラムｉｎ愛媛」が開かれ、約５００人

が参加した。 

 主催の「美しい日本の憲法をつくる愛媛県民の会」を代

表して加戸守行・前知事があいさつ。憲法は「押しつけら

れた憲法。日本国民の自由意思によって表明された結論で

はない」と指摘し、自衛隊については「憲法９条に違反し

ない、抽象的な存在の実力部隊が、今日まで肩を小さくし

ながら存在してきた」と改憲の必要性を強調。国会審議が

停滞して改憲が進まない現状や若者の関心の薄さを危惧し、

「頑張っていかなくてはいけない大切な時だ」と力を込め

た。（前田智、大川洋輔） 

 

憲法集会 「改憲反対」訴え行進 松山 ／愛媛 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 

「憲法を暮らしに生かそう」と声を上げて行進をする参加

者ら＝松山市内で、遠藤龍撮影 

 日本国憲法の施行から７１年となった３日、松山市道後

町２のひめぎんホールで「５・３愛媛憲法集会」が開かれ、

約１０００人（主催者発表）が集まった。集会後参加者ら

は市内を約３キロ行進し、「憲法を暮らしにいかそう」「改

憲反対」などと声を上げた。  

 約２００の労働団体らでつくる実行委が主催した。憲法

記念日に合わせて毎年開催し、今年で１３回目。  

 集会では、早稲田大法学学術院の水島朝穂教授が「憲法

改正か、改ざんか」と題して講演。「憲法とは過去の過ちを

しっかり書き込んだ文章。古くなったり不都合があったり

言葉が古めかしくても根底にあるものは過去の過ち。それ

を変えるというのはよほどのことだ」と指摘した。【遠藤龍】  

 

憲法記念日 「９条壊すな」と行進 護憲派が集い ／徳

島 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 憲法記念日の３日、徳島市のＪＲ徳島駅前で、県内の護

憲派が憲法についての問題を呼び掛ける「憲法街角トーク」

が開かれた。安倍政権が自衛隊の行動と権限を限定しない

まま、存在を憲法に明記しようとしているとして、各団体

の代表者は「自衛の名のもとで戦争が繰り返されるのは、

あってはならないこと」と批判した。  

 団体の一つ、「九条の会徳島」の上地大三郎事務局長は「改

憲に向けた動きが急速に進んでいる。一人一人が９条が変

わるとどうなるのか知ってほしい」と話した。  

 徳島中央公園（同市徳島町城内）で開かれた「憲法まつ
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り」では、約５００人（主催者発表）が集まりプラカード

を持って改憲反対を主張。「自衛隊を憲法に明記する改憲案

に強く反対する」との集会アピールを採択した。  

 その後、参加者らは「９条壊すな憲法守れ」「戦争させな

い」などとシュプレヒコールを上げて行進し、現行憲法の

維持に理解を求めた。【松山文音】  

 

福岡）「なぜ戦争起こる？」 夜間学級で恒例の憲法授業 

朝日新聞デジタル佐々木亮2018年5月4日03時00分 

「よみ

かき教室」で憲法について授業をする大塚正純さん（中央）

＝２０１８年５月２日午後６時４９分、福岡市博多区の千

代中学校 

 福岡市博多区の市立千代中学校で開かれている自主夜間

学級「よみかき教室」で２日、憲法をテーマにした授業が

あった。教室は、戦中・戦後の混乱、病気や貧困などさま

ざまな事情で学校に行けなかった人たちの学びの場。憲法

の授業は毎年、憲法記念日に合わせた恒例の一コマだ。 

 元中学校社会科教師で「よみかき教室」共同代表の大塚

正純さん（６５）が、生徒やボランティアら約２０人の前

に立ち、日本国憲法の３大原則のうち「平和主義」から語

り出した。日本は１９世紀末から戦争を繰り返したが、日

本国憲法９条で「戦争の放棄」を打ち出してからはしてい

ない、と指摘した。 

 「ところで戦争は、なぜ起こるのでしょうか」と、大塚

さん。生徒たちから「相手より上に立ちたいから」「つまら

ない欲から」と声が上がった。 

 大塚さんは、第２次大戦終結後の１９４５年に採択され

た国連教育科学文化機関（ユネスコ）憲章の一節を紹介し

た。 

 〈戦争は人の心の中で生まれるものであるから、人の心

の中に平和のとりでを築かなければならない〉 

 無知と偏見から相手を見下したり憎んだりすることが戦

争につながるとして、「互いの文化を大切にする。まさに教

育が重要」。そうした憲章の精神の延長線上に日本国憲法２

６条の「教育を受ける権利」があると説明した。 

 さらに２０１６年に成立した教育機会確保法が 

 〈年齢又は国籍その他の置かれている事情にかかわりな

く、その能力に応じた教育を受ける機会が確保されるよう

にする〉 

 〈教育を通じて、社会において自立的に生きる基礎を培

い、豊かな人生を送ることができるよう、その教育水準の

維持向上が図られるようにする〉 

 と基本理念を掲げたことに触れ、「この法律は憲法の条文

に命を吹き込んだ」と強調した。 

     ◇ 

 「よみかき教室」は水曜午後６時半～８時半と金曜午後

７時～８時半の週２回。生徒とボランティアは随時募集。

問い合わせは事務局の河東さん（０９０・１８７５・００

３１、午後５～９時）。（佐々木亮） 

 

憲法フェスタ 食べて遊んで、平和を感じよう 小倉北・

勝山公園に８００人 ／福岡 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 憲法記念日の３日、「５・３ 北九州憲法ＦＥＳＴＡ（フ

ェスタ）～食べて、遊んで、みんなで平和を感じよう」が

小倉北区の勝山公園であった。青空の下に約８００人が集

まり、「９条改憲ＮＯ！」のチラシを掲げて気勢を上げた。  

 市民グループや労働組合などでつくる実行委が主催。「血

相を変えて『脅威』や『国難』を叫ぶ首相や国会議員がい

るが、あおられているだけではないのか。落ち着いて考え

よう」と、今年は音楽演奏やリレートークなどを中心に構

成した。  

 平和の願いを伝える「陽菜田ぼっこバンド」、口琴奏者の

倍音ケイイチさんらが出演。参加者は平和のメッセージを

のせた歌や音楽、朗読劇に耳を傾け、反戦への思いを新た

にしていた。【長谷川容子】  

〔北九州版〕  

 

佐賀）改憲、護憲両派が集会 講演会やデモ行進 

朝日新聞デジタル杉浦奈実、中西皇光 2018年5月4日03

時00分 

講演する内田雅敏弁護士＝

佐賀市のメートプラザ佐賀 
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 憲法記念日の３日、佐賀市内では護憲、改憲を主張する

団体がそれぞれ集会を開いた。 

 佐賀市兵庫北３丁目のメートプラザ佐賀では「戦争をさ

せない佐賀県１０００人委員会」主催の講演会があり、約

３５０人が訪れた。 

 日本弁護士連合会の憲法委員会幹事を務める内田雅敏弁

護士が講演し、「平和憲法を堅持していることがアジアの

人々に安心感を与えている。再び戦禍が起こらないよう決

意する憲法を変えれば、日本は変わったのか、という話に

なる」などと訴えた。 

 講演終了後は有志が「安倍総理は憲法９条を壊すな」な

どと訴えながら周辺をデモ行進した。 

 同市天神３丁目のアバンセでは改憲を目指す「美しい日

本の憲法をつくる佐賀県民の会」が講演会を開き、自民県

議ら約２５０人が参加した。同会の江口正孝代表委員は北

朝鮮などの脅威を主張し「憲法改正し、堂々と国を守れる

体制にしないといけない」と述べた。 

 講演した織田邦男・元航空自衛隊空将は、自衛隊を違憲

とする意見があるために隊員への中傷や募集への影響があ

ると指摘。「（改憲で）自衛隊が違憲か合憲かという議論を

終わらせ、あるべき安全保障の議論を始めるべきだ」と語

った。（杉浦奈実、中西皇光） 

 

護憲、改憲でそれぞれ訴え 県内でも憲法集会 

憲法記念日の３日 

佐賀新聞5/4 9:29 

 日本国憲法が施行されて７１年目となる憲法記念日の３

日、佐賀県内で護憲と改憲を訴える団体が、これからの憲

法像などについてそれぞれの主張を展開した。安倍晋三首

相が９条への自衛隊明記に意欲を示す中、参加者は講演を

通して平和と安全保障のあり方について考えを深めた。 

 「戦争をさせない佐賀県１０００人委員会」は佐賀市の

メートプラザ佐賀で憲法講演会を開催し、約３５０人が参

加。大草秀幸代表は「安倍政権にしっかりと『ノー』を突

きつけなければいけない」と述べ、９条改正阻止を訴えた。 

 
改憲反対を訴えてデモ行進を行った護憲派＝佐賀市のメー

トプラザ佐賀前 

 

「どうなる？これからの私たちの日本と憲法」で講演する

織田邦男氏＝佐賀市のアバンセ 

 弁護士の内田雅敏氏は「９条自衛隊加憲の罠」というテ

ーマの講演で、「独立、平和、安全という言葉は戦争をしな

いことの歯止めにはならない」と９条の意義を強調。安保

関連法案の強行採決なども批判し、改憲論議への注視を求

めた。 

 「安倍９条改憲ＮＯ！憲法を生かす全国統一３０００万

署名」を採択した後、佐賀市中心部をデモ行進し「日本を

戦争する国にするな」などと声を上げた。 

 改憲を訴える「美しい日本の憲法をつくる佐賀県民の会」

は「どうなる？これからの私たちの日本と憲法」と題した

トークイベントを佐賀市のアバンセで開き、約２５０人が

耳を傾けた。 

 講演では、元航空自衛隊空将の織田邦男氏が「今は自衛

隊が合憲か違憲かという議論で終わっている。自衛隊を明

記することで、その先の安全保障の話をすることができる」

と述べ、フリーライターの諌山仁美氏は「世界的に改憲は

普通。国際情勢が大きく動く中で、いつまでも自衛隊を曖

昧な存在にしておくわけにはいかない」と訴えた。 

 自民党の山下雄平参院議員が講演した武雄市の北方公民

館には約３００人が集まった。 

 

長崎）９条などめぐり議論 護憲派、改憲派が集会 

朝日新聞デジタル田中瞳子2018年5月4日03時00分 
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護 憲

派の集会では、憲法９条の大切さを訴える歌が歌われた＝

３日午後２時９分、長崎市桜町 

 

 憲法記念日の３日、護憲派、改憲派がいずれも長崎市内

で集会を開き、それぞれの主張に基づいて意見を交わした。 

 護憲を訴える市民団体「ながさき９条フェスタ実行委員

会」は県勤労福祉会館で集会を開いた。長崎大の井田洋子

教授が講演し、憲法９条１、２項を残したまま自衛隊を明

記するのは「法論理的に矛盾する」と指摘。「戦争体験者が

減るなか、武力を使った結果、何が起こるのかについて想

像力を持つことが求められている」などと訴えた。 

 その後、被爆者や女性、若者らによるリレートークや、

「日本国憲法は大事な宝物。この宝物を壊すような改憲を

許しません」などと訴えるアピール文が読み上げられた。 

 改憲を求める「美しい日本の憲法をつくる長崎県民の会」

も男女共同参画推進センター（アマランス）で集会を開催。

ジャーナリストの桜井よしこ氏が改憲の実現を訴えるビデ

オメッセージを寄せたほか、自衛隊の活動の様子などを伝

えるドキュメンタリー映像が上映された。 

 その後、県選出の自民党国会議員や県議らが登壇し、「憲

法は時代とともに変えるべきで、今がそのとき」「憲法をな

ぜ、どのように変えたいのかを具体的に示し、反対派の意

見にも耳を傾けて議論していく必要がある」などと訴えた。

（田中瞳子） 

 

ドキュメンタリー映画 「恵庭事件」全国で上映 稲塚監

督「論議に決着を」 映画で問う自衛隊と９条 ／長崎 

毎日新聞2018年5月3日 地方版 

 北海道で酪農家が自衛隊法違反に問われ、自衛隊が合憲

かどうかが争点になった「恵庭事件」を題材にしたドキュ

メンタリー映画「憲法を武器として 恵庭事件知られざる

５０年目の真実」が全国で上映されている。安倍晋三首相

が自衛隊の存在を明記する憲法改正に意欲を見せる中、監

督を務めた稲塚秀孝さん（６７）は「映画を通じて、多く

の人に憲法について考えてもらいたい」と話す。【加藤小夜】  

 事件は１９６２年、北海道恵庭町（現恵庭市）で酪農を

営む兄弟が、牧場近くにあった陸上自衛隊演習場の騒音被

害が改善されないなどとして、演習場の通信線を切断。器

物損壊より刑が重い自衛隊法違反（防衛供用物損壊）の罪

で起訴された。  

 札幌地裁で３年半にわたった公判で、弁護側は「自衛隊

及び自衛隊法を審理する裁判」と位置づけ、無罪とともに

自衛隊の違憲性を主張した。しかし６７年の判決で、辻三

雄裁判長は兄弟を無罪とする一方で、自衛隊の憲法判断に

踏み込まず「肩すかし判決」と呼ばれた。  

 広島、長崎の両市で被爆した二重被爆者を追ったドキュ

メンタリー映画「二重被爆～語り部・山口彊（つとむ）の

遺言」などの作品を手がけてきた稲塚さんは北海道出身。

道内の高校に通っていた時に恵庭事件を知り、兄弟へのイ

ンタビューなどを基に戯曲を作り、上演した経験もある。  

 判決から５０年を迎えるにあたり、「自衛隊と憲法９条の

テーマに今こそ決着をつけたい」と事件・裁判の関係者で

ある兄弟や弁護団に加わった弁護士、辻裁判長の遺族らへ

の取材を重ねた。公判記録も読み込み、証言と再現ドラマ

を織り交ぜた映画に仕上げた。  

 昨夏の映画完成後、国会をはじめ全国各地で上映され、

これまで約５０００人を動員した。稲塚さんは「憲法に『自

衛隊』という３文字を入れれば、平和憲法とは名乗れない

ものになる。５０年前に激しく議論された問題を終わらせ

たい」と話している。上映の問い合わせは稲塚さん（０９

０・３５７６・６６４４）。  

〔長崎版〕  

 

憲法記念日 「憲法に関心を」集会開く 「護憲」「改憲」

それぞれ活発に ／大分 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 憲法記念日の３日、県内でも護憲、改憲両派が憲法につ

いての関心を高めようと集会を開くなどした。自民党が自

衛隊の存在を明記した「９条の２」を新設する改憲案をま

とめるなど憲法改正の具体的な動きが出てきているだけに、

それぞれの立場で主張が活発に展開された。  

 「平和憲法を守る会・大分」などの市民グループは、県

教育会館（大分市下郡）で講演会を開催し、約３００人が

集まった。明治大特任教授で歴史学者の纐纈厚（こうけつ

あつし）氏が講演し、「安倍政権は、（集団的自衛権の行使

を一部認めた）安全保障関連法で憲法を骨抜きにした。現

憲法を守るため安倍政権退陣を求める」と訴えた。参加し

た臼杵市の土谷桂山さん（７７）は「自衛隊を明記したら、

米国のいいなりに自衛隊を出すことになるかもしれない」

と話していた。  

 改憲を訴える「美しい日本の憲法をつくる大分県民の会」
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がＪＣＯＭホルトホール大分（同市金池南）で開いた講演

会には、地元選出の国会議員の岩屋毅氏や礒崎陽輔氏らも

駆け付け、自民党の改憲素案を説明したり、憲法に自衛隊

を明記する必要性を訴えたりした。ジャーナリストの桜井

よしこ氏はビデオメッセージで「国際情勢は激しく変わっ

ている。日本を守る態勢をつくるため、自衛隊を憲法に書

き込むという大事な課題に取り組みましょう」と呼び掛け

た。【白川徹、田畠広景】  

 

「制約利かない恐れ」 ９条明記だけで止まらぬ 憲法と

自衛隊㊦  

大分合同新聞2018/05/03 03:01  

 

 自民党が改憲案で示した「自衛隊の明記」。県内の専門家

はどう見ているのだろうか。 

大分大学 青野篤准教授（４５） ＝憲法学 

 ―自衛隊を明記するという改憲案への評価は。 

 自民党は条文案を正式に提示していないが、党内で有力

とされた案を見ると、単なる存在の明記にとどまらないも

のになっている。大きな変更は、従来の憲法解釈で定義さ

れてきた「必要最小限度」ではなく、「必要な自衛の措置」

を取るための実力組織だと位置付けている点だ。 

 ―どう違うのか。 

 自衛隊は戦力不保持を定めた９条２項との整合性を取る

ため、戦力ではなく「自衛のための必要最小限度」の実力

を持つと解釈されてきた。最小限度の縛りを取っ払って「必

要な措置」となれば、時の首相が「必要だ」と判断すれば

制約が利かなくなる。 

 実際の条文案がどういう書きぶりになるかによるが、２

項が無意味になり、活動範囲が大幅に広がる可能性はある。

法的には「２項の例外」という扱いの条文を自民党は検討

している。 

 ―自衛隊を明記するだけなら問題ないか。 

 存在を明記するだけなら基本的に改憲する必要はない。

ただ、自衛隊が法律上から憲法上に位置付けられ、憲法に

守られる組織になることは大きな変更点だ。例えば、訓練

の騒音停止を求めて住民らが訴訟を起こした場合、自衛隊

の活動をこれまで以上に保護し、住民の人権を制限する根

拠にもなり得る。 

 ―安倍晋三首相は「自衛隊の違憲論争に終止符を打つ」

と説明している。 

 活動や能力が合憲か違憲かという議論は今後もあるはず

だ。憲法論議が終わることにはならないだろう。 

 

熊本）護憲、改憲両派が集い 議論への参加呼びかけ 

朝日新聞デジタル杉山歩、田中久稔2018年5月4日03時

00分 

護 憲

派の集会には約３００人が集まった＝２０１８年月５月３

日、熊本市中央区手取本町 

 

 

 憲法記念日の３日、熊本県内では憲法について見解の異

なるグループがそれぞれ会合を開き、議論への参加を呼び

かけた。 

 くまもと県民交流館パレア（熊本市中央区手取本町）で

は、護憲派市民団体などが集まり「第３５回憲法をまもる

熊本県民のつどい」を開き、約３００人が講演に耳を傾け

た。 

 「今日の改憲問題と憲法を活かす運動の課題」と題し、

関西大法学部の村田尚紀教授が講演した。「憲法は国にいろ

いろなことを命じており、護憲とはそれを求める立場」と

指摘。安保法成立以後の改憲を巡る現状をたどり「護憲の

立場から必要な反論を丁寧にし、憲法の理解を、国民の胸

の中にストンと落ちるように広げることが課題ではないか」

などと話した。 

 憲法改正をめざす団体、美しい日本の憲法をつくる熊本

県民の会（共同代表＝木村仁・日本会議熊本会長）と自民

党県連で構成する実行委は、県内１０カ所で「憲法フォー

ラム」を開いた。 

 実行委メンバーは例年、熊本市でシンポジウムを開催。
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今年は国民投票を視野に「憲法改正に向けた機運をさらに

高めよう」（自民県連）と初めて各地で同時開催し、主催者

発表で計約１５００人が参加した。 

 熊本市の会場では自衛隊の活動をまとめたビデオを上映。

熊本地震での災害派遣活動などを挙げ、憲法への自衛隊の

明記を求める発言が続いた。木原稔衆院議員は自民の改正

案について「他党の協力、理解を得てなるべく早い段階に

お示ししたい」と述べ、発議をめざす考えを示した。（杉山

歩、田中久稔） 

 

憲法記念日 改憲派は規模を拡大 護憲派は危機感募る 

各地で講演会や集会 ／熊本 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 憲法記念日の３日、各地で改憲派や護憲派の集会や講演

会があった。安倍晋三首相が昨年５月、自衛隊の存在を明

記した憲法改正を提起してから１年。改憲派は例年に比べ

集会規模を拡大し、護憲派は危機感を募らせた。【黒澤敬太

郎、杉山恵一、田中韻】  

改憲派◇  

 比例を除く衆参全議席を自民が独占する熊本県では、自

民県連が例年１カ所で開催していた県内集会を１０カ所に

拡大。ジャーナリストの桜井よしこ氏らが共同代表の「美

しい日本の憲法をつくる国民の会」の県組織と「憲法フォ

ーラムｉｎ熊本」を開いた。  

 同県菊陽町の光の森町民センター・キャロッピアであっ

た集会には約９０人が参加。桜井氏のビデオメッセージや

改憲をＰＲするドキュメンタリー動画「今そこにある危機

と自衛隊」を視聴し、衆院熊本３区選出の坂本哲志氏（自

民）らが「憲法９条に自衛隊の行動を明記し安全安心な日

本をつくろう」と訴えた。  

 また、鹿児島市であったフォーラムでは「今こそ、憲法

改正の国会発議を！」と題した決議を採択。宮崎市では軍

事ジャーナリスト、井上和彦氏の講演「ありがとう！自衛

隊さん」があった。  

護憲派◇  

 一方、護憲派も各地で集会を開いた。宮崎市では日本科

学者会議宮崎支部と宮崎民主法律家協会が「憲法と平和を

考えるつどい～護憲の理想主義と現実主義 改憲論をのり

こえるために～」を開催。政治学者の五野井郁夫・高千穂

大教授が講演し「改憲は事実上の再軍備で、多大な歳出が

生じ暮らしが厳しくなる。護憲派は単に理想に訴えるより

も、９条の現実的な機能や効用を訴えたほうが多くの人に

伝わる」と強調した。  

 鹿児島市では県護憲平和フォーラムが主催する集会があ

り、刑法学者の高山佳奈子・京大教授が講演で「日本国憲

法は７０年を超える実務や学術の積み重ねを有し、歴史の

重みや意味を無視して字面だけを変えることはできない」

と述べた。  

 

憲法記念日 改憲派、集会拡大／護憲派、危機感募る 五

野井・高千穂大教授、９条の効用訴えて ／宮崎 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 憲法記念日の３日、各地で改憲派や護憲派の集会や講演

会があった。安倍晋三首相が昨年５月、自衛隊の存在を明

記した憲法改正を提起してから１年。改憲派は例年に比べ

集会規模を拡大し、護憲派は危機感を募らせた。【黒澤敬太

郎、杉山恵一、田中韻】  

 比例を除く衆参全議席を自民が独占する熊本県では、自

民県連が例年１カ所で開催していた県内集会を１０カ所に

拡大。ジャーナリストの桜井よしこ氏らが共同代表の「美

しい日本の憲法をつくる国民の会」の県組織と「憲法フォ

ーラムｉｎ熊本」を開いた。  

 同県菊陽町の光の森町民センター・キャロッピアであっ

た集会には約９０人が参加。桜井氏のビデオメッセージや

改憲をＰＲするドキュメンタリー動画「今そこにある危機

と自衛隊」を視聴し、衆院熊本３区選出の坂本哲志氏（自

民）らが「憲法９条に自衛隊の行動を明記し安全安心な日

本をつくろう」と訴えた。  

 また、鹿児島市であったフォーラムでは「今こそ、憲法

改正の国会発議を！」と題した決議を採択。宮崎市では軍

事ジャーナリスト、井上和彦氏の講演「ありがとう！自衛

隊さん」があった。  

 一方、護憲派も各地で集会を開いた。宮崎市では日本科

学者会議宮崎支部と宮崎民主法律家協会が「憲法と平和を

考えるつどい～護憲の理想主義と現実主義 改憲論をのり

こえるために～」を開催。政治学者の五野井郁夫・高千穂

大教授が講演し「改憲は事実上の再軍備で、多大な歳出が

生じ暮らしが厳しくなる。護憲派は単に理想に訴えるより

も、９条の現実的な機能や効用を訴えたほうが多くの人に

伝わる」と強調した。  

 鹿児島市では県護憲平和フォーラムが主催する集会があ

り、刑法学者の高山佳奈子・京大教授が講演で「日本国憲

法は７０年を超える実務や学術の積み重ねを有し、歴史の

重みや意味を無視して字面だけを変えることはできない」

と述べた。  

 

自衛隊の意義、議論を 改憲派が講演会 

宮崎日日新聞2018年5月3日 
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 憲法改正の機運を高めようと、国会議員や県民らでつく

る宮崎市の「美しい日本の憲法をつくる宮崎県民の会」は

３日、憲法講演会を同市民プラザで開いた。集まった市民

は専門家の講演などを通じて、自衛隊の存在意義や国防の

重要性などについて考えた。 

【写真】改憲の機運を高める憲法講演会で国歌斉唱する参

加者＝３日午後、宮崎市民プラザ  

 

鹿児島）憲法と平和を考える集会や慰霊祭 鹿屋で駅伝も 

朝日新聞デジタル町田正聡 周防原孝司 ライター・知覧哲

郎2018年5月4日03時00分 

国会議員らが登壇して憲法改

正を訴えた集会＝鹿児島市 

 

 ３日は憲法記念日。憲法のあり方や平和を考えるイベン

トが、県内各地で催された。 

護憲派・改憲派、それぞれ集会 

 県護憲平和フォーラムは鹿児島市で集会を開き、京都大

の高山佳奈子教授が「改憲＝壊憲を阻止するために」と題

して講演。約２７０人が聴き入った。 

 高山教授は自民党の憲法草案について「平和主義や基本

的人権の尊重、表現の自由などをないがしろにする」と指

摘。「９条を変えて平和主義を放棄することは、憲法全体を

台無しにして日本が日本でなくなることだ」と訴えた。 

 参加した同市の公務員、湯浅慎太郎さん（４７）は「憲

法を取り巻く課題が理解できた。普段もっと気軽に議論で

きる雰囲気作りも大事と感じた」と話した。 

 憲法改正を訴えている「美しい日本の憲法をつくる県民

の会」も同市でフォーラムを開催し、約３００人が集まっ

た。 

 ジャーナリストの櫻井よしこ氏が「国民をきちんと守る

体制をつくるため、自衛隊を憲法に書き込むべきだ」とビ

デオメッセージを寄せ、尾辻秀久参院議員や一般市民の女

性ら６人が憲法改正の必要性を主張。自衛隊の活動を紹介

する映画を上映し、憲法改正の国会発議をめざす決議を採

択した。 

 同市の会社員、上笹貫（かみささぬき）千里さん（４８）

は「災害時をはじめ、私たちを守ってくれているのは自衛

隊。努力に報いるためにも憲法に明記すべきだ」と話した。

（町田正聡） 

「子どもに残そう」鹿屋で駅伝大会 

 鹿屋市では３日、「平和憲法を守る大隅地区駅伝大会」が

開かれ、「子供に残そう平和憲法」などと書かれたゼッケン

をつけたランナーが市中心部を駆け抜けた。 

 開催は５２回目で、１２チームが参加。市役所前を発着

する７区間８・４キロのコースを走り継いだ。 

 開会式では「平和と民主主義、基本的人権を守る闘いと

あわせ、反核・反原発の運動をすすめる」という大会アピ

ールを採択。米軍のＫＣ１３０空中給油機訓練やＭＶ２２

オスプレイが参加する海上自衛隊鹿屋航空基地での訓練へ

の反対も盛り込んだ。（周防原孝司） 

特攻の戦没者 知覧で慰霊祭 

 旧陸軍の特攻基地があった南九州市知覧で３日、知覧特

攻基地戦没者慰霊祭があった。遺族１８４人ら約８００人

が参列し、太平洋戦争末期の沖縄戦で亡くなった１０３６

人の冥福を祈った。 

 知覧特攻慰霊顕彰会が主催し、今年で６４回目。参列者

は会場の知覧特攻平和観音堂で焼香や献花をし、特攻の史

実や平和の尊さを後世に語り継ぐことを誓いあった。 

 遺族代表の込茶三郎さん（８８）＝東京都＝は、万世基

地から出撃した兄の章さん（当時２２歳）が、両親に宛て

た遺書で親孝行できなかったとわびていたことなどを紹介。

「戦後７３年、残された家族や関係者も高齢になった。特
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攻隊員たちの尊い命が世界の恒久平和に資することを望み

ます」と述べた。 

 特攻隊員の遺品などを展示している知覧特攻平和会館に

よると、隊員は宮崎の都城や熊本・健軍など九州各地や台

湾などの基地から出撃。戦死者の半数近くが知覧基地から

飛び立ったという。（ライター・知覧哲郎） 

 

県内でも憲法考える 各地で集会 

読売新聞2018年05月04日 

 憲法記念日の３日、県内では改憲派、護憲派らによる集

会が開かれた。 

 鹿児島市の県市町村自治会館では改憲派の「憲法フォー

ラムｉｎ鹿児島」（美しい日本の憲法をつくる県民の会主催）

が開かれ、約３００人が参加した。 

 自民党の尾辻秀久参院議員が参院選の合区解消に向けた

同党の改憲案に言及。「憲法改正は私たちの生活に密着し、

地域の発展に絡むことを理解して憲法の議論をしてほしい」

と訴えた。中間貴志弁護士は「憲法に自衛隊を明記するこ

とは日本の主権を守るのに必要。平和な日本を引き継ぐた

めに、憲法改正の機運を高めよう」と提言した。 

 安倍首相らのビデオメッセージも上映され、「来たる『憲

法改正国民投票』で県民の過半数を超える賛成を目指す」

などとする決議案を全会一致で採択した。 

 一方、「コープかごしま」など７団体で構成する実行委員

会は、同市のかごしま県民交流センターで、護憲の立場で

の集会を開いた。学習院大大学院の青井未帆教授が「憲法

と平和」と題して講演し、市民ら約５５０人が耳を傾けた。 

 青井教授は「『自衛のため』という戦争を正当化しないこ

とが憲法の立脚点」と指摘。そのうえで、自衛隊の根拠規

定を明記する自民党の改憲案について、「（自衛隊が）普通

の行政機関とは違う『特別扱いの根拠』になる」と批判し、

「見合った権限や制度を創設する動きにつながりかねない」

と語った。 

 

憲法記念日 改憲派は規模を拡大 護憲派は危機感募る 

各地で講演会や集会 ／鹿児島 

毎日新聞2018年5月4日 地方版 

 憲法記念日の３日、各地で改憲派や護憲派の集会や講演

会があった。安倍晋三首相が昨年５月、自衛隊の存在を明

記した憲法改正を提起してから１年。改憲派は例年に比べ

集会規模を拡大し、護憲派は危機感を募らせた。【黒澤敬太

郎、杉山恵一、田中韻】  

改憲派◇  

 比例を除く衆参全議席を自民が独占する熊本県では、自

民県連が例年１カ所で開催していた県内集会を１０カ所に

拡大。ジャーナリストの桜井よしこ氏らが共同代表の「美

しい日本の憲法をつくる国民の会」の県組織と「憲法フォ

ーラムｉｎ熊本」を開いた。  

 同県菊陽町の光の森町民センター・キャロッピアであっ

た集会には約９０人が参加。桜井氏のビデオメッセージや

改憲をＰＲするドキュメンタリー動画「今そこにある危機

と自衛隊」を視聴し、衆院熊本３区選出の坂本哲志氏（自

民）らが「憲法９条に自衛隊の行動を明記し安全安心な日

本をつくろう」と訴えた。  

 また、鹿児島市であったフォーラムでは「今こそ、憲法

改正の国会発議を！」と題した決議を採択。宮崎市では軍

事ジャーナリスト、井上和彦氏の講演「ありがとう！自衛

隊さん」があった。  

護憲派◇  

 一方、護憲派も各地で集会を開いた。宮崎市では日本科

学者会議宮崎支部と宮崎民主法律家協会が「憲法と平和を

考えるつどい～護憲の理想主義と現実主義 改憲論をのり

こえるために～」を開催。政治学者の五野井郁夫・高千穂

大教授が講演し「改憲は事実上の再軍備で、多大な歳出が

生じ暮らしが厳しくなる。護憲派は単に理想に訴えるより

も、９条の現実的な機能や効用を訴えたほうが多くの人に

伝わる」と強調した。  

 鹿児島市では県護憲平和フォーラムが主催する集会があ

り、刑法学者の高山佳奈子・京大教授が講演で「日本国憲

法は７０年を超える実務や学術の積み重ねを有し、歴史の

重みや意味を無視して字面だけを変えることはできない」

と述べた。  

 

憲法記念日 改憲論議「萎縮せず声上げて」 憲法施行７

１年、沖縄県内各地で集会 ／沖縄 

毎日新聞2018年5月4日 

 憲法記念日の３日、「２０１８憲法講演会」（主催・沖縄

県県憲法普及協議会、沖縄人権協会、日本科学者会議沖縄

支部）が宜野湾市民会館で開かれた。安倍晋三首相が戦力

の不保持を定めた憲法９条に自衛隊の存在を明記する案を

提起してから丸１年。県内では自衛隊の南西諸島配備計画

が着々と進んでいる。講演者が立憲主義の重要性を語りか

ける中、会場に訪れた約千人（主催者発表）は現行憲法が

守ってきた平和や人権について考え、９条の堅持を誓った。

そのほか県内各地で護憲・改憲派双方の立場で集会が開か

れた。  

 憲法講演会では、憲法学者らと集団的自衛権の行使容認

に反対する組織の立ち上げなどに関わってきた日弁連憲法

問題対策本部副部長の伊藤真弁護士が、基本的な憲法の内

容や改憲問題などについて講演した。  

 伊藤弁護士は９条の変更は国民投票を経て民主的な正当

性を持つことになるため、南西諸島への自衛隊配備問題な

どに「反対できなくなる」と言及。国防や安全保障のため

に人権が制限される可能性があり「徴兵制も可能になる」

と警鐘を鳴らした。  

 憲法は国民が国を縛るためにあるとし「萎縮しないで声
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を上げ憲法の理想に現実を近づけることが必要だ」と呼び

掛けた。  

 石垣島で自衛隊配備計画に反対を訴えている市民団体の

代表が現状や活動を紹介した。憲法を身近に感じてもらお

うと取り組む「模擬憲法カフェ」を弁護士が実演した。  

（琉球新報）  

 

憲法９条への自衛隊明記で「徴兵制も可能となる」 伊藤

真弁護士が指摘 

沖縄タイムス2018年5月4日 10:30 

 日本国憲法が施行されて７１年となった３日、憲法講演

会（主催・県憲法普及協議会など）が宜野湾市民会館で開

かれた。法律家や行政官を育成する「伊藤塾」を主宰する

伊藤真弁護士が講演。安倍晋三首相が憲法９条への自衛隊

明記を表明していることを受けて、石垣島や宮古島への陸

上自衛隊配備などを念頭に「沖縄の基地負担への影響が大

きい」と指摘した。改憲の動きに対し、萎縮せずに反対の

声を上げるよう呼び掛けた。 

 

沖縄の歴史などから憲法について講演する伊藤真氏＝３日、

宜野湾市民会館 

 講演会には約千人（主催者発表）が参加。「武力によって

平和を創造することはできない」とし、日本国憲法の精神

や米軍基地のない平和を求める沖縄の心を大切にし、真の

平和をつくっていくことを掲げた「憲法宣言」を採択した。 

 伊藤氏は、自民党案が憲法９条に「自衛隊」表記を盛り

込もうとしていることに「９条が書き換えられることと同

じだ。追加された条文が優先されるようになる」と危惧。

その上で、国を守るという名目であらゆる人権が制約され

「徴兵制も可能となる」と警鐘を鳴らした。 

 また、昨年の憲法記念日に安倍首相が「『自衛隊が違憲か

もしれない』などの議論が生まれる余地をなくすべきであ

る」と発言したことに、「民主主義や言論の自由の否定だ」

と批判した。 

 誰もが政治や憲法に無関心ではいられても「無関係では

いられない」と強調。「この国を、この島を、この地域をど

のようにしたいのか、ビジョンを持つことが大事だ」と語

った。 

 

伊藤塾主宰の伊藤真弁護士「沖縄は憲法の最先端」 

沖縄タイムス2018年5月3日 11:00 

 【東京】憲法講演会（主催・県憲法普及協議会）が３日

午後１時半から、宜野湾市民会館で開かれる。講演する弁

護士の伊藤真さんが１日、都内で取材に応じた。近隣諸国

と交流し信頼関係を築いてきた沖縄は「憲法の最先端を実

践してきた地域」で、他県が学ぶことは多いと指摘。一方、

基地問題をはじめ沖縄が抱える課題の解決は、他県と連携

する必要性があると訴えた。（聞き手＝東京報道部・上地一

姫） 

 

沖縄では憲法の活用も課題もともに「最先端」と説明した

伊藤弁護士＝１日、東京都渋谷区の伊藤塾 

 法律家や行政官を育成する「伊藤塾」を主宰する伊藤さ

んは、毎年、塾生と共に「沖縄スタディーツアー」を実施。

「憲法の理想とかけ離れた現実があるのも沖縄」と戦跡や

米軍基地を巡り、戦後から現在に至る沖縄の人々の生活を

考えてきた。 

 米軍再編交付金を財源にした行政運営か、名護市辺野古

への新基地建設反対かで二分された名護市長選のように、

沖縄では政府の分断政策が進められているという。「本土は

豊かな生活と安全の両方が当たり前だが、沖縄では選挙の

度に、ある程度の生活か、安全かを選択させられる」と憂

い、「一日も早く両方を享受できる沖縄にすることが、日本

国憲法の下に復帰するということだ」と強調した。 

 インターネット上にあふれる外国人へのヘイトスピーチ

や、原発被災者と沖縄への差別的発言に対しては、「憲法１

３条にある個人の尊重が守られていない」と指摘。「他国と

信頼関係を築くことが一番の安全保障というのが憲法の基

本的考え」とし、琉球王朝時代から通商によって他国との

信頼関係を築いてきた沖縄は、「その最先端」とした。 

 三沢基地所属機による青森県小川原湖への燃料タンク投

棄や、横田基地へのオスプレイ配備などを挙げ「沖縄で起

きている軍隊の事件事故はもはや人ごとではない。（他県の

人々は）次はわが身だと理解しないといけない」と提起し

た。 

 講演会の入場料は、一般７００円、学生と障がいのある

人は５００円、高校生以下は無料。 

 

改憲論議「萎縮せず声上げて」 憲法施行７１年、沖縄県

内各地で集会 

琉球新報2018年5月4日 07:00  

http://www.okinawatimes.co.jp/articles/gallery/246916?ph=1
http://www.okinawatimes.co.jp/articles/gallery/246674?ph=1
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多くの人が訪れた「憲法講演会」。講演者の話に聞き入る人

たち＝３日、沖縄県宜野湾市 

 憲法記念日の３日、「２０１８憲法講演会」（主催・沖縄

県県憲法普及協議会、沖縄人権協会、日本科学者会議沖縄

支部）が宜野湾市民会館で開かれた。安倍晋三首相が戦力

の不保持を定めた憲法９条に自衛隊の存在を明記する案を

提起してから丸１年。県内では自衛隊の南西諸島配備計画

が着々と進んでいる。講演者が立憲主義の重要性を語りか

ける中、会場に訪れた約千人（主催者発表）は現行憲法が

守ってきた平和や人権について考え、９条の堅持を誓った。

そのほか県内各地で護憲・改憲派双方の立場で集会が開か

れた。 

 憲法講演会では、憲法学者らと集団的自衛権の行使容認

に反対する組織の立ち上げなどに関わってきた日弁連憲法

問題対策本部副部長の伊藤真弁護士が、基本的な憲法の内

容や改憲問題などについて講演した。 

 伊藤弁護士は９条の変更は国民投票を経て民主的な正当

性を持つことになるため、南西諸島への自衛隊配備問題な

どに「反対できなくなる」と言及。国防や安全保障のため

に人権が制限される可能性があり「徴兵制も可能になる」

と警鐘を鳴らした。 

 憲法は国民が国を縛るためにあるとし「萎縮しないで声

を上げ憲法の理想に現実を近づけることが必要だ」と呼び

掛けた。 

 石垣島で自衛隊配備計画に反対を訴えている市民団体の

代表が現状や活動を紹介した。憲法を身近に感じてもらお

うと取り組む「模擬憲法カフェ」を弁護士が実演した。 

 

憲法講演会の基調講演で、９条が果たしてきた役割につい

て語る伊藤真弁護士＝３日、宜野湾市民会館 

◆「戦争放棄の役割失う」 伊藤弁護士、自衛隊明記を危

惧 

 基調講演をした伊藤真弁護士は、日本に憲法９条があっ

たからこそ戦後、他国の戦争に巻き込まれなかったとし、

自衛隊を憲法に明記することで９条が果たしてきた戦争放

棄の役割が書き換えられる危険性を強調した。伊藤弁護士

は日弁連憲法問題対策本部で副本部長を務め、「１票の格差」

訴訟など、住民の権利を守る訴訟に携わってきた。伊藤弁

護士は「憲法は国民が国家を制限するためにある。私たち

誰もが政治や憲法に無関心でいられても、無関係ではいら

れない」と憲法の重要な役割を説明した。 

 特に戦力不保持を規定した９条２項の役割について「（戦

争に参加する）手段を奪うことになり、正規の軍隊を持た

せないことになった」と述べた。貧困層の若者が軍隊に入

らざるを得ない経済的徴兵制や、帰還兵の心的外傷後スト

レス障害（ＰＴＳＤ）など米国の実態を例に挙げ、「どの戦

争にも必ず『戦争の後』がある。９条を変えることは、こ

うしたリスクを引き受けることを意味する」と強調した。

自民党などが目指している自衛隊の憲法明記については

「９条が書き換えられることと同じだ」と指摘。「後法は前

法を破る」として、仮に９条が残ったとしても、新しく追

加された条項が優先されると危機感を示した。その上で「軍

隊の持つ抑止力は、挑発力でもあり、二面性がある。今こ

そ国民が冷静になり、主体的に行動することが必要だ」と

訴えた。 

 普天間飛行場の辺野古移設問題など沖縄の基地問題が国

によって「生活」か、「安全」かの選択を強制されていると

し「許されない『選択の強制』」と強調。「生活、安全、ふ

るさとも共に享受できるようにすることが国の責任で、憲

法１３条の要請だ。二者択一を迫り住民を分断することを

許してはならない」と力を込めた。 

 

改憲論議「萎縮せず声上げて」 憲法施行７１年、沖縄県

内各地で集会 

琉球新報2018年5月4日 07:00  

 
多くの人が訪れた「憲法講演会」。講演者の話に聞き入る人

たち＝３日、沖縄県宜野湾市 

 憲法記念日の３日、「２０１８憲法講演会」（主催・沖縄

県県憲法普及協議会、沖縄人権協会、日本科学者会議沖縄
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支部）が宜野湾市民会館で開かれた。安倍晋三首相が戦力

の不保持を定めた憲法９条に自衛隊の存在を明記する案を

提起してから丸１年。県内では自衛隊の南西諸島配備計画

が着々と進んでいる。講演者が立憲主義の重要性を語りか

ける中、会場に訪れた約千人（主催者発表）は現行憲法が

守ってきた平和や人権について考え、９条の堅持を誓った。

そのほか県内各地で護憲・改憲派双方の立場で集会が開か

れた。 

 憲法講演会では、憲法学者らと集団的自衛権の行使容認

に反対する組織の立ち上げなどに関わってきた日弁連憲法

問題対策本部副部長の伊藤真弁護士が、基本的な憲法の内

容や改憲問題などについて講演した。 

 伊藤弁護士は９条の変更は国民投票を経て民主的な正当

性を持つことになるため、南西諸島への自衛隊配備問題な

どに「反対できなくなる」と言及。国防や安全保障のため

に人権が制限される可能性があり「徴兵制も可能になる」

と警鐘を鳴らした。 

 憲法は国民が国を縛るためにあるとし「萎縮しないで声

を上げ憲法の理想に現実を近づけることが必要だ」と呼び

掛けた。 

 石垣島で自衛隊配備計画に反対を訴えている市民団体の

代表が現状や活動を紹介した。憲法を身近に感じてもらお

うと取り組む「模擬憲法カフェ」を弁護士が実演した。 

 

改憲案 自衛隊９条明記に５人反対 県関係国会議員 

／沖縄 

毎日新聞2018年5月3日 

 琉球新報社は３日の憲法記念日を前に、沖縄県選出・出

身国会議員９人と県議会議員４６人を対象にした憲法９条

に関するアンケートを実施した。安倍晋三首相が表明し、

自民党が改憲案としてまとめた９条への自衛隊明記につい

て国会議員の賛成は自民の１人にとどまり、野党の５人が

反対、３人は国民的議論の不足や改憲の方向性に対して疑

問を呈した。県議会でも反対が過半数を占めた。  

 安倍政権や自民党には年内に国会での改憲発議を目指す

動きがあるが、国会議員９人全員が国会での議論は「深ま

っていない」と回答するなど、反対や慎重な意見が強いこ

とが浮き彫りとなった。  

 改憲の必要性について県選出・国会議員のうち「新憲法

の制定」が１人、「現憲法を基軸に条文の追加や見直し」が

４人、「現憲法の堅持」が４人と分かれた。一方で、憲法９

条に限って改定の是非を聞いたところ、９条改憲への賛成

は２人に減り、反対は６人に上った。１人が賛否を保留し

た。  

 県議会では、憲法９条への自衛隊明記について自民会派

の１４人が賛成したのに対し、社民・社大・結、おきなわ、

共産の県政与党３会派の計２６人が反対した。公明と維新

会派の６人は「国民的な議論が必要」などを理由に現時点

での明確な賛否は示していない。  

 「新憲法の制定」（９人）と「現憲法を基軸に条文の追加

や見直し」（１２人）を合わせた改憲支持派が２１人だった

のに対し「現憲法の堅持」の護憲派が過半数の２５人を占

めた。憲法９条に限った改定の是非については、賛成が１

２人にとどまったのに対し、反対は３２人に上った。２人

は賛否を保留した。  

 アンケートは４月２４日に配布し、５月１日までに全議

員が回答した。  

（琉球新報）  

 

３大学に調査 学生「改憲必要」急増６割 ／沖縄 

毎日新聞2018年5月3日 

 ３日の憲法記念日に合わせ琉球新報社は２日までに、専

門科目で憲法の講義がある沖縄大学、琉球大学、沖縄国際

大学の沖縄県内３大学の学生に憲法意識調査を実施した。

憲法の講義を受ける学生にアンケート用紙を配布し、１８

～２２歳の１３１人から回答を得た。改憲の必要性につい

て６３．４％が「ある」と答え、６割を超えた。「ない」は

３６．６％で、過去２回の同様の調査と比べ、改憲への賛

否が逆転した。  

 改憲が「必要」「どちらかといえば必要」とした理由に「憲

法の内容が時代に合わなくなっているため」を挙げる人が

４７．０％と最も多かった。次に「新たな権利や義務など

を盛り込む必要があるため」が３１．３％で、「自衛隊の存

在を明記し軍として明確化するため」が１３．３％だった。  

 安倍首相が昨年の憲法記念日で提起した戦力の不保持を

定める憲法９条に自衛隊の存在を明記する必要性について

は５１．９％が反対、４８．１％が賛成の意向を示し、賛

否がきっ抗した。一方、改憲に賛成する学生のうち、自衛

隊明記については２４．１％が「必要性はない」と回答し

ており、改憲派の中でも自衛隊明記については慎重である

ことが浮き彫りになった。  

 調査は４月２０～２７日に実施した。講義に出席した学

生に調査用紙を配布、回収した。全て選択項目で回答する

方式で理由の回答項目では「その他（自由回答）」も設けた。  

（琉球新報）  

 

復帰前から続く護憲派の集会 

NHK05月03日 18時12分 

憲法記念日の３日、沖縄県宜野湾市では今の憲法を守る立

場で平和について考える集会が開かれ、憲法に自衛隊を明

記することは実質的に９条を無効化する危険性があるなど

とする指摘が出ました。 

集会は沖縄が本土に復帰する前の昭和４１年から続いてい

て、ことしは主催者の発表でおよそ１０００人が集まりま

した。 

はじめに護憲の立場から憲法の問題に取り組む伊藤真弁護

https://mainichi.jp/ch171190600i/%E6%94%B9%E6%86%B2%E6%A1%88
https://mainichi.jp/ch180513029i/%EF%BC%93%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E3%81%AB%E8%AA%BF%E6%9F%BB
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士が講演し、憲法９条が歯止めとなり戦後は戦争をしない

国でいられたことや、憲法に自衛隊を明記することは実質

的に９条を無効化する危険性があるなどと指摘しました。 

このあと、憲法を身近なものとして捉えるための話し合い

「憲法カフェ」が行われ、憲法には、自分たちが選んだリ

ーダーが守るべきルールとしての役割のほか、国が本来あ

るべき姿を示す羅針盤としての役割があるなどといった意

見が出ていました。 

集会では最後に、憲法の精神と平和を求める沖縄の心を大

切にし、武力によらない平和を創り出すなどとした宣言が

読み上げられました。 

 

高校生大使、ノーベル平和賞候補 委員会から正式通知 

共同通信2018/5/3 20:46 

 核兵器廃絶を目指して署名を集め国連機関へ届けている

「高校生平和大使」が、正式に今年のノーベル平和賞候補

となったことが3日、分かった。活動を支える広島、長崎

両市の市民団体「高校生平和大使派遣委員会」が明らかに

した。 

 派遣委員会で共同代表を務める平野伸人さん（71）によ

ると、ノルウェーのノーベル賞委員会から 4月に電子メー

ルで通知があったといい「これまでの活動が認められた。

励みになる」と語った。 

 高校生平和大使の支援者らは今年に入り、国会議員の推

薦状を取りまとめてノーベル賞委員会へ送付。同委員会は

すでに受理していた。 

 

高校生大使、平和賞候補に ノーベル委が正式通知  

日経新聞2018/5/3 20:59 

 核兵器廃絶を目指して署名を集め国連機関へ届けている

「高校生平和大使」が、正式に今年のノーベル平和賞候補

となったことが３日、分かった。活動を支える広島、長崎

両市の市民団体「高校生平和大使派遣委員会」が明らかに

した。 

 派遣委員会で共同代表を務める平野伸人さん（71）によ

ると、ノルウェーのノーベル賞委員会から４月に電子メー

ルで通知があったといい「これまでの活動が認められた。

励みになる」と語った。 

 高校生平和大使の支援者らは今年に入り、国会議員の推

薦状を取りまとめてノーベル賞委員会へ送付。同委員会は

すでに受理していた。 

 高校生平和大使は 1998 年、長崎の高校生２人が地元の

平和運動家らと共に、反核署名を携えて米ニューヨークの

国連本部を訪ねたのが始まり。派遣委員会が毎春、被爆地

の広島や長崎を中心に各地から公募して選出している。昨

夏までに 17都道府県の高校から計約 200人が就任した。

〔共同〕 

 

在日米軍再編 辺野古警備巡る過大請求に抗議 野党議

員５人 

毎日新聞2018年5月3日 東京朝刊 

 米軍普天間飛行場（沖縄県宜野湾市）の名護市辺野古へ

の県内移設工事を巡り、東京都の警備会社が海上警備費を

国に過大請求していた問題で、沖縄県選出の野党国会議員

５人が２日、工事を発注した防衛省沖縄防衛局を訪れ「徹

底した真相究明と再発防止、辺野古新基地建設の中止を要

請する」とした文書を中嶋浩一郎局長に手渡した。  

 社民党の照屋寛徳衆院議員は「防衛局の対応は問題で看

過できない」と抗議。同局が不正の内部告発者を特定でき

るような情報を工事の元請け会社に渡したことについても

「公益通報者保護の点でも問題が大きい」と批判した。  

 中嶋局長は、警備会社に口頭注意しかしなかった同局の

対応について「警告などをすべきだった」と謝罪した。内

部告発の情報を渡したことも「不適切だった」と述べた。

【遠藤孝康】  

 

辺野古移設 県民投票の会、署名協力呼び掛け／沖縄 

毎日新聞2018年5月3日 

 米軍普天間飛行場の移設に伴う沖縄県名護市辺野古の埋

め立てについて賛否を問う県民投票の実施を目指す「『辺野

古』県民投票の会」の元山仁士郎代表らが２日、署名集め

開始を前に県庁で記者会見し、県民の協力を求めた。元山

代表は「県民投票は、賛成の人も反対の人も思いを形にで

きる民主主義の下にある。自分の考えを主張、議論し県民

で考えて決めよう」と呼び掛けた。  

 同会は１日、県民投票条例制定請求書や請求代表者証明

書交付申請書など必要な書類を県に提出した。県は２日、

請求代表者の住む１４市町村に選挙人名簿の確認を求めた。

県が請求代表者証明書を交付、告示すれば条例制定請求に

必要な署名集めを開始できる。  

 ２日の会見で元山代表は準備が整えば５月の第３週にも

署名集めを開始したいとした上で「（条例制定請求には）最

低でも有権者の５０分の１に当たる２万４０００筆が必要

だが、県民に周知するため１０分の１、１１万５０００筆

を集めたい」と意欲を示した。  

 実施時期については「早ければ９月末か１０月ごろ。知

事選と同日もあり得る」と話し、投開票日が９月９日に集

中している統一地方選に間に合うかは不透明だとした。「話

そう、基地のこと。決めよう、沖縄の未来。」をテーマに掲

げている。  

 同席した同会副代表の新垣勉弁護士は「県民投票は民意

を明確にし、法的に大きな効力を発揮する大きな意味があ

る。知事が今後取り得る措置を広げることにも役立つ」と

強調した。  

（琉球新報） 

 

https://mainichi.jp/ch150910464i/%E5%9C%A8%E6%97%A5%E7%B1%B3%E8%BB%8D%E5%86%8D%E7%B7%A8
https://mainichi.jp/ch150910655i/%E8%BE%BA%E9%87%8E%E5%8F%A4%E7%A7%BB%E8%A8%AD
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米軍 「普天間、人いなかった」 海兵隊トップが事実誤

認発言 土地強奪の歴史無視 ／沖縄 

毎日新聞2018年5月4日 

 【ワシントン＝座波幸代本紙特派員】米海兵隊トップの

ネラー総司令官は２日、米軍普天間飛行場（沖縄県宜野湾

市）について「非常に古い施設で第２次世界大戦にさかの

ぼる。建設当初の写真を見ると、数キロ以内に住む人はい

なかった。今は飛行場周辺の市街地がフェンスのすぐ近く

に広がる」と述べた。同飛行場は戦中・戦後にかけ、住民

が収容所に隔離されている時期に米軍が集落があった土地

を奪って造った基地だが、ネラー氏の発言は住民が飛行場

周辺に住まわざるを得なかった経緯を無視した形だ。   

 国防総省での会見で本紙の質問に答えた。ネラー氏は「沖

縄の大部分の人々が米国の駐留を高く評価していることを

知っている。私たちの大多数は良き隣人であり、良き友人

だ」とも述べた。普天間飛行場の名護市辺野古への移設問

題については「移設先が確保できれば喜んで出て行く。そ

れまではできる限り安全に運用し続ける」と述べ、県が日

本政府に求めてきた来年２月までの運用停止（５年以内の

運用停止）を否定し、継続使用の方針を示した。  

 ネラー氏は「沖縄の海兵隊を減らし、飛行場を移設する

計画に変更はない」とする一方、反対運動などを挙げて移

設には「しばらく時間がかかるだろう」と話した。在沖米

海兵隊のグアム移転計画に伴う北マリアナ諸島テニアン島

での実弾射撃場建設計画は、環境問題のため難航している

という認識を改めて示した。  

 米軍普天間飛行場の安全確保については「周辺の住民が

米軍機にレーザーを照射したり、飛行経路でたこや風船を

飛ばしたりしなければ、（安全に）役立つだろう」との認識

を示した。  

 米軍機へのレーザー照射を巡っては、１５年に普天間飛

行場や嘉手納基地周辺の事例が明らかになった。また、１

２年に同飛行場にオスプレイが配備された際、市民が周辺

でたこや風船を揚げ、抗議の意思を示したが、現在は規制

されている。  

（琉球新報）  

 

米軍輸送機墜落９人死亡 ジョージア州  

日経新聞2018/5/3 20:24 

 【ニューヨーク＝共同】米南部ジョージア州サバナの空

港近くで２日、米自治領プエルトリコの州兵空軍所属のＣ

130輸送機が訓練中、幹線道路に墜落した。ＡＰ通信は当

局の情報として搭乗者９人が死亡したと報じた。当局が事

故原因を調べている。 

 墜落場所は通行量の多い幹線道路だったが、車両などに

は被害はなかった。ＣＮＮテレビは墜落後、機体が炎上し

黒煙が立ち上る映像を放映した。 

https://mainichi.jp/ch151019181i/%E7%B1%B3%E8%BB%8D

